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　人は誰だれでも、星の光を抱だいて生まれてくる。

　青白い星もあれば、赤くぎらつく星もあり、強きよう烈れつに燃え盛る星もあれば、目を凝こらしても見えないほど暗い星もある。けれど、どれも確かに光を放っている。自分だけの光を。

　星の光は迷える人を導き、悲しむ人を慰なぐさめ、戦う人を鼓こ舞ぶする。広い夜空の海で溺おぼれそうになったときは、進むべき航路を示す灯台になってくれる。

　星の光は、未来を照らす希望だ。

　だから、自分の星を信じるんだ。
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　でも、アステラは。

「お前」

　アステラの、星は。

「本当に何も覚えてないのか？」

　五年前、最初の記き憶おくはその言葉。その人はしゃがみ込んで、こちらに手を差し伸のべた。

「俺は便利屋のロキ。お前をしばらく預かることになった。……『夜の鯨くじら』の依い頼らいで」

「夜の鯨？」

　アステラは奇き妙みような通り名にぴくりと反応した。聞き覚えがあるような気がしたのだ。素す早ばやく切り替かわる幻げん灯とう機きのように、ぼやけた連想が次々繫つながってゆく。夜の鯨、海、星、そして……、

「父さま？」

　気づけば、そう口にしていた。

「わたしの、父さま？　夜の鯨って言うの？」

　朝日の中に消えていく夢より速く、急激に霞かすみ始める薄うすい記憶の雲。アステラはそれを必死に引き留めようとして、強く目を瞑つむった。

「父さまは、また会えるって……ダイヤモンドの……ダイヤモンドの中の……あれ？」

　けれど、そこまで口走って、それ以上辿たどれなくなってしまった。父の顔も、温ぬくもりも。さっきまで、小さな手のひらにしっかりと握にぎりしめていたはずなのに。

「どうしよう……思い出せない」

　目の前に広がるのは、星のない夜空。

　凪ないだ海うな原ばらには光もなくて、アステラの船は完全に針路を失ってしまった。
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　星の光には、不思議な力があるのだという。

　夜空に輝かがやく星々が、力の使い手として選んだ子どもたち。星に愛され、星の光を身の内に宿して生まれてくるその人々は、星の子と呼ばれていた。

　しかし、星はそれぞれ一人しか子を選ばない。夜空に星多しといえど、目に見える星の数はたかだか数千だ。

　星に愛されず、選ばれなかった人々。星なしと呼ばれる……星の光を持たない人々の方が、星の子よりも、ずっとずっと多いのだ。
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　冬の夜空は騒さわがしい。

　空気が乾かん燥そうして澄すみ渡わたった暗い天幕に、他のどの季節よりも多くの一等星が輝く。しっかり着込んで星空散歩を始めるなら、まず探すべきは、冬の大三角。

　言わずと知れた狩かりゆ人うどオリオンの右みぎ肩かたには、赤く燃える星ベテルギウス。その足元で青白く鮮せん烈れつな光を放つのは、おおいぬ座のシリウスだ。そして兄弟犬に負けじと輝く、こいぬ座のプロキオン。三つの一等星を繫げば、大きな三角形が浮うかび上がる。

　これが冬の大三角。これを道しるべにすれば、明るい星の多い冬の夜空でも迷うことはない。

「ああもう！」

　見上げた視線を地上に下ろそう。

　夜空に八十八の星座があるように、地上も八十八の星せい区くに分かれている。それぞれの星区は春夏秋冬の四つの宮にまとまっており、そのうち首都機能を担になうのは冬の宮だ。ちょうど冬の大三角を地上に写し取ったあたりが、この世界・星ほしの原はらの中心である。

「ついてない！」

　ここは冬の宮、こいぬ区。その名にふさわしく、こぢんまりとした狭せまい星区だ。とはいえ、星の原では区の面積それ自体は問題にならない。星区は横だけでなく縦にも──垂直にも、広がっているからだ。

　夜空から遠く離れた地下鉱山。

　螺ら旋せん状に削けずり込まれた巨きよ大だいな露ろ天てん掘ぼりの底に、彼女の暮らす街はあった。

　四方八方に伸びた坑こう道どう、それらを繫ぐエレベータと鉱山鉄道。ランプを手に行き交うのは、のみや金づちで採さい掘くつ作業に勤いそしむ鉱員たちだ。彼らは一日のほとんどを土の中で過ごす。そして日々、ある特別な石を掘り出すのだ。

　とはいえもう夜。採掘作業はとうに終わり、鉱員たちも穴の底にある自分たちの家へと帰った後だ。彼女が道を急ぐのには理由があった。

「直前に場所が変へん更こうされてたなんて！」

　暗い坑道を走り抜ぬけながら泣き顔でそう零こぼしたのは、小こ柄がらな少女だった。生白い肌はだは鉱山暮らしの証あかし。大きなベレー帽ぼうの下の長い茶ちや髪ぱつを、耳の脇わきで二つくくりにして垂らしている。よく動く大きな瞳ひとみは、不思議な紺こん色いろをしていた。

　彼女の名前はアステラ。もうすぐ十六歳になる。

「しかもたまたまエレベータが整備中で、鉱山鉄道は目の前で逃のがして、泣いてる迷子を拾って、その上通行止めに三か所もひっかかるなんて！」

　アステラの法則一、急いでいるときに限って不測の事態が頻ひん発ぱつする。ついてない、ついてない、と何度も呟つぶやきながら、彼女は古びたトロッコ用のレールの上を走った。

　そして息を切らし、アステラが駆かけ込んだ先は、

「よかった、間に合った！」

　かつての採掘現場跡あと、だだっ広い洞ほら穴あなだった。地下にはこういう空洞がごまんとある。その一つに今夜こうして商人たちが集まり、簡易の露ろ店てんが数十店てん舗ぽ、即そく席せきの市場を開いていた。

「そろそろ店じまいだぜ。目当てのものがあるなら急ぎな」

　すれ違ちがった人にそう声をかけられ、アステラは早さつ速そく、手近な露店に目をやった。

　そこには、形も色も様々な石が並んでいる。小指の先ほどの大きさのものから、拳こぶし大のものまで。整った結けつ晶しよう構造を持つもの、球形に削り出されたもの、不ふ揃ぞろいなさざれ石……、どれも芯しんには炎ほのおのように燃える不思議な光を宿していて、言いようもなく美しい。

　これが、星せい輝き石せき。

　星の原じゅうの鉱山で日々掘り出される、特別な石だ。

「なんて綺き麗れいな珊さん瑚ご型結晶。きっと海にまつわる星座の石ね。ああっ、噓うそでしょ！　しし座のデネボラ石がこんな安値で!?　二等星の石に二万ルクス台で出会えるなんて、奇き跡せきだわ……」

　アステラは露店の間を跳はねるように走り回り、恍こう惚こつのため息を漏もらしたり、真しん剣けんに財さい布ふとにらめっこしたり、ばたばたと忙いそがしい。そんな彼女を煽あおるように、商人たちの声が飛ぶ。

「いて座から直送、三等星のアルナスル石！　風か邪ぜぐ薬すりになるよ！　今日は特価だ！」

「お嬢じようさん、おとめ座の石はいかが？　美容に効くよ」

「お客さんの中に鉱員の方は？　揚よう水すい設備の排はい水すい力不足にお困りなら、ポンプ座の石粉を！」

　そう、ここは星輝石の市場だ。

　星輝石、それは星の光を宿す特別な石。人知の及およばぬ不思議な力を持っている。普ふ通つうの薬では治らない病を癒いやす石や、一かけらで家じゅうを暖める石、パンの味をよくする石。その石が宿す親星によって効果は異なるが、一いつ般ぱんに明るい星ほど力が強く、比例して高価になる。

　薬になり、燃料になり、照明にもなる星輝石は、星の原では唯ゆい一いつ無二の鉱山資源だ。

（いけない、つい目移りしちゃった）

　アステラは深呼吸した。冷やかしに来たわけではない。彼女には探しているものがあった。

「今日こそ出会えますように。『ダイヤモンドの中の花』……」

　そう呟くと、アステラは年老いた商人の露店の前で膝ひざを折った。

　広げた布の上には木製の棚たながいくつも置かれ、所ところ狭せましと並んだガラスケースの一つ一つに星輝石が入っている。アステラは鞄かばんからルーペを取り出し、入念に調べ始めた。

「お嬢さん、何かお探しかね？」

　老店主が声をかけると、アステラは頷うなずき、こう尋たずねた。

「金ダイ剛ヤモ石ンド型のはありますか？」

「金ダイ剛ヤモ石ンド型？　ずいぶん値が張るぜ」

　親星によって、星輝石の色や形はばらばらだ。金ダイ剛ヤモ石ンド型と分類される星輝石は、極きわめて硬かたく、優すぐれた輝きを持つことで知られる。もちろん石の力は最強で、希少なため価値も高い。

「金ダイ剛ヤモ石ンド型ってえと、シリウス石かベガ石くらいのもんだろう。どっちも一等星、恐おそろしく高いぞ。お嬢さんみたいな若い子が、どうしてそんなものを？」

　アステラは大きな紺色の目を見開いて、迷いなく答えた。

「ダイヤモンドの中の花を探してるんです」

「はあ？　そりゃどういうことだい？」

　老人は不可解な面おも持もちで尋ね返した。アステラが説明しようと口を開いたとき、

「見つけたぞ、アステラ！」

「きゃっ！」

　腕うでを摑つかまれ、アステラは無理やり引き上げられた。慌あわてて振ふり仰あおぐと、

「ロキさん！」

　そこに立っていたのは、背の高い青年だった。

　ロキと呼ばれた彼、年のころは二十代半ばほど。柔やわらかそうな金きん髪ぱつで、長い前まえ髪がみが目にかかっている。つんとすました高い鼻に、やや吊つり上がった目。美しく整った顔立ちだが、左手の甲こうの刺いれ青ずみが、人を遠ざけるように悪目立ちしている。蛇へびが絡からみついた柄がらのこの黒い刺青は、彼の左腕を這はい、肘ひじのあたりまで続いていることを、アステラは知っていた。

「こんなところで何してるんだ？　万年クビ娘むすめ」

「うっ、もうバレてる……」

　アステラはきゅっと肩かたをすくめた。どうしてこの人は、アステラのクビ情報を誰だれより早く嗅かぎつけるのだろうか。

「ここには来るなって言ったろ。帰るぞ」

　ロキは怒おこったようにアステラの腕を引く。
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「あ、ちょっと、ロキさん！」

　どきん！　アステラの心臓が跳ねた。と同時に、紺色の瞳ひとみが一いつ瞬しゆんだけ、赤く光る。

「あ、あわわ！」

　がしゃああん！

　ロキの手を振り払はらった拍ひよう子しに足をもつれさせ、よろめいたアステラは……、こともあろうに、老商人の露店の棚に倒たおれ込んだ。

「アステラ！」

　ロキがすぐさま彼女を抱だき上げる。アステラはふらつきながらなんとか立ち上がった。

「アステラ、大だい丈じよう夫ぶか？　痛いとこないか？」

「わ、私は大丈夫です、けど……」

　アステラは目の前の露店に恐る恐る、目をやった。

　倒れた棚が隣となりの棚へ、そこからまた隣の棚へ……、不運は計算されたかのように美しく連れん鎖さして、棚という棚をなぎ倒し、ガラスというガラスを割り、そしてついには隣の店にまで、盛大な雪崩なだれを起こした。

「……噓でしょ」

　アステラの顔は蒼そう白はくを通り越こしてほとんど透すき通っている。

「お客さん、困るよお！」

　大災害からなんとか逃にげ出した露店主は、巻き上がる砂すな煙けむりの中、涙なみだ声ごえで言った。突つき刺さすような視線が、小柄な少女に一点集中する。

「ご……ごめんなさい」

　消え入りそうな声でそれだけ絞しぼり出したアステラ。その背後で、ロキは重いため息をつく。

「……相変わらずだな、アステラ」
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「じゃあ一つ質問をしよう」

　先ほどの洞ほら穴あなのすぐ横にある、さびれた事務所。アステラは硬い椅い子すに座らされ、黒い服を着た男と机を挟はさんで向かい合っていた。この部屋もまた土を掘って作ってあるので、もちろん窓はない。頭上では星輝石ランプが揺ゆれ、足の裏から換かん気き扇せんの振しん動どうが鈍にぶく伝わってくる。

「いいか、簡単な質問だ。足し算より簡単だぞ」

　黒服の男は机の上で手を組むと、言こと葉ば尻じりだけは優やさしく、そう尋ねた。彼はどこか鼠ねずみに似た顔をしている。小さな二十日はつか鼠ねずみではなく、暗がりでしぶとく生きるがっしりとした溝どぶ鼠ねずみだ。

「ここは何をする場かな？」

　アステラは肩をきゅっと縮め、苦々しい表情で答えた。

「星せい輝き石せきの市場、です……」

「満点はあげられないな」

　正確な答えを求められ、手のひらが汗あせばむ。確かに、ここはただの市場ではない。ここは、

「……闇やみ市いち、です」

「よくできました」

（目が笑ってない！）

　アステラが心の中で悲鳴を上げる中、鼠似の男は硬い息をつくと、

「分かりやすく説明しようか。こっちが地下で、あっちが天上」

　机の上に万年筆を置き、二つの区画に分けた。

「こっちに住むのが星なし。そしてあっちで暮らすのが星の子たちだ」

　そう、星なしと星の子の生きる世界の間には、明確に線が引かれている。地下鉱山と天上世界。星の原を水平に分断する、一本の線。

　男は巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出すと、こっち側──アステラたち星なしの暮らす地下鉱山側でひっくり返した。星輝石のさざれ石が零こぼれ出て、小さな山になる。アステラは考える前に口走った。

「うお座の石ですね」

「よく見ただけで分かったな。大したもんだ」

「え？　ああ、まあ確かに水すい晶しよう型は最もありふれた星輝石ですけど。でもこれ、ところどころハート形の双そう晶しようが混じってる。愛の神アフロディテにまつわる星座では、よくこういう石が採れます。中でも今期はうお座が豊作だから……えっと、はいごめんなさい関係ないですよね」

　つい猛もう烈れつな早口で語り始めてしまったアステラは、鼠の咎とがめる視線を感じ、言葉を切った。どうも星輝石のこととなると興奮してしまう。男は一度咳せき払ばらいをして、話題を元に戻もどす。

「こっちが地下で、あっちが天上」

「は、はいごめんなさい」

「もう怒ってないから謝るな。いいか、我々星なしが毎日毎日鉱山を掘ほって、星輝石を採る」

　鼠はさざれ石の山を指さした。暗い星の星輝石は大きな結けつ晶しように成長しないし、色も濁にごっていることが多い。しかしこれでもランプには十分使えるし、一ひと粒つぶたりとも無む駄だにはできない。

「で、集めた星輝石を」

　しかし、彼はせっかく作ったその星輝石の山を丸ごと摑み、天上世界側に移動させた。

「こうやって毎月、中ちゆう央おう星せい府ふに一いつ括かつ上納する。採れた石、全部だ」

　溝鼠は零れ落ちた結晶も丁てい寧ねいに拾い上げ、残らず天上側に移した。彼の言う通り、鉱員たちが掘り出した星輝石の原石は全すべて、鉄道に乗って鉱山をいったん出て行ってしまうのだ。

「各区から上納された星輝石は中央星府で管理され、配給という形で再び各区に分配される」

　男は天上世界側に移った星輝石の山の中から、ほんの一粒二粒──笑ってしまうくらい少ない量をつまみ、地下鉱山側に戻した。

「ご覧の通り、極きわめて公正な仕組みだ。そうだな？」

「公正、ですね」

　アステラは乾かわいた笑えみで返した。

　誇こ張ちようでもなんでもなく、これが中央星府による配給の実態だ。星なしに配給されるのは、採さい掘くつされた星輝石の数十分の一ほどでしかない。残りの大部分の星輝石は中央星府公こう認にんの市場に卸おろされるが、労働者階級の星なしにしてみれば法外な価格で、とても手が出せない。

「星の子なら高価な星輝石を好きなだけ買えるんだろうが、我々はそうは行かない。だが乏とぼしい配給に頼たよってたら死んじまう」

　男の言葉は真に迫せまっていた。裕ゆう福ふくな星の子たちには知る由よしもないことだが、冷気の溜たまる地下鉱山では、暖だん房ぼう用の星輝石なしでは冬を越せないのだ。しかし、どんなに需要に見合っていなくとも、配給量が変わることはない。雲の上の人々には地下からの声は聞こえないらしい。

「だから、我々がいるんだ。分かるな？」

　男は壁かべにかかった旗を指さす。そこには羅ら針しん盤ばんと鯨くじらの尾おびれを模した紋もん章しようが描えがかれていた。

「ここはただの市場じゃない。夜の鯨の闇市だ」

　溝鼠──闇市の仲ちゆう介かい業の男は、後半をことさら強調して言った。

「星府の公正な配給ではちょっとだけ足りない分を、いろんなところからいただいてきた石で賄まかなうための、支え合いの場だ。分かるな」

　そう、ここは窃せつ盗とうや横領によって不正に流れてきた星輝石の闇市。もちろん明白な犯罪行こう為いだが、星なしにとっては頼たのみの綱つなだ。配給では絶対に手に入らない希少な石や、星なしの収入ではとても買えない高価な石も、ここなら比ひ較かく的てき手ごろな値段で手に入る。

　その闇市を取り仕切っているのが、夜の鯨。五年前、彗すい星せいのように現れ、地下で乱立していた闇市を半ば強ごう引いんにまとめ上げた、闇社会の首領である。

　冬の宮の地下で競きそい合っていた闇商人たちを全員買い上げて専属にし、各所の闇市を統一して適正な価格を定め、詐さ欺ぎやいかさまを厳しく取り締しまった──夜の鯨は生ける伝説だ。おかげで、星なしたちはずいぶん安心して売買を行えるようになった。

「夜の鯨は星なしの味方だ」

　夜の鯨は、いわば義ぎ賊ぞく。人々は感謝と尊敬の想おもいをもって、その名を口にするのだ。

「だが闇市は闇市だ。星府にはもちろん目をつけられてる。騒さわぎを起こされると困るんだ」

　男はそこまで言って、肩かたの力を抜ぬいた。小休止よろしく煙草たばこに火をつけ、

「……って、何度説明したら分かるんだ？　アステラお嬢さん」

　実はこういう説教を受けるのは初めてではない。アステラは頭を低くし、もう何度目かのお詫わびをする。

「すみません、溝鼠さん」

「謝罪に悪口を混ぜるんじゃない」

「あー、ほんと、うちの子が面めん倒どうかけて悪かったね」

　そこで第三の声が割り込んだ。アステラはむっとして、

「ロキさんの子じゃないもん」

「当然だ。俺の子ならこんな馬ば鹿かな真ま似ねはしない」

「うっ、言い返せない……」

　アステラの隣となりに腰こしかけ、一いつ緒しよに説教を受けていたのは、先ほどの金きん髪ぱつの青年だった。

「あんたも苦労するな、便利屋」

「お互たがいさまだよ、溝鼠」

「さっきから自覚がないみたいだが悪口だからな、それ」

　男は釘くぎを刺すと、人差し指と中指で挟んだ煙草でアステラを指さした。

「ともかく、おかげさまで大損失だ。夜の鯨の娘じゃなきゃ、とっちめてるところだぞ」

　鼠の言葉の後、一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくが降りた。唇くちびるを嚙かんで俯うつむいてしまったアステラを見て、溝鼠は煙けむりっぽいため息をつく。

「闇社会のボスの隠かくし子だって自覚があるなら、せめてもう少し慎しん重ちように行動できないのか？　中央星府に捕つかまってみろ、あんたがお星さまになっちまうぞ」

「……ごめんなさい」

　しゅんとするアステラの隣で、ロキも居住まいを正し、頭を下げる。

「いや、目付役は俺だ。監かん督とく不ふ行ゆき届とどきだったよ。すまない」

　再び顔を上げたとき、揺れる前まえ髪がみの間から両目が覗のぞいた。その瞳ひとみは、濃こい黄色をしていた。この色が表す意味は重い。

「その目で言われると変な気分だ」

　溝どぶ鼠ねずみはいささか気まずそうに頭を搔かく。

　そう、黄色や青、水色、赤……、星の色をした瞳ひとみは、星に選ばれた者──星の子の証あかしだ。反対にアステラたち星なしは、紺こん色いろや黒、深い茶色など、夜色の瞳をしている。

「星の子が星なしに頭を下げるとはね」

　溝鼠は椅い子すの背にもたれかかり、煙を吐はいた。

　星の子は、星輝石を独どく占せんし、星なしのことを見下す高こう慢まんな存在。地下世界では、ポラリスがいつでも北に輝かがやくのと同じくらい確かな事実とされていることだ。それなのに、この黄色い瞳の便利屋は、口こそ悪いが、星なしと対等に付き合う。

（それに、星ほし魔ま法ほうも使わないし）

　アステラは隣の青年を盗ぬすみ見しながら、心の中でそう付け加えた。

　星の子の証明ともいえる、星魔法。星の名を唱えたり、宙に図形を描いたりして、星の光を具現化させるものだ。星の子にのみ使える魔法で、星なしにとっては、恐おそれと憧あこがれの対象。

　でも、ロキはそれを使わない。瞳の色以外、星なしと何も変わらない暮らしをしている。

「……星の子がみんな、あんたみたいな奴やつだったらよかったのにな」

「あれ、もしかして俺、褒ほめられてる？　やだなあ、照れるぜ」

「調子に乗るな。とっとと帰れ」

　ぴしゃりと言いつけ、鼠は立ち上がった。

「なんにせよ、気をつけることだ。最近取り締まりが強化されてるから」

「取り締まり？　いつものガサ入れか？」

　中央星府だってただ手をこまねいているわけではない。どこかに密告者がいるのだろう、闇やみ市いちに突とつ然ぜん強制捜そう査さが入ることは珍めずらしくなかった。しかし、彼らがやって来るのは闇市の終しゆう了りよう間際だったり、逆に始まる前だったりして、たいていは不発に終わる。闇市の会場や開始時間は不定期に変へん更こうされる上、人づてに噂うわさで聞くしかないので、なかなか尻しつ尾ぽを摑つかめないのだ。

　しかし今回は、いつもと様子が違ちがうようで。

「どうも今度のは、やり方が乱暴だ」

「乱暴？」

　鼠の不ふ穏おんな返答を、ロキが聞き咎とがめる。

「ああ。夜の鯨の居場所を吐かなきゃ、手持ちの星輝石を没ぼつ収しゆうされるらしい。たとえそれが配給で正当に得た石であっても、だ」

「ひどい……」

　アステラが思わず呟つぶやく横で、ロキは難しい顔をした。

「だが、誰だれも吐きゃしないだろう」

「当然だ」

　鼠は壁の紋章を見やった。つられてアステラとロキの視線もそこに集まる。

「夜の鯨の正体は誰も知らない」

　そう、闇社会の支配者・夜の鯨は、絶対に人前に姿を現さない。彼ら仲介人への指示も、書面でのみやりとりしているという。

「俺たちはおろか……、実の娘むすめでさえ顔を知らないんだからな」

　意味ありげな視線を寄せられ、アステラは紺色の瞳を泳がせる。溝鼠は煙草を地面に捨てると、靴くつのかかとで踏ふみつけて火を消した。

「怖こわいのは星府よりも夜の鯨本人だよ」
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　こいぬ区、第三鉱山の底。狭せまい建物が立ち並ぶ一角に、ロキとアステラが暮らす家はあった。

　玄げん関かんのドアを開けると、そこは広い部屋。天てん井じようが高く、大きな天窓から暗い夜空が見える。梁はりや柱が露ろ出しゆつしているのは、この部屋が元々倉庫として使われていたからだ。部屋を仕切る壁はなく、代わりに背の高い棚たなが区切っている。手前にソファとローテーブルが置かれた居間兼けん客間、カーテンの奥にロキの部屋、キッチンの上に設けられた中二階がアステラの部屋。

　とにかく目につくのは大量の本、星図、天てん球きゆう儀ぎにアストロラーベ、棚に並んだ星せい輝き石せきの数々。散らかり放題のロキの部屋には、ぽこぽこと蒸気を噴ふき出す謎なぞの機械や、星輝石をすり潰つぶす乳にゆう鉢ばち、どろついた液体を溜ためたビーカーの姿も見える。実験室とでも呼んだ方がふさわしい。

「さて、アステラ」

　ドアを閉めた途と端たん、ロキは振ふり返ってアステラに向き直った。ブーツのつま先を玄関マットにこすりつけて泥どろ汚よごれを落としながら、

「仕事を初日でクビになったのは、まあ許そう。端はなから続くとは思ってなかった」

「ひどい！」

　ロキはポケットから十徳ナイフを取り出すと、慣れた手つきで柱に傷を入れた。いつからか、ロキは面おも白しろがってアステラのクビになった回数を数え始めたのだ。

「おめでとう、あと一回で六十連敗だぞ。今週末は記念パーティだな」

「呪のろいみたいなこと言わないでください」

「呪いじゃない、統計的予想だ」

　ロキはナイフを仕し舞まい、アステラいわく呪いの柱に寄りかかって腕うでを組んだ。

「お前が新しい職場で棚を倒たおさないことがあったか？　書類に何かを零こぼしたり、機械を壊こわしたりしないことがあったか？」

　アステラの法則一、アステラの周りには安定しているものでも倒れさせる特とく殊しゆな引力が働く。一、コーヒーは必ず重要書類の方向に零れる。一、アステラの触ふれるときが、その機械の寿じゆ命みよう。

「やりたくてやってるわけじゃなくて……全部たまたまなんです。ついてなかっただけで」

「分かってる。だからそれは許す。だが」

　ロキの声は、そこでまた一段階冷たくなった。

「仕事は何時間も前に終わってたはずだな？　壮そう大だいな寄り道じゃないか」

　目をそらそうとするアステラに、ロキはいよいよ語気を強めて、

「アステラ、何度も言わせるな。闇市に行くのはやめろ！」

「でも」

「でも、じゃない。お前に何かあったら困るのは俺なんだ」

　子どもをあやすように、ロキはアステラの肩かたに手を置いて諭さとした。アステラはむっとしてその手を振り払はらう。子どもなものか。確かに歳は十も離はなれているけれど、ロキとアステラは家族ではないし、友人でも、まして恋こい人びとでもない。ロキがアステラと暮らしているのは……、

「仕事だから、ですか」

「ああそうだ。残念ながらな」

　そう、ロキがアステラの世話を焼くのは、それが便利屋としての仕事だからだ。

　依い頼らい主は、夜の鯨くじら。

　ロキは夜の鯨からアステラの養育を任され、五年前から彼女を手元に置いて育てている。しかし、事情は少し複雑だ。というのも……、ロキはもちろん、アステラ本人もまた、夜の鯨の正体を知らないのだ。

「さんざん顔に泥どろ塗ぬられて、夜の鯨も泣いてるぞ」

「泥塗るも何も……、その顔を覚えてないんだもの」

　そう、アステラには五年前、十一歳以前の記き憶おくがない。つまり、ロキに出会った日以前のことを、彼女は何一つ覚えていないのだ。頭でも打ったのか、高熱を出したのか。その理由すら判然としない。ある日突然ロキに依頼の手紙が来て、気づけば玄関に彼女がいたらしい。

（あの日、夜の鯨って聞いたとき、それが父さまに関する言葉だってことだけは、分かった）

　でも、本名も顔も思い出せない。彼女が記憶しているのは、一つだけ。

「ダイヤモンドの中の花……」

　かすれるような声でささやいたのは、たぶん、アステラの父だ。

　──アステラ、ダイヤモンドの中の花だ。覚えておくんだよ。そうすればまた会える。

　その言葉だけを頼たよりに、アステラは五年間、父を捜さがし続けている。

「いい加減諦あきらめろ。金ダイ剛ヤモ石ンド型の星輝石なんてそうそう出回らないし、第一危ない」

　父に会うために闇市に通うアステラと、彼女に安全な場所にいてほしいロキは、何度も衝しよう突とつしている。アステラだって迷めい惑わくをかけたことは申し訳ないと思っているけれど、父を捜すことだけはどうしても諦められないのだ。

　ロキは上着を脱ぬいでソファの背にかけ、星輝石ストーブに赤い石を投げ込んだ。そしてぶるりと身体からだを震ふるわせながらキッチンへと向かうと、やかんを火にかける。

「だいたい、どうしてそこまでして夜の鯨に会いたいんだ？　会ってどうする？」

　キッチンの奥に隠かくれてしまったロキが、声だけで尋たずねた。

「その貧相な身体の文句でも言うのか？　発育の良しあしは親の責任じゃないぞ」

「どうしてそう、いちいち神経逆さか撫なでするようなこと言うんですかっ！」

　皮肉屋の家主に、アステラは声を荒あららげた。

「そりゃ会いたいですよ。父なんですよ！」

　コツコツ。

　そのとき、居間の窓を叩たたく音がした。アステラは膨ふくれっ面つらのまま部屋を横切り、窓を開けた。

「会って、それで、世話役にはもっとしっかりした人を選んでくださいって、そう言いますよ」

「失礼な奴やつだな、俺のどこがしっかりしてないんだよ」

　飛び込んできたのは、銀白色の輝かがやく羽を持つ烏からすだった。アステラはしかし、驚おどろきもせず、さっと手を差し出す。すると白い烏は彼女の腕の上にとまり、不思議な光を放ちながら手紙の形に変へん化げした。

「……こういうところですよ」

　アステラは低く呟きつつ、その手紙を開いた。

「何か言ったか？」

「からす便です」

　からす座は神々の伝令役だった白い烏を表した星座だ。そのからす座の星ほし魔ま法ほうによる速達制度が、からす便。利用料は高いが、差出人の住所を知らせずに手紙を送ることができる。ロキの便利屋には、訳ありの客からこういうからす便がしばしば届いた。

「マーガレットって人から、食事会は来週に、ですって。この前はキャサリンって人から同じような手紙来てませんでした？」

　アステラは汚きたないものでも触さわるように封ふう筒とうの隅すみをつまんだ。今に始まった話ではない。この男、いつも何かと女性の影かげをちらつかせているのだ。

「こら、人の手紙を勝手に見るな」

　そこでロキがやって来て、アステラの手から手紙をひったくる。アステラは彼を見上げ、

「その人誰だれなんです？」

「依頼人だよ」

「噓うそですね。食事のどこが依頼なのよ」

「あっちがそう頼たのんでんだから、依頼だろ」

「屁へ理り屈くつ」

　冷たい目でじっとり見られ、ロキは手紙を手にしたまま、芝しば居いがかって大おお仰ぎように礼をした。

「ロキの便利屋は何でも請うけ負います。猫ねこ捜しから爆ばく薬やく製造まで、お困りのときはいつでもどうぞ……ただし人殺しと毛虫駆く除じよだけはお断り。うねうねした奴らは生理的に無理だから」

「はいはい」

　ロキのいつもの口上。決して真ま面じ目めな態度とは言えないのに、なぜか客受けはいい。

（そもそもどうして星の子が地下鉱山で便利屋を？　永遠の謎なぞだわ）

　星の子でありながら、絶対に星魔法を使わないロキ。代わりに星せい輝き石せきの調合には長たけていて、厄やつ介かいな問題を抱かかえた依頼人を拾ってはうさんくさい薬を売ってひと稼かせぎしているようだ。星には性格や相あい性しようがあり、恋人同士の星輝石──ベガとアルタイルとか、スピカとアルクトゥルスとか──を混ぜれば媚び薬やくになるし、仲の悪い星座の星輝石──オリオン座とさそり座とか──を一いつ緒しよに砕くだいて小さな容器に詰つめておけば、ちょっとした衝しよう撃げきで弾はじけ飛ぶ爆薬になる。

　とはいえ、そんな怪あやしい仕事で食っていけるとは到とう底てい思えない。アステラの養育の報ほう酬しゆうとして、ロキはいったいいくら貰もらっているのだろう。そもそも、なぜ彼が選ばれたのだろう。星の子だから？　でも、彼は星魔法を使わないのに。……なんて、ロキ本人に訊きいても仕方ない。

（訊くとしたら、夜の鯨本人に）

　夜の鯨の正体は誰にも分からないという。でも、アステラは、諦めたくなかった。

　だって、諦めなくていいって、そう教えてくれたのは、ロキなのだ。
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　あれはいつだったか、アステラが近所の子どもたちにいじめられたとき。

「アステラ、泣くな」

「泣いてるのはあいつらの方です」

　子どもの喧けん嘩かに親が割り込む……どころか、ロキは大人げなくも悪ガキたちを少しばかり、いや、かなり、脅おどかした。だいたい、地下鉱山で黄色い瞳ひとみを持つロキはそれだけで目立つのだ。その上左手には大きな刺いれ青ずみ。いじめっ子たちの名めい誉よのため、アステラは詳しよう細さいを忘れてあげることにしたが、なんにせよ彼らは上から下から、あらゆる種類の水を放出していた。

「あいつら、わたしのこと、捨て子だって」

　帰り道、夕ゆう闇やみに長く伸のびる二つの影を眺ながめながら、アステラは何でもないみたいに言った。

「昔のこと覚えてないなんて噓だ、本当は親に捨てられたんだって」

　記憶がない以上、肯こう定ていも否定もできなかった。実際、夜の鯨はアステラに連れん絡らく一つ寄こさない。わたしの父さまは闇やみ市いちを牛ぎゆう耳じってるのよ、なんて、もちろん口が裂さけても言えないし。

（どうして父さまはわたしをロキさんに預けたんだろう？　どうして迎むかえに来てくれないの？）

　幼いアステラは、そこで後ろから引っ張られて立ち止まった。ロキが足を止めたのだ。彼は膝ひざをつき、アステラの前にしゃがみ込む。真っ赤に燃えていた夕日は夜に飲み込まれる間ま際ぎわ、名残なごり惜おしむように彼の肌はだの上に濃こい影を描えがき、くっきりとその陰いん影えいを際きわ立だたせていた。

「ロキさん、わたし、寂さみしくないですよ」

　アステラがそのときそう口にしたのは、本心だったと思う。

「だって寂しいっていうのは……、持っていたものを失くして辛つらいっていう意味でしょ？」

　あるべき場所から温ぬくもりが剝はぎ取られる痛みのことを、寂しさと呼ぶのなら、

「わたしは最初から持ってないもの。わたしは、最初から空っぽだもの」

　顔も知らない父のことを思うとき、身体の真ん中に空いた穴をすうすう風が通るようで、アステラはなんだか空寒くなる。でも、これは寂しさではない。その穴が開いたときの痛みを、アステラは、思い出せないから。

「ねえ、ロキさんはどうして星の子なのに星魔法を使わないんですか？」

　唐とう突とつに問われ、青年はちょっと言葉に詰まった。

「……どうしてそんなこと訊くんだ？」

「ううん。ただ」

　紺こん色いろの瞳の少女はつかの間、逡しゆん巡じゆんしてから、

「わたしは星なしだから捨てられたのかなって、思ったんです」

　もしアステラが星の子だったら……、夜の鯨くじらは、そばに置いてくれたのだろうか。娘むすめとして闇市の手伝いをさせてくれた？　仲ちゆう介かい業の黒服たちのように、あるいはロキのように、アステラだって、夜の鯨の役に立てていた？

　なんて、想像しても空むなしいだけだけれど。

「わたしは星なしだから、夜の鯨にも会えないし、役にも立てない」

「アステラ、泣くな」

「だから泣いてないですってば」

　アステラは妙みように落ち着いた子どもだったから、実際めったに泣きべそはかかなかった。それでも、ロキは気づいてくれたのだ。アステラの心が流す涙なみだに。

「アステラ、ほら、見てみろ」

　顔を上げると、彼はこちらに右手を差し出していた。結んだ拳こぶしを開くと、そこには、

「星輝石！」

　手のひらの上に、水すい晶しよう型の星輝石。大聖堂の尖せん塔とうのように何本も突つき出した不ふ揃ぞろいな六角柱の連れん晶しようだ。爽さわやかに透すき通り、きらきら輝く結けつ晶しようは、ごくわずかにレモン色を帯びていた。

「きれい……」

　石の内側から溢あふれ出す力強い輝き。星の力を内に秘ひめ、天と地とを繫つなぐ、神秘の石だ。

「これ、ロキさんが出したんですか？」

　星の子は、望めば自分の親星の星輝石を手のひらから生み出すことができる。話には聞いていたけれど、実際に目もく撃げきすると、いわく言い難がたい畏い怖ふを感じずにはいられなかった。ロキはその石をアステラの手に載のせた。寒気でもするのか、左ひだり腕うでをしきりにさすりながら、

「やるよ。お前が持ってろ」

「え、いいんですか？」

　アステラは目を輝かがやかせた。右手で黄色い石をぎゅっと握にぎり込むと、柔やわらかい温もりが身体からだじゅうに満ちていく気がする。さっきまでの寄る辺ない気持ちが、すっと消えて行くようだ。

「不思議……これが星の光なんですね」

　アステラは振ふり返ると、空を仰あおぐ。日が沈しずみ切り、深い闇がひたひた満ちた夜空には、星々が姿を現し始めていた。

（この石の親星は、今どこで輝いてるんだろう？　空を見上げれば自分の星がそこにあるって、きっと心強いだろうな）

　アステラには、星は、ないけれど。

「ねえ、ロキさんの親星ってどの星なんですか？　どれくらいの明るさ？　今、見えてます？」

　ロキは答えず、アステラを後ろから抱だきしめるように右手を伸ばすと、彼女の右手を包み込んだ。そしてそのまま、摑つかんだ右手を上へと引っ張り上げる。すると、

「わ！」

　ロキの右手が光った。いや、違ちがう。アステラの拳の中の星輝石が黄色い光を放っているのだ。

「大事なのは見えるか見えないかじゃない」

　人差し指を伸ばすと、拳から光が漏もれ、まるで指先に星の光が灯ともったように見えた。星の子が星ほし魔ま法ほうを使うとき、こういう風に指先が光るのを、アステラは知っている。それはまるで、

（まるで、わたしも星の子になったみたい）

「アステラ、大事なのは、自分の星を信じることだ」

　ロキはアステラの右手を導き、光の線で星を結んでいく。大昔の人が夜空に絵を描いたように、星を自由に辿たどって、自分だけの目印を繫いで。海図を作るみたいに。

　ロキはアステラの耳元で語りかけた。

「星空は海だ。自分の航路は自分で決めればいい。進むべき道は、自分の星が教えてくれる」

「でも、わたしは」

「自分は星なしだからって、それを言い訳にして何もかも諦あきらめるのか？」

　見開いた大きな瞳は、確かに星のない夜の色をしていた。でも、

「目で見えないなら心を使え。お前の中の星を、お前が信じないでどうするんだ」

　諦めるくらいなら信じろ。自分だって、見えない星を宿しているんだと。

「星の光は、未来を照らす希望なんだ」

　だから、信じて。

「お前はどこにだって行ける。なんだってできる。何者にもなれるんだ」

　確かにがらんどうだったアステラの胸に、そのとき初めて灯った光は、濃い黄色をしていた。




　ロキは何な故ぜだか、それから二日間寝ね込こんだ。いい大人が子どもに本気出して復ふく讐しゆうした罰ばつだろう、たぶん。一方アステラは、貰もらった星せい輝き石せきをペンダントにして、今でも首から下げている。

　あの日、アステラは決めたのだ。星なしの自分でもできることはあると、信じてみようと。ただいじけて待っているんじゃなく、自分で父を捜さがそうと。ロキの方は、慰なぐさめるつもりが予想外の航路に送り出してしまい、ずいぶん手を焼く羽目になったが。

「風か邪ぜひくぞ」

　そう声がして、ベランダで夜空を見上げていたアステラはのけぞって後ろを見た。上下さかさまの美青年が隣となりにやって来て、ベランダの柵さくに寄りかかる。

　アステラは身体からだを起こし、尋たずねた。

「ロキさん、今日のこと、まだ怒おこってますか？」

「まあ若じやつ干かん」

「ごめんなさい。あと、いつもありがとうございます」

　ロキは答えの代わりに、アステラの頭を撫なでた。アステラは目を伏ふせ、されるがままになる。あのころから……、二人の関係は驚おどろくほど変わっていない。アステラはもう十六になるのに、いつまでたっても子ども扱あつかいのままだ。

　ロキがアステラを心配し、闇市に行くのを止め、一いつ緒しよに頭を下げてくれるのは、それが彼の仕事だから。十歳も年上で、家主で、保護者という立場だから。

　アステラはそれが、むずがゆかった。

「お、雲が退ひいてきたな」

　悶もん々もんと考えていたアステラだが、隣でロキがそう言ったとたん、ぱあっと顔を明るくした。

「本当だ！」

　にわかに元気を取り戻もどしたアステラは、ロキの腕うでを引っ張りながら、

「あ、ほら！　ちょうど大三角が見えます！」

　冬の夜空は、冴さえ冴えときらめき渡わたる宝石箱。アステラは目を輝かせ、指さす。

「ベテルギウス、シリウス、プロキオン……ああ、本当に綺き麗れい！」

　アステラはやっぱり星が好きだ。自分は星に愛されなかったけれど、それでも。

　こうやって飽あきることなく夜空を見上げてしまうのも、星輝石や星魔法への興味を抑おさえられないのも、きっとあの日ロキが教えてくれたからだ。

　星の光は、未来を照らす希望だって。

　彼女は澄すんだ水のような声で、そっと歌を歌い始めた。

「大犬、子犬に、双ふた子ごの弟、馭ぎよ者しやの抱だく山や羊ぎ、牡お牛うしの目玉。最後は荒あらぶる巨きよ人じんのつま先……冬の夜空に歌が響ひびくよ」

　冬の大三角からもう少し足を延ばして、もっと遠くまで、夜空を散歩してみよう。

　大三角の一辺、おおいぬ座のシリウスとこいぬ座のプロキオンから始めて、ふたご座の弟星ポルックス、ぎょしゃ座の黄色い星カペラ、おうし座の真っ赤なアルデバラン、最後にオリオン座のリゲル。これらを繫ぐと、巨きよ大だいな六角形が浮うかび上がる。

「冬の大六角形」

　怖こわくなってしまうほど大きな、けれど偶ぐう然ぜんにしては美しすぎる六角形。アステラはしばらくそれに見入っていたが、前ぶれもなくおでこを弾はじかれ、きゅっと目を瞑つむった。

「十分堪たん能のうしたろ。もう部屋に入れ。ただでさえ小さい脳みそが凍こおっちまうぞ」

「小さくないです！」

　アステラは恨うらめしげに額をさすった。でも確かに、そろそろ寝る頃ころ合あいだ。

「あの、私、明日あしたまた職業案内所に行ってみます。今日のパン屋は卵の籠かごをひっくり返してクビになっちゃったけど、割れるものがない職場ならきっと大だい丈じよう夫ぶですよね。針子とか……」

「どうせまたクビになるのが落ちだ」

　ロキは取り付く島もない。

「アステラ、無理に働きに出なくたって食わせてやってるだろ。お前が外で危ないことせずに大人しく家にいてくれれば、夜の鯨くじらも安心して眠ねむれるんだ」

「でも、独り立ちしたいんです。いつまでもロキさんの世話になってるわけにはいかないし」

「お前はいつもそう言うけどさ」

　ロキはちょっとだけ、小首を傾かしげて。

「そんなに俺と一緒にいるのが嫌いやなのか？」

　不意に問われ、アステラはぐっと詰つまる。

（そういう、わけじゃ……）

　アステラの無言をどう取ったのか、ロキは唇くちびるを突き出し、上向きに息を吐きだした。前まえ髪がみが煽あおられて舞まい上がる。

「……とにかく、お子ちゃまはもう寝ろ」

「お子ちゃまじゃないです！」

　そう、アステラはもう子どもではない。でも、記き憶おくも親類も仕事もなく、ロキに寄りかかったままでは、いつまでたっても一対一の対等な関係にはなれないだろう。いつまでも預かりもの扱いで、お子ちゃまだと言われ続けるだろう。

　だから、記憶を取り戻したい。夜の鯨に会いたい。それが無理なら、せめて仕事を得て、ロキに頼たよらなくても生きていけるようになりたい。

　でも、どうやって？　磁力を失った羅ら針しん盤ばんの針のように、アステラは空回りを続けている。
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　翌日。鉱員たちの作業着を扱う仕立屋の前で、アステラは途と方ほうに暮れていた。

（換かん気きしようと思っただけなのに、まさか窓から野の良ら猫ねこが飛び込んできて、糸という糸を絡からませちゃうなんて……やっぱりついてない……）

　かくして、雇やとわれた当日から暇ひまを出されたアステラである。

（六十連敗確定だわ……ああ、ロキさんになんて言われるだろう）

　にやにや笑いながら柱に新しい傷を入れる姿がありありと思い浮かんで、喉のどの奥に苦い味が広がる。さすがにこのまま家に帰るのは気が引けて、アステラは目的もなく歩き出した。まだ日も高い。散歩でもして時間を潰つぶそう。

　鉱山の底を歩く。各所で煙けむりを噴ふき上げる掘くつ削さく機、坑こう道どうから坑道へと繫つながる鉱山鉄道の高こう架か。トンネルから出て来た貨物車が日の光を受けて、山のように積まれた星輝石の原石がきらきら輝かがやいている。あの中のほとんどは、名無しの星のさざれ石だ。照明くらいにしか使えない。

　こいぬ座は狭せまくて、固有名のつくような明るい星も二つしかないが、幸いにどちらの星も星輝石の価値は高い。こいぬ区は面積の割には潤うるおっている方だ。明るい星のない星区では、毎月の上納に苦労するところも多いと聞く。

「いくら星の子でも、親星の明るさを変えることはできないもんね……」

　アステラが独り言を零こぼした、そのとき。

「！」

　見慣れた鉱山の風景にそぐわないものを目にし、アステラはさっと物もの陰かげに身を隠かくした。

　視線の先に、数人の男の姿があった。襟えりの詰まった上着は濃のう紺こんに銀の玉たま縁ぶち、磨みがき上げられた革のロングブーツに、ベルトから剣けんのように下げた杖つえ。

　一目で分かる。この装しよう束ぞくは、

「星せい導どう士し！」

　星導士。星の子の中でも特に強い力を持ち、優すぐれた星ほし魔ま法ほうの技術を認められた者に与あたえられる称しよう号ごうだ。名目上は星魔法の研究者だが、実質は中央星府の配下……星なしの敵である。

（どうして星導士がこんなところに？）

　天上世界に住まう星の子の中でもエリート中のエリート。その星導士が地下鉱山をうろついているなんて。アステラは好こう奇き心しんから、そっと耳を澄ます。

「しかしさすがに気の毒じゃないか？　夜の鯨の情報を寄こさなきゃ、手持ちの石を全すべて取り上げるなんて……こんなクズ石でも、星なしたちにすりゃ全財産みたいなものだろう」

　アステラは思わず目を見張った。星導士の手には、何か袋ふくろが握にぎられている。彼が手て慰なぐさみに袋を揺ゆらすたび、チャリチャリと音がした。星なしから取り上げた星輝石だろうか……昨日溝どぶ鼠ねずみが言っていたことは、本当だったのだ。

「どうもやることが強ごう引いんなんだよな、あの方は」

「まあ、初仕事だからな。しょっぱなから反乱分子を捕ほ縛ばくすりゃ、箔はくもつくってとこだろ」

「で、あの方はどこに？」

「早さつ速そく捜そう査さに出てったぞ」

「うへえ、よくこんなところを歩く気になるよな。地下は汚きたなくてたまらない……星なしと同じ空気を吸ってると思うだけで嫌になるよ」

　そんな誹ひ謗ぼうが耳をかすめ、アステラは顔をそむけた。星の子から心ない言葉をかけられることには慣れているけれど。

「ともかく、今晩にも一いつ斉せい摘てき発はつをかけるとのお達しだ。もうすぐ学院の入試だから」

「ああ、一等星は入試の監かん督とくもやるんだっけ」

「そう。明日には準備のために天都に戻るって。だからそれまでにケリをつけたいらしい」

「荒いなあ……急なんだよ、何もかも」

　今晩にも一斉摘発？　聞き捨てならなかった。星府は闇やみ市いちの会場を摑つかんでいるのだろうか。だとしたら、危ない。アステラは唾つばを飲んだ。

（……知らせなきゃ）

（夜の鯨の役に立ちたい……こんなときに動かなくて、何が娘むすめよ）

　そう思うや、音もなく駆かけだしたアステラは、

「……まあ、綺麗だから許すけど」

「それだよなあ」

　星導士たちの呟つぶやきは聞いていなかった。
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　暗い坑道を走り抜ぬけ、闇市会場の洞ほら穴あなへ。開始時刻が昨日と同じなら、あと数時間もすれば始まるはずだ。配給では決して手に入らないはずの星せい輝き石せきがずらりと並ぶ現場を見られたら、即そつ刻こく逮たい捕ほは免まぬかれない。すぐに逃にげるよう伝えなくては。

　記憶を頼りに、最短経路で進む。いつもなら何かと邪じや魔まが入るはずの道のりが、今日は妙みように円えん滑かつだ。それだけに、なぜだか悪い予感がした。もしかしてもうみんな検挙されてしまっているのでは？　あるいは、夜の鯨が中央星府に突つき出されてしまった後なのでは……？

　不安を胸に、昨日の洞穴へ駆け込んだアステラは、直後、

「……あれ？」

　がらんとした空間に、間の抜けた声を響ひびかせることになった。

「誰だれもいない……」

　露ろ店てん商しようたちが設営に取り掛かかっているころだと思ったのに。洞穴には人ひと影かげ一つ見当たらない。

「また直前に闇市の会場が変へん更こうになったようだな」

「そうなんですか、よかった……って、え!?」

　突とつ然ぜん後ろから話しかけられ、アステラは風のように振ふり返る。坑道の暗がりから現れたのは、

「きっ」

「き？」

（き、き、綺き麗れいな人……！）

　場ば違ちがいな称しよう賛さんの言葉を口にしかけてしまうほど、それはそれは美しい青年だった。銀糸のような長めの髪かみ、吊つり上がった目、透すき通る白い肌はだ。人間離ばなれした美び貌ぼうながら、なぜか親しみが湧わくのは……、彼がまだ二十歳そこそこの年ねん齢れいに見えるためだろうか？　とはいえ、落ち着き払はらった物もの腰ごしに幼さはなく、攻こう撃げき的な印象もある。

（いや、それよりも）

　あまりの美貌に動転して気づかなかったが、よく見れば彼の瞳ひとみの色は強い強い青。そして彼が纏まとっているのは汚よごれ一つない銀ぎん縁ぶちの制服だった。

（星の子……星導士）

　白はく皙せきの青年は細身の身体からだをくったり曲げて、焦あせるアステラを見下ろした。

「ここで何をしていた？」

「さ……散歩、です」

「噓うそをつけ。お前は闇市の関係者か？」

「違ちがいます」

　アステラが首を振ると、背中で長い髪が頼りなく揺れる。青年はしかし、意に介かいさず、

「答えろ。夜の鯨くじらはどこにいる？」

　高圧的に、そう尋たずねた。

　アステラは思い出す。昨日、溝鼠が言っていたこと。

　──夜の鯨の居場所を吐はかなきゃ、手持ちの星輝石を没ぼつ収しゆうされる……。

「し、知りません！」

　彼女は鞄かばんをぎゅっと胸に抱だき、首から下がっているペンダントを隠した。ロキに貰もらった大事な黄色い星輝石……これだけは絶対に渡わたせない。

「星輝石を取り上げたって無む駄だですよ。夜の鯨の正体は誰にも分からないんです」

「その答えは聞き飽あきた」

　青年はうんざりしたように肩かたをすくめた。小こ柄がらなアステラは彼の影にすっかり覆おおい隠されている。怯おびえる小動物のように身体を震ふるわせ、それでも従う様子のない星なしの少女に、

「やり方を変えよう」

　青い瞳をした青年はそんなことを言い、おもむろに右手を握って突き出した。アステラは半歩後ずさる。青年はにやりと笑い、手のひらを上向きに開いて見せた。……そこには、

「星輝石！」

　ごく小さな、しかし美しく透き通った結けつ晶しようが、強きよう烈れつな光を放ちながらひしめき合っていた。小こ粒つぶながら、圧あつ倒とう的な輝かがやきと透とう明めい度。凄すさまじく明るい星の星輝石だとすぐに分かる。

（もしかして、金ダイ剛ヤモ石ンド型!?）

　アステラはその星輝石に釘くぎ付づけになる。もっと近くで見たくて身を乗り出した瞬しゆん間かん……、

「あっ！」

　青年は悠ゆう然ぜんと、星輝石の載のった右の手のひらを返してみせた。澄すみ渡る透明の結晶が、ぱらぱらと地面に零こぼれ落ちる。

「夜の鯨の居場所を吐けば、お前にやろう。本人を知らないなら仲ちゆう介かい業の者でもかまわない。知っていることを教えるんだ」

　アステラはごくりと喉のどを鳴らし、地面を見つめた。そこに散らばる結晶は、見れば見るほど金ダイ剛ヤモ石ンド型に似ている。ずっと探していたもの。父の手がかりになるかもしれない。

　でも。

　アステラは目め頭がしらにきゅっと力を入れ、顔を上げた。すぐにでも這はいつくばって星輝石をかき集めることを期待していたのか、青年は不満げだ。

「自分で言うのもなんだが、僕の星輝石は高いぞ。欲しくないのか？」

「欲しいです。喉から手が出るほど」

　アステラは大きな目で彼を睨にらみ上げ、毅き然ぜんとして言い放った。

「だけどあなたからは欲しくない」

　アステラは胸むな元もとのペンダントを肌に感じていた。この黄色い石の温かみと比べて……、彼の生み出した星輝石の輝きの、なんと冷たいことか。

「なんだと？」

　青年の声が低くなる。怒いかりを買ったかもしれない。でも、星輝石目当てで夜の鯨や部下の仲介業者たちを売るなんて、できるわけがなかった。

（馬ば鹿かにしないで）

「私たち星なしが闇市に出向くのは、欲よくに目がくらんでるからだって思ってるんですか？」

　とんだ勘かん違ちがいだ。こっちは少ない配給でやりくりしながら、なんとか生きているのに。

「贅ぜい沢たくしたくて不正を働いてるわけじゃありません。星府からの配給だけじゃとても足りないから、仕方なく闇市で買うしかないんです」

　予想外の反はん撃げきを受け、星導士の青年は少し驚おどろいたようだったが、

「……目的は関係ない。中央星府の許可なく星輝石を取引することは禁じられている」

　彼だって、こんなところで星なしの少女に言い伏ふせられるわけにはいかなかった。

「夜の鯨は闇やみ市いちを口実に、星なしたちを先導して反乱思想を広めている危険人物だ」

「夜の鯨は！」

　アステラは声を張り上げる。大声が洞どう窟くつ内に反はん響きようして、青年は一いつ瞬しゆんおののいた。目の前の少女の紺こん色いろの瞳の奥に、赤い火が燃えているように見えた。

「夜の鯨は、星なしに権力を誇こ示じしたり服従を求めたりするために闇市を仕切ってるわけじゃないわ。中央星府の偏かたよった配給じゃなく、公正な取引を、星なしにも自由に開放してくれてるだけです！」

　ほとばしる想おもいを抑おさえきれず、アステラがそう、言い切ったとき。

「……それは反逆か？」

　喉のど元もとに、杖つえがつきつけられた。

「うっ！」

「反乱分子は、どんなに小さな芽でも潰つぶす」

　星せい導どう士しの持つ杖は星せい杖じようと呼ばれ、強力な星ほし魔ま法ほうに用いられる。彼がこれを一ひと振ふりするだけで、アステラの小さな身体なんか難なく吹ふき飛ばされてしまうだろう。状じよう況きようを理解したとたん、アステラの全身の産うぶ毛げが逆立った。口をぱくぱく動かすけれど、声が出ない。

「星に選ばれなかった者が何を口走ろうと、意味はない」

　星の子が上、星なしは下。星の原の鉄の掟おきてを、青年は重く冷たく刻み込む。

（怖こわい）

　この恐きよう怖ふが世界を律しているのだと、アステラは思い知った。星の子と星なしとの間に引かれた一本の線。どんなに声を張り上げようが、その境界を乗り越こえることはできないのだ。細い首に星杖を強く押し付けられても……、アステラには反撃の術すべがない。

「星なしが生意気を言うな」

　青い瞳が、自覚を強しいる。お前は星魔法を使えない。星せい輝き石せきを生み出すこともできない。認めろ。お前は星の光を持たない。星に選ばれなかったんだ。

　アステラは唇くちびるを嚙かんだ。膝ひざを折るとすれば、星の子への服従ではなく、星なしとしての無力感ゆえ。夜色の瞳が、悔くやしさで潤うるみ始めた、そのとき。

　キャウン！

　張りつめた空気を勢いよく切り裂さいたのは、何かの鳴き声だった。星導士の青年は弾はじかれたように振ふり返る。突とつ然ぜん喉元の圧あつ迫ぱくを解かれたアステラは、腰こしを抜ぬかして座り込んでしまった。

　青年は目を細め、洞ほら穴あなの入り口を凝ぎよう視しする。

「……なんだ？」

　すると、そこへ姿を現したのは、

「子犬？」

　ガルルル……と喉を鳴らしてこちらを威い嚇かくするのは、小さな白い犬だった。いや、よく見ると、様子が少しおかしい。あれは、
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「こいぬ座の星魔法か」

　青年が言う通り、その子犬は毛の先から淡あわい光を放っていた。星魔法で呼び出された不思議な生き物。星の光でできた、美しい獣けものだ。

　とはいえ、子犬は子犬。全身に緊きん張ちようを走らせ、星杖を両手で構える青年に、アステラはちょっとついていけない。

「あの……子犬相手に大げさじゃ？」

「愚おろかだな、星なし。こいぬ座が表すのは、ただの犬じゃない」

　ぴしゃりと言われ、アステラはこいぬ座の神話を思い出した。

（あ、そうか）

　そう、名前こそ可愛かわいらしいが、冬の夜空で鳴き声をあげるこの犬は、無む邪じや気きな幼犬などではないのだ。アステラは引きつり笑いで言う。

「確かこの犬、水浴びを見られて怒おこった女め神がみに鹿しかの姿に変えられてしまった飼い主を……」

「それと気づかず嚙み殺す、猟りよう犬けんだ！」

　青年の叫さけびと共に、凶きよう暴ぼうな猟犬はこちらめがけて一目散に走りかかってくる。

「きゃああ！」

　恐怖と混乱とでうまく立ち上がれないアステラの前に、青年が立った。手には星杖。

「ほ、星魔法を使うんですか？」

「星なしは黙だまってろ」

　思わず食いつくアステラに、青年はあくまで尊大な態度を崩くずさない。彼が星杖を掲かかげると、その先に青白く鋭するどい光が灯ともった。星杖は剣けんのようにひらめき、図形を描えがいていく。星座陣じんと呼ばれる、一種の魔ま法ほう陣じんだ。星の子にしか使えない星魔法の一つ。……けれど、

「あ、たて座！　たて座の星座陣ですね！」

「五う月る蠅さい、気が散る！」

　アステラの言葉で青年が集中を乱した隙すきに、

　ガウッ！

「あっ！」

　輝く毛を持つ子犬が、彼の星杖に躍おどりかかった。そして星杖をくわえ、力ずくで奪うばい取る。

「こら、返せ！　それはおもちゃじゃないぞ！」

　青年が大声を上げる。しかし子犬は尻しつ尾ぽを翻ひるがえして背を向け、長い星杖を引きずったまま、洞穴の外へと駆かけ出して行ってしまった。

「待て、おい、こら！」

　大切な道具を子犬にかっぱらわれてはことだ。銀ぎん髪ぱつの青年は大おお慌あわてで走り出し、子犬を追いかけて坑こう道どうの奥へ走り去ってしまった。足音は次し第だいに遠ざかり、闇やみの中に消えていく。

（な……なんだったの？）

　何が何だか分からないまま、アステラはゆるゆると息を吐つく。

「とにかく助かった」

　しかし、安心するのは早かった。またも足音が近づいてくるのを聞きつけ、アステラは今度こそ立ち上がる。さっきの星導士が帰って来たのだろうか？　いや、それにしては音が重い。足を引きずって歩くような音。それは案の定、洞穴の入り口で止まる。

　アステラは目を細め……直後、驚きの声を上げた。

「え？　ロキさん！」

　現れたのは、見慣れた便利屋の青年の姿だった。

「アステラ、闇市には来るなって言ったな？」

　いつもの台詞せりふのはずなのに、何か違い和わ感かんがあった。こちらを圧迫するような低い声に、さっきの星導士と似たものを感じたのだ。いや、まさか。ロキが星導士に似ているわけがない。

（いや、ちょっと待って）

　アステラの危機を察知したかのように突とつ然ぜん現れ、星導士を追っ払ぱらってくれた子犬。こんなことができるのは星の子だけだ。そしてアステラに味方してくれる星の子は、ロキ一人だけ。

（ロキさん、さっきの星魔法……もしかして）

「でも、だって、星魔法は使わないんじゃ」

　彼は答えず、おぼつかない足取りで近づいてくる。そういえば、足音が変だった。明らかな異変に気付き、アステラは駆け寄った。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　見れば、彼の額には脂あぶら汗あせが浮かび、顔は血の気がない。ふらつくロキを支えるため、アステラはマントの上から彼の左手を摑つかんだ。

「え？」

　熱い。アステラはびっくりして、急いでマントをめくる。

　ロキの左ひだり腕うで。そこには、手の甲から肘ひじにかけて黒い刺いれ青ずみが入っていた。腕を締しめ付けるようにとぐろを巻いた何匹びきもの蛇へび、そして手首の内側には、大きく見開いた不気味な目。

　アステラは昔からこれが怖かった。でも、ただの趣しゆ味みの悪い刺青だろうと思っていた。ところが今、刺青の周りの皮ひ膚ふは石のように固くなり、全体が熱を帯びて赤くなっている。

「ど……どうしたんですか、これ」

　ロキはアステラの肩かたに顎あごを乗せ、体重を預けた。アステラの小さな身体からだでは成人男性の重さを支えきれず、押し倒たおされるように座り込んでしまう。

「ロ、ロキさ、」

　ロキの湿しめった吐と息いきが耳にかかる。

「もしかしてこれ……星魔法、使ったから？」

　ロキは震ふるえる手で胸むな元もとから小こ瓶びんを取り出した。へびつかい座の星輝石だ。高名な医師アスクレピオスを表すへびつかい座。その星せい輝き石せきは治ち癒ゆの力を持ち、薬代わりに使われる。彼は小こ粒つぶの結けつ晶しようを口に含ふくみ、無理やり笑うと、半分嗄かれた声で答えた。

「ゴルゴンの目だ。星ほし魔ま法ほうを使おうとすると焼ける仕組みになってる」

　アステラは一いつ瞬しゆん言葉を失った。そんなこと、彼は今まで一度だって言わなかった。

（ロキさん、星魔法を使わないんじゃなくて、使えなかったんだ）

「そんな……いったい誰だれがこんなひどいこと」

　星魔法を封ふうじる刺青など、自分で進んで入れるわけがない。けれど彼は答えなかった。アステラもこれ以上訊きいてはいけない気がした。楽しい記き憶おくではないだろう。

「でも、じゃあ、……どうして？」

　身を滅ほろぼすことが分かっているのに、それでも星魔法を使ってまで、どうしてアステラを？

「相手があいつじゃなきゃ、適当に星輝石爆ばく弾だんでも投げて撒まいてた」

「あいつ？」

　アステラは眉まゆをひそめた。そしてロキの肩を摑み、自分の身体から引きはがす。ロキは気だるげに身体を起こした。二人は地面に座り込んだまま、向き合う恰かつ好こうになった。

「ロキさん、あの人のこと知ってるんですか？」

　銀髪に青い瞳ひとみを持つ、冷たい星せい導どう士し。星なしを見下し、居い丈たけ高だかに命令した。

　ロキは口を開かず、ただ俯うつむいて呼吸を整えていた。

「まさか、ロキさん……星導士だったの？」

　アステラは自分の過去同様、ロキの過去も知らない。でも、考えてみれば彼も星の子。ありえない話ではないのだ。

　ロキは依い然ぜん何も答えない。だんまりになったときの彼は頑がん固こだと、アステラはよく知っていた。赤く焼ける左手に触ふれ、アステラは再び尋たずねる。

「どうして、ここまで」

　罪悪感が胸を刺さす。なのに、この痛みは何な故ぜだか少し、甘かった。申し訳ない思いと同時に、どこか嬉うれしくも感じている自分に気づき、アステラは混乱してしまう。

　彼がここまでしてくれた理由。危険を冒おかしてまでアステラを守ってくれた理由。

（私のために？）

　しかし、ロキはさっと目をそらし、冷たく答えた。

「……仕事だからな」

　アステラの心が、がしゃんと潰つぶれた。顔を見られたくなくて、さっと立ち上がる。

（私のことが大事だから、無理して助けてくれたなんて、思っちゃった。馬ば鹿かみたい）

　思わず自じ嘲ちようする。ロキがアステラを守るのは、それが彼の仕事だからだ。そんなこと分かっていた。これまで何度も聞いたはず。でも、

（でも、だとしたら）

　彼の左手が視界に入った途と端たん、アステラを耐たえがたい苦しみが襲おそった。

「ここまですることないじゃないですか」

　拳こぶしを握にぎりしめ、叫ぶように言う。仕事のためという理由で……、ロキが彼女を守ってここまで傷つくのなら。アステラはそれでも守られたいなんて思わなかった。

「たいそうな言い方だな」

　ロキはよろめきながら、なんとか腰こしを上げる。青白い顔には、明確に怒いかりが見て取れた。

「俺が来てなきゃどうなってた？　お前が言いつけを破って闇やみ市いちに来たからだ」

　アステラはひるみつつ、それでも言い返した。

「今日中に一いつ斉せい摘てき発はつがかかるって聞いて……私、助けになれればって思ったんです。知らせなきゃって」

「そりゃありがたい話だな。で、どうなった？　めでたく二人して死にかけだ。家で大人しくしてろって、何度言ったら分かるんだ」

　ロキの言い分も理解できる。だけど、だけど、アステラは、

「だけど私！」

「アステラ」

「私だって、」

「お前に何ができる!!」

　ロキの大声が、洞どう窟くつ中に響ひびいた。

　──お前に何ができる。

　星なしのくせに。

　アステラには、そう聞こえた。

　黙だまり込んでしまったアステラの前で、ロキは気まずそうに頭を搔かいた。

「……怒ど鳴なって悪かった」

　アステラは首を振ふる。怒鳴られなくたって、自分で分かっているべきだったのだ。

　アステラは星なし。星魔法は使えないし、記憶も親類も仕事もない。だから……、

　彼女は静かに切り出した。

「ロキさん、私もう十六です。いつまでも子ども扱あつかいはやめて、本当のことを言って」

「何が言いたい？」

　薄うす暗くらがりの中、黄色い瞳が光る。

「嫌いやなら嫌って、言えばいいじゃないですか。もうお前のお守りなんてこりごりだって」

（いくら仕事だからって、こんなになってまで守る価値、私にあるの？）

　アステラの声が震える。

「星なしだし、万年クビだし、何の役にも立たない……だから夜の鯨くじらは迎むかえに来ないんだわ」

　私は星なし。そう唱えるのは、アステラなりのけじめだった。生まれ持ったものをいったん肯こう定ていするための、前向きな諦あきらめだったはず。なのに、目の前の青年が、どんなにごまかしたってやっぱりあちら側の……、天上世界の星の子だったんだと気づいた瞬しゆん間かん、星なしの自分がまるで無価値な存在のように思えて。

「これ以上迷めい惑わくかけられません。夜の鯨に頼たのんで、私を追い出せばいいんだわ」

「そんなことしない。アステラ、ちょっと落ち着け」

「今のままはもう嫌なんです！」

　目め隠かくしの向こう側でロキが傷つくのを、知らんぷりなんてできない。自分のためにこんなにボロボロになったロキの姿、もう見たくない。アステラは紺こん色いろの瞳を潤うるませて、嘆たん願がんした。

「夜の鯨に会わせてください」

　どれもこれも、アステラが何も覚えていないせいだ。何も持たないくせに、優やさしく守ってくれる籠かごに甘えていたせいだ。この歪ゆがんだ関係全部、まっさらにした方がいいのだ。

「本当のことが知りたい」

　それがどんな結果を招くとしても、アステラは今、心からそれを求めていた。無茶な頼みだとは分かっている。それでも、口にしないと、折れそうで。

　ロキは無表情でじっと黙っていた。そしてアステラにたっぷりと後こう悔かいの時間を与あたえた後、

「本当に知りたいんだな？　後悔しないな？」

　そう、確かく認にんした。

　条件反射で首しゆ肯こうしてから、アステラは不意に我に返る。

（……え？）

「お前ももう十六か」

　小さな声で零こぼしたロキは、一瞬だけ寂さみしそうに見えて、アステラはそれが自分の勘かん違ちがいだとは思いたくなくて、

「ちょっと前まで、あんなに小さかったのにな」

　そう言い添そえられたとき、いつものように子ども扱いしないでとは言えなかった。

「帰るぞ」

　無言のまま帰宅する足取りは重く、空には雲が垂れ込めて、今夜は星も見えない。
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　翌日、ロキは早朝に家を出たきり、夜よる遅おそくまで帰らなかった。アステラは自責の念だけを募つのらせて悶もん々もんと一日を過ごし、浅い眠ねむりの中で何度も悪夢を見た。

　そして朝。

　アステラが居間に向かうと、家主はもう起きていた。赤いソファに腰かけ、腕うで組ぐみをしているロキ。アステラはどんな顔で声をかければいいのか分からなかった。

（何よりもまず、謝らないと）

　心配をかけたこと、怪け我がをさせたこと、そしてひどい言葉を吐はいたこと。喧けん嘩かは初めてではないけれど、今回ばかりはいつものように自然に元通りになるとは思えなかった。

　アステラはロキの向かいのソファに腰を下ろした。肩かたを縮こまらせ、彼の顔色をうかがう。

「おはよう、ございます」

　ロキは頷うなずく。怒おこっているようには見えなかった。でも、いつもの気の抜ぬけきった顔でもなかった。張りつめた表情は、何か決意を固めたような。

「ロキさん、あの」

「依い頼らいだ」

　ロキは短く言った。

「夜の鯨から」

「えっ!?」

　アステラは思わず身を乗り出した。ロキが夜の鯨本人から依頼を受けるのは、アステラがここに来た日以来のはずだ。

　ロキはローテーブルの上に一通の手紙を差し出す。

「からす便で届いた」

　アステラは恐る恐るその手紙を持ち上げ、食い入るように読んだ。夜の鯨本人の言葉。手が震えて、味気ない活字を拾っていくのに、いつもの倍は時間がかかった。

「夜の鯨は、最近調子に乗ってる中央星府に相当腹を立ててる」

　ロキが短くまとめる。アステラは一昨日おとといのことを思い出した。夜の鯨の居場所を吐かなければ手持ちの星せい輝き石せきを全すべて没ぼつ収しゆうすると言っていた星せい導どう士したち。ほとんど恐きよう喝かつに近い横暴だ。でも、実際一昨日のように星せい杖じようを突つきつけられたら……。アステラは今でもぞわりと寒気がする。

「星導士たちはいったん引き上げたようだが、一昨日の時点で既すでにずいぶん没収されてる」

　ロキはアステラよりは冷静に、淡たん々たんと続ける。

「そこで、依頼だ」

　手紙を指さされ、アステラは端たん的てきに目的を述べた部分を読み上げた。

「星導士協会本部に潜せん入にゆうし、取り上げられた星輝石を取り返してほしい」

　アステラは少し考えてから、顔を上げた。

「……受けるんですか？」

「殺人と害虫駆く除じよ以外の依頼は断らない主義だ」

　黄色い瞳ひとみをした便利屋は、いつもの台詞せりふを繰くり返す。

「で、提案なんだが」

　そこで突とつ然ぜん、声こわ色いろが変わった。彼はいくぶん肩の力を抜き、世間話でもするみたいに、

「アステラ、お前やれ」

「えっ？」

　アステラは何を言われたのか一いつ瞬しゆん理解できなかった。

「この依頼、お前が受けろ。成功したら夜の鯨に会わせてやる」

「夜の鯨に!?　でも、え？　会えるんですか？」

「依頼は断らない主義だって言ったろ？」

「え……」

　──夜の鯨に会わせてください。

　一昨日アステラが放った言葉。あれを、彼はアステラからの依頼として受け取ったのだ。

「ロキさん、もしかして、夜の鯨に伝えてくれたんですか？」

「交こう換かん条件だ。お前が依頼を果たせば、会ってやってもいいと、夜の鯨は言ってる」

　アステラの心臓はかつてなく高鳴っていた。これは喜び？　不安？　何にせよ、アステラが心から求めていたものが、手の届くところに今、ぶら下げられている。

「ただし、俺は手助けしないぞ。独り立ちしたいと言った以上は、自分の力で依頼を果たせ」

「自分の力で……」

　これは試験なのだろうか？　アステラは夜の鯨に試ためされているのだろうか？

　今、アステラが跳とべば。自分の力でここから飛び出して、そして手を伸のばせば。細い指先に、今度こそ輝かがやく光を摑つかめるかもしれない。

[image: ]

「会いたいって本気で思ってるなら、行動で証明しろ」

「……分かりました」

　アステラは決然と、前を向いた。大きな紺色の瞳に揺ゆれる赤い光が灯ともったのを、ロキの黄色い目だけが確かにとらえた。

「やります。やらせてください」

　ロキは満足そうに、けれど少しだけ寂しそうに、深く頷いた。

「よし、じゃあ作戦を説明する」
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　全天に星座は八十八。それに合わせて、地上も八十八の星区に分かれている。それらは春の宮、夏の宮、秋の宮、冬の宮と、四つの宮にまとまっていて、中でも今は冬の宮が世界の中心とされている。そこに、全天を統すべる現天てん帝ていがおわすからだ。

　最も強い力を持ち、その力でもって星の原全土を治める星導士・天帝。星導士協会長と中央星府長官を兼かねる彼は、あらゆる権力を一手に握にぎっている。

　現天帝は、オリオン座の一等星・ベテルギウスの星の子だ。星の名を冠かんし、そのままベテルギウス帝ていと呼ばれている。冬の大三角にあたる地域は、現在彼の直接の支配下にある。

「冬の大三角の中には、実はもう一つ星座がある。アステラ、分かるな？」

「いっかくじゅう座ですね」

　冬の大三角に飛び込むように、意外に広いいっかくじゅう座が、天の川を横切っている。明るい星がなく、目立たない星座だが、星の原では極きわめて重要だ。オリオン区、おおいぬ区、こいぬ区という三つの天帝直ちよつ轄かつ区くに囲まれた、いっかくじゅう区。またの名を天都。

「天都は冬の宮の中ちゆう枢すう。そこに天帝がいる」

「天帝が……」

　あまりに縁えんがなさすぎて、アステラは恐おそろしさすら感じなかった。

「アステラ、お前には学院に向かってもらう」

　正式な名めい称しようは、星導士協会本部。全ての星導士が所属する星導士協会の最重要拠きよ点てんだ。星導士の養成機関と研究機関とを兼ねているので、簡単に学院と呼ばれることが多い。元々は独立した組織だったが、星の子の中でも特に優ゆう秀しゆうな人材を輩はい出しゆつする機能上、中央星府との癒ゆ着ちやくが囁ささやかれて久しい。星導士の資格があれば、中央星府での出世は約束されたようなものだ。

「でも、学院って星の子でも星導士以外は立ち入りが禁止されてるんでしょう？　そんなに簡単に潜入できるんですか？」

「今だけはな」

　ロキはそこで突然、ぐっと身体からだを前に乗り出した。ローテーブルに左手をついて半立ちになり、向かいのアステラに顔を近づける。

「アステラ」

　金きん髪ぱつの美青年は、右手でアステラの顎あごを摑むと、上を向かせた。前まえ髪がみがはらはらと流れ、ロキの顔が間近に迫せまる。アステラは可能な限り速く瞼まぶたを瞬またたかせて心を落ち着かせる。

「ロ、ロキさん？」

　ロキは濃こい黄色の目で、こちらをまっすぐ覗のぞき込んだ。

「前から思ってたんだが……」

　急きゆう上じよう昇しようする体温を下げるため、アステラが頭の中で一等星の名前を羅ら列れつしはじめたとき、

「お前の目、たまに赤く見えるよな？」

「え？」

　アステラの高速瞬まばたきがぴたりと止まった。

「……あ、え、まあ、光の当たり具合によっては。でも実際は紺こん色いろですよ。知ってるでしょ」

　目の前に疑いようもないほどの美しい黄色の瞳があるのに、こんなことを言うなんて馬ば鹿かみたいだ。急速に膨ふくれ上がった心が、しゅんとしぼんでいくのが分かった。

　ロキはアステラの顎を摑んでいた右手を外し、左手と共にローテーブルについた。

「アステラ、お前は今から、星の子だ」

「……はい？」

　ロキはぱっと体を離はなすと、何事もなかったかのように、再びソファに深く身を沈しずめた。そして、鞄かばんから革かわ製の書類入れを取り出すと、アステラに手て渡わたす。

　アステラは混乱しながら、ハトメの留め具に巻き付いた紐ひもを外し、中の書類を取り出す。

　一番上の紙には、こう書かれていた。

　星導士協会新規星導士候補生選せん抜ばつ試験・募ぼ集しゆう要よう項こう。

（これって、もしかして……）

「学院の入試!?」

「そうだ。受けろ」

「え」

　アステラの声が跳はねる。

「受けろって、私が？　いや、だって私、星なしですよ？」

「言ったろ、お前は星の子だ。お前の目、ちょっと赤っぽいしゴリ押しすれば行けるだろ」

　しどろもどろになるアステラを、ロキは投げやりな調子で言いくるめようとする。

「そんな無茶な！」

「星の子でも、親星が暗くて色がはっきりしない場合は、夜に近い色の瞳になる。ほとんど黒に近い暗い青とか……こげ茶っぽいオレンジとか」

「そ、そうなんですか」

「まあ、そんな暗い星の子はそもそも学院の試験なんて受けないが」

「駄だ目めじゃないですか！」

「いいか、よく聞け」

　ロキは長い足を組み、重ねた膝ひざの上で指を組み合わせた。

「学院はとにかく警備が厳しい。基本的に外との出入りは皆かい無むだ。だが年に一度、入試のときだけは、星せい導どう士しを目指す星の子たちが全土から集まってくる」

「星導士を、目指す……」

　つかの間、アステラは想像した。学院という最高研究機関で、星ほし魔ま法ほうを学び、星の光の使い手として高みを目指す。アステラだって星の子ならばきっと憧あこがれるだろう。

　だが、それとこれとは別だ。だってアステラは星なしなのだから。

「連中に巻き上げられた星せい輝き石せきは、学院のどこかにあるはずだ」

　アステラを置いてけぼりにしたまま、ロキはどんどん話を進める。

「受験生のふりをして学院に潜せん入にゆうし、捜さがせ」

「えっと、私が、ですか？」

「何度も言わせるな。お前がやるんだ」

　ロキは割り切ったように言った。

「もう隠かくす必要もないから言うが、俺は昔学院にいた。卒業して、しばらくの間星導士もしてた。顔が割れてるから動きづらいんだ。絶対に俺の名は出すなよ」

「ちょ、ちょっと待ってください、ロキさん」

　情報量が多すぎてついていけないアステラのために、ロキはいったん言葉を切った。

「私が、学院に……」

　アステラは呟つぶやく。現実みはいっこうに湧わかなかった。

　雲が割れて、天窓から光が差し込む。壁かべ際ぎわの棚たなを日光がかすめるとき、雑然と並んだ瓶びんの中の星輝石が思い思いに輝きを放ち、色とりどりの影かげを作った。いつもどこかで雪崩なだれが起きてちっとも片付かない部屋、ロキのいかがわしい実験室、二人で夜空を見上げたベランダ。アステラが息をするたびに、その光景が遠く過去のものになっていく。

「私……」

　アステラは海に出なければならない。この温かい港に背を向けて、漕こぎださなければならない。出航の鐘かねを鳴らしたのは、アステラ自身なのだ。

「もう子どもじゃないんだろ？」

　ロキの念押しと共に、風向きが変わった。錨いかりを上げろ。帆ほを立てろ。アステラの船の針路が、ここで分ぶん岐きする。
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　いっかくじゅう区、別名天都。冬の宮の中枢であるこの区は、天の川の真上にある。というのも、天の川は冬の宮では地下を流れており、その上に盛り土をして、いびつな三角形の人工都市が建てられているのだ。

　天都はまさに、雲の上の城。ただでさえ高台にあるのに、さらに真っ白な高い塀へいに取り囲まれ、街の様子は外からは全く窺うかがい知ることができない。門はわずかに三つのみ。その先の長いエレベータで高台の上まで昇のぼって初めて、塀の中に入ることができるのだ。

　普ふ段だんなら身分証明なしでは入門すらできないが、今日だけは別だ。学院の入試のため、受験生たちが詰つめかける。ロキに偽ぎ装そうしてもらった受験票を手に、アステラも受験生のふりをして天都に入った。

（『まあ適当に頑がん張ばれよ、俺は猫ねこ捜しでもしてる』かあ……）

　ロキの最後の言葉を思い出しながら、アステラは斜ななめがけ鞄の紐を握にぎりしめる。ここ五年、地下鉱山の外に出たことすらなかったのに、今や星の子に交じって天都にいるなんて。受験生たちに従って学院に向かいながら、アステラはそっと視線を走らせた。

　青い瞳ひとみ、赤い瞳……鉱山ではめったにお目にかかれない、色いろ鮮あざやかな瞳の嵐あらし。入学試験は十五歳から受けられるとはいえ、通過するのは年に十数人ほどだという。緊きん張ちようした面おも持もちの受験生の中には、多浪の辛しん苦くがしのばれる年かさの星の子もちらほら見受けられた。何度も挑ちよう戦せんしてようやく学院に入れたとしても、無事卒業できるとは限らないわけで……、星導士資格を持つ星の子は、本当に限られた天才だということだ。

（それにしても綺き麗れいな街）

　土と闇やみ色いろの風景に慣れ切ったアステラには、広い青空が照り映はえる明るい街の風景は新しん鮮せんですがすがしく映った。建物は過度な装そう飾しよくなくすっきりとまとまっており、どの壁かべも冴さえ冴えと真っ白に塗ぬられている。雨が降ったのか、石いし畳だたみは少しだけ濡ぬれていた。

　目に映る何もかもに興きよう味み津しん々しんのアステラ。色々と見て回りたいのはやまやまだが、

（しっかりしなきゃ。観光じゃないのよ）

　怪あやしまれないように、とりあえず受験生として一次試験の会場に入れと、ロキは言った。

（まず試験を受けなきゃいけないのは不安だけど……まあ、受かる必要はないんだし）

　試験は三日にわたって行われるが、警備と不正防止のため、その間は門のエレベータが停止し、外部との連れん絡らくは断たたれるのだそうだ。初日で落ちてもどうせ三日間は天都に拘こう束そくされるのだから、今下手なことをして怪しまれるよりも、大人しく一次試験を受けて、その後にゆっくり動こうという算段だ。

　逆に三日目になれば受験生は全員強制的に天都を追い出される。門で受験票を照合されるから、隠れて残るのは不可能だ。なんとかそれまでに没ぼつ収しゆうされた星輝石を取り戻もどさなければ。

　そうこうしているうちに、アステラは天都の最さい奥おう部に辿たどりついた。

　学院。

　忍しのび返しのついた高い塀、輝かがやく金の門もん扉ぴ。そこを越こえると、白い石畳の両側に、研究科ごとに分かれた棟とうが立ち並ぶ。似たような建物が多く、慣れないと迷ってしまいそうだ。中央星府に派は遣けんされて役人として働く星導士は別として、学院で研究を続ける星導士たちは、学生たちと共に構内の寮りようで暮らしているのだという。

　試験会場は本部棟の大講堂だ。アステラは持たされた受験票を受付係の女性に渡わたした。

「アステラ・バーリ？」

「は、はい。こいぬ区から来ました」

　アステラは前まえ髪がみでなるべく目元を隠し、答えた。苗みよう字じを知らないアステラのために、ロキが考えた偽ぎ名めいだ。

「親星は？」

「え？」

「親星の名は？」

「あ、えっと、その……」

（そっか、星の子だから当然親星がある……どうしよう、考えてなかった！）

　アステラはなんとか不自然でない星を考えようとするが、

「分からないならいいわ」

　案外あっさり流されて拍ひよう子し抜ぬけする。きょとんとするアステラに、女性は半笑いで、

「あなたの目を見れば、固有名のあるような明るい星の子じゃないってことくらい分かるわ」

「はあ」

「どうやら初めての受験みたいね」

　受付の女性はアステラの暗い色の瞳をちらりと見やり、憐あわみの表情を浮うかべた。どうやらアステラ・バーリの合格の可能性は低そうだ。

「目立って明るい星なら星輝石だけで判断できる場合もあるけど、あなたみたいな暗い星の子は、たいてい親星の名を知らないものよ。星の子の親星を判定できるのは、学院の天てん象しよう儀ぎだけ」

「天象儀……、あ、最終試験の！」

　アステラは鞄かばんから募ぼ集しゆう要よう項こうを取り出し、ぱらぱらめくる。一次試験、二次試験の通過者のみが受ける、最終試験。そこには、天象儀の問答、という謎なぞの文字列が記き載さいされていた。

「そう。そこで親星が分かるはずよ。入学後、学院ではその星の名で呼ばれることになる」

「へえ……」

　受付の女性は受験票を返し、廊ろう下かの奥を指さした。

「行って。試験会場は大講堂よ」
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　入学試験・一次。

　大講堂には、数百人の受験生が集まっていた。白い石造りの講堂。木製の机が半円形に教きよう壇だんを囲み、後方に行くほど高くなっている。天てん井じようには煌きらびやかな星図が描えがかれており、複雑な装飾が施ほどこされた星輝石ランプがいくつも吊つり下げられていた。

「受験番号順に着席してください！」

　試験官が叫さけぶ。受験生たちは机の上に張り付けられた番号札を頼たよりに、自分の席に着いた。アステラはついきょろきょろと周りをうかがってしまう。しかし怪しまれる心配はなかった。試験開始を待つ受験生たちは皆みな落ち着きなくそわそわしていたからだ。

（星の子ってみんな自信満々で、恐おそれるものなんかないって感じなのかと思ってた。瞳の色が違ちがうだけで、星の子も私たちとたいして変わらないのね）

　と、突とつ然ぜん、講堂にざわめきが起こった。

（何？）

　アステラは教壇の方を見下ろす。前の入り口から、十人くらいの若い星せい導どう士しがぞろぞろと入って来るのが見えた。いやおうなく衆目を集める、濃のう紺こんに銀の縁ふちどりの制服。狭せまき門である入試を通過し、無事卒業して星導士の資格を得た傑けつ物ぶつたち。しかし、彼らはその中でも……、

「一等星の面々だわ。お美しい……」

（一等星？）

　アステラはすぐ隣となりの受験生たちの会話に耳を澄すました。

　夜空に星は多くあれ、一等星と呼ばれる、特に明るく見える星は、全天でわずか二十一しかない。その星の子ともなれば、実力は折り紙付きだろう。その証しよう拠こに、

「一等星の守護を受けるだなんて……、なんて高貴な方々なの」

　アステラの周りでも、崇すう拝はいのため息が量産されている。

「憧あこがれよね。一等星の子はまさに、次期天てん帝てい候補だもの」

　前にロキが言っていた。天帝は、名こそ王のようだが、立場としてはあくまで星導士協会長。世せ襲しゆう制ではない。しかしその座を継つげるのは一等星を親星に持つ星導士だけとされている。そして現在の天帝ベテルギウスは、体調の悪化から退位が噂うわさされているそうだ。

（あの人たちの中から、次の天帝が）

　つまり目の前の彼らは学院の次代を率いていく旗はた頭がしらというわけだ。アステラは目を細めてよく観察した。受験生たちが熱い眼まな差ざしを送る、その一団の先頭にいたのは、

「あっ！」

　よく目立つ銀ぎん髪ぱつに、鋭するどく青い瞳。透すき通るような白い肌はだ、美しく整った顔立ち。一目で分かる、地下鉱山で出会った美び貌ぼうの星導士だ。夜の鯨くじらの居場所を執しつ拗ように暴あばこうとしていた、彼。

「シリウスさまよ。相変わらずお美しい……」

「直視するな、明日あしたから鏡を見るのが辛つらくなるぞ」

「どうして俺はシリウスさまが卒業する前に入学できなかったんだ？」

「二回も浪ろう人にんしたからだろ」

　受験生たちの話題は銀髪の青年のことでもちきりだ。

（……ん？）

　アステラはそこで何かに気づく。

「シリウスって……、え、シリウス!?」

　冬の大三角の一いち翼よくを担になう、おおいぬ座の一等星シリウス。何を隠かくそう、このシリウスこそ、一等星の中でも第一位の明るさを誇ほこる、夜空で一番明るい恒こう星せいだ。

（つまり、全天最強の星導士……!?）

　驚おどろいてつい声を出してしまったアステラに、隣の受験生が面おも白しろがって声をかけた。

「やだ、あなたいったいどんな田舎いなかから出てきたわけ？　シリウスさまもご存じないの？」

「いや、はは……」

　ご存じどころか、殺されかけた。アステラは無理やり笑うしかない。

「シリウスさまはベテルギウス帝ていの二番目のご子息よ。お兄さまも優ゆう秀しゆうでらっしゃったけど、シリウスさまは別格。二十歳はたちで学院を卒業して、今年から正規の星導士っていう、次期天帝の筆頭候補なんだから」

「そ、そうなんですか」

　現天帝の次男で次期天帝筆頭候補……!?　いまさら正体を知って鳥とり肌はだが立つアステラをよそに、件くだんのシリウスは他の星導士を残し、一人だけ出て行ってしまった。

「ああ、行ってしまわれるのね。シリウスさまも試験監かん督とくをしてくださるかと思ったのに！」

「お忙いそがしいのよ。それに、あの方の前だと思うと集中できないから、この方がいいわ」

「それもそうね」

　シリウスがいなくなると、講堂は残念がる声でいっそうざわついた。

「静せい粛しゆくに！　これから一次試験を始めます！」

　試験官が声を張り上げる。改めてぴりりとする受験生たちに、木の標本箱が配られた。

「一次試験は星せい輝き石せきの同定です」

　標本箱の天板はガラスになっており、中は薄うすい板で細かく仕切られている。そしてその一つ一つに、色も形も様々な星輝石が入っていた。

「標本箱に十種類の星輝石が入っていますね。これから配る試験用紙に、星の名の書かれた表があります。標本箱の中の星輝石と、その親星の名を一いつ致ちさせなさい。星輝石は取り出して見てもよろしい。早い順に勝ち抜ぬけで、下位百名は失格です。もちろん、早くても解答が間ま違ちがっていれば失格。表を埋うめた者から挙手すること」

　アステラは標本箱を覗のぞき込んだ。

（綺き麗れい）

　夜空の星を見上げると、それぞれ色が違うことに気づく。燃える温度が違うからだ。高温であるほど青っぽく、温度が低ければ赤っぽく見える。

　星輝石は親星の色を正確に写し取る。とはいえ色だけで見分けるのは困難だ。よほど特とく徴ちよう的な色でない限り、結けつ晶しようの形や硬こう度ど、条じよう痕こんによってふるい分けしていくしかない。一次試験は星輝石の知識と共に、処理能力を測る試験なのだ。

　硬度を調べるためのガラスや硬こう貨か、条痕判別用の素す焼やきの陶とう器き、そして解答用紙が配布され、試験官が手を挙げた。

「では、はじめ！」

　アステラは考えるより先に、乳白色の丸い星輝石を手に取った。

（スピカだ）

　思わず心で呟つぶやく。

（真しん珠じゆ型の星輝石。おとめ座の《ス麦のピカ穂さき》。パン屋で働いてたときよく見た）

　迷いはない。なにせパン屋の仕事は五軒けんも経験済みだ。どこも三日以内にクビになったが。

　アステラは解答用紙に答えを書き込むと、すぐに次の石を取り出す。

（このオレンジ色のごつごつした石もパン屋で見た。パブにもよくある。パンとビール……麦に関係する星……ってことは麦星？　正式な名は、うしかい座の《アルク熊のトゥルス番人》）

　周りの受験生が一つも答えを出せないでいる中、見ただけでするすると答えを引き出していくアステラ。試験官たちも目を留め始めたが、彼女はそんなことにも気づかず、

（この石は、花か瓶びんや水差しに入れておくと水の腐ふ敗はいを防げるって、病院で働いてたときに教えてもらった。瓶……水差し……。じゃあきっとみずがめ座の星ね。あった、《サダ王のルメ守りリク星》だ。それから……）

　アステラはその調子で同定を続け、なんと開始数分で、十個の星の名を当ててしまった。

　もちろん、一位通過だった。
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（やっちゃった……）

　試験は目立たない程度に適当に乗り切る。本題は潜せん入にゆう調査なのだから……そう考えていたアステラの計画は、滑すべり出しから大いに狂くるってしまった。周りの受験生よりはるかに早く問題を解き、しかも全問正解だったアステラは、当然注目の的。瞳ひとみの色がひどく暗いこともあり、試験終しゆう了りよう後も好こう奇きと懐かい疑ぎの視線に晒さらされて、聞き込みどころではなくなってしまったのだ。

　ようやく人ごみから逃のがれ、本部棟とうの裏庭に身を落ち着けたアステラは、植木の陰かげに縮こまって涙なみだ目めになった。どうしてこう、何もかも予想外の方向に転がるのだろう？

（ロキさんがいてくれたら……）

　アステラは胸の黄色いペンダントに手を伸のばし、ぐっと思いとどまる。

（駄だ目め。もう寄りかからないって決めたでしょ。独り立ちするって）

　これはアステラが受けた依い頼らいなのだから。アステラは今、夜の鯨に試ためされているのだから。のっけから海が大おお荒あれでも、自分の櫂かいで進まなければ。

（それに、こんな姿ロキさんに見られたら、きっとまた馬ば鹿かにされる）

『目立たずに隅すみでじっとしてるだけのことがどうしてできないんだ、お前は観葉植物以下だ』と、いつものように叱しかりつけるロキの声がありありと聞こえてくる。皮肉屋の青年の顔をなるべく嫌いやみっぽく思い浮うかべて心を奮い立たせようとするけれど……、どうもうまくいかない。

（……会いたい）

　その想おもいの方が大きくなってしまう。やっぱりどうしたって心細くて。

　アステラがしゅんと肩かたを落とした、そのとき。

「恐おそろしい速度だったね。判別チャートを使って最速で解いたとしても、数倍はかかる」

「え？」

　突とつ然ぜん後ろからかかった声に、アステラはびくっと震ふるえ、振ふり返る。

　そこに立っていたのは、細身で背の高い星せい導どう士しだった。アステラは慌あわててお辞じ儀ぎする。

「才能あるよ、君」

　相手はきゅっと目をすがめて笑った。黒い短たん髪ぱつは獣けもののように好き勝手に飛び跳はねており、強気そうな太い眉まゆも相まって、野性みあふれる容よう貌ぼう。そして三白眼気味の瞳は、はっとするような深しん紅くだ。危険な雰ふん囲い気きがただよう流し目から、凄すさまじい色気が垂れ流しになっている。

「いったいどこで習ったんだい？」

「あの、別にどこかで習ったわけでは……」

　ありとあらゆる仕事をしてきたので、星輝石をいろんなところで見ているというだけのことだ。その分ありとあらゆる仕事をクビになったのだが……なんて、言えるわけもなく。

「まあ、その、経験則というか……だから才能とかはあの、ないです」

　怪あやしまれたくなくて適当に濁にごそうとするアステラ。

「謙けん遜そんは美徳だけど、まさか本気でそう思ってるわけじゃないだろ？」

「え？」

　黒くろ髪かみの星導士は不敵に笑えみ、ポケットから何かを取り出した。

「例年、一次試験は星輝石の同定だ。十個の石の中に、必ず一つ、ひっかけが入ってる」

　手て渡わたされたのは、豆まめ粒つぶほどの大きさの、黄みの強い橙だいだい色いろの結晶。さっきの標本箱の中にあった星輝石だ。

「うみへび座のアルファルドと、おひつじ座のハマル。選せん択たく肢しには二つの名があったね？」

「ええ、確か……」

「他の石全すべてを正しく答えると、必ずどちらも選択肢に残るようになっている」

　何を言いたいのか、アステラが摑つかみかねていると、

「この二つの星はね、色温度がほぼ同じで、明るさにもそれほど大きな差がない。だから星輝石は色も結晶構造も条痕も極きわめて似ていて、比重で比べるしか判別方法がない」

　アステラはそこで顔を上げた。気づいたね、と、満足そうな笑みが返ってくる。

「比重の測定には専用の器具が必要だからね。実を言うと、あの試験会場では絶対に確実な答えを出せない問題なんだ」

　こちらを試すような視線に、アステラはまごつく。

「そ、そんなの……、じゃあ、どうやって判別すれば」

「おや、でも、君はやってのけたじゃないか」

　アステラは目を見開いた。確かに、試験会場ではほとんど無意識に答えを出したけれど……、自分はあのとき、何を考えていたんだっけ？

「だって」

　明確な根こん拠きよなんかなかったかもしれない。でも、理由をあえてつけるとすれば。

「この石、暖色なのに寂さみしい光。すごく冷たくて、熱を欲しがってるように思えるんです。だから、周りに明るい星がなくて、一つだけぽつんと目立つ《アルファ孤独なルドもの》だろうなって」

　アステラの声は徐じよ々じよに小さくなっていく。

（なんだか恥はずかしい。こんなの、私の勝手な印象でしかないのに）

　赤くなるアステラを前に、星導士はゆったりと腕うでを組んだ。

「そういうの、学院ここじゃ、星の声を聞くって言うんだ」

「え？」

「人と同様、星には性格や個性がある。友人の話に耳を傾かたむけるように……、星の声を聞くことが、星ほし魔ま法ほう研究の基き礎そだ」

　星の性格や個性……感覚的には、分かる気がする。星導士になるためにはそういう力が必要なのだろうか。星の声を、聞く力が。

「君の直感は正しいよ。その目を大切にしたまえ」

　どうやら褒ほめられているらしい。おずおずと頭を下げながら、アステラは思った。

（……というかこの人、どうして試験の内容まで知ってるんだろ？）

　アステラが困こん惑わくしていると、黒髪に赤い瞳の星導士はさらに彼女に近づき、ゆったりと首を傾かしげて、問うた。

「君の名は？」

「あ、アステラです……」

「アステラ。私はアルデバランだ。ルディでいいよ」

「アッ!?」

　その名を聞いたとたん、アステラは目を丸くして、馬鹿みたいな声を上げた。

「ちょ、ちょっと待ってください。アルデバラン？　おうし座の……い、一等星……？」

　アルデバランといえば、冬の空の王者オリオンに躍おどりかかる巨きよ大だいなおうし座の一等星だ。勇ましいおうしの目のあたりでぎらつくこの星は、オリオンのベルトの三ツ星を北西の方向に伸ばしていけばすぐに見つかる。燃えるような赤がひときわ目立つ星。

　と、いうことは。

「あなたも一等星の子……？　次期天てん帝てい候補ってことですか？」

「ああ、一応ね」

　めまいがしそうだ。天都では突つっ立っているだけで一等星の子にぶつかるのか。

「試験会場で見てたんだよ。見込みのありそうな子は、ぜひうちの研究室に勧かん誘ゆうしたくてね」

　ルディは薄うすい唇くちびるをきゅっと持ち上げると、ぐいとアステラに顔を寄せた。

「君、なんだか面おも白しろいね。お茶でもどう？」

「ちょ、近い……」

　アステラはルディの胸に手をついて遠ざけた。色気がだだ漏もれで心臓に悪い。

「今夜の宿に困ってるんじゃない？　都合するよ？」

「え、なんで私がまだ宿探ししてないって知ってるんですか？」

「へえ、まだ宿探ししてないんだ」

「うっ、卑ひ怯きようですよ……！」

　平然とかまをかけたルディは、案の定ひっかかったアステラに笑いかける。

「アステラ、君って本当に可愛かわいいね。悪いこと言わないからうちに泊とまりなよ。ゆっくりお話ししよう、どうせ来年になれば後こう輩はいだ」

　ルディはアステラが合格するものと決めてかかっているらしい。アステラはなんと答えてよいやら分からないけれど、確かに宿はないのだった。

（考えてみたら、一等星の子とお近づきになれるのは好都合なんじゃ？）

　どうも目の前の星導士はすけこまし臭しゆうが拭ぬぐえないのが不安ではあるが、例のシリウスについて何か聞き出せれば、取り上げられた星せい輝き石せきの在り処かの手がかりになるかもしれない。

　アステラは唾つばを飲み込むと、覚かく悟ごを決め、背の高いルディを上うわ目め遣づかいで見上げた。

「あ、あの……、お邪じや魔まさせていただいて、いいですか」

「もちろんだよ！」

　赤い瞳の星導士は妖よう艶えんな笑みで答えた。
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　半刻後、アステラはルディの自室に通された。

　学院には春夏秋冬の四つの寮りようがあり、学生および研究職の星導士が住んでいる。自分の親星が属する宮によっていずれかの寮に振り分けられるそうだが、ここは、そのうちの冬の寮だ。おうし座の星の子・ルディは、冬の寮の寮りよう長ちようをしているそうだ。

　なんとも派手な部屋だ。壁かべ紙がみにも家具にも調度にも、複雑で優美な装そう飾しよくがこれでもかと凝こらされている。色と柄がらものだらけなのに、悪あく趣しゆ味みになる一歩手前で見事にまとめ上げた手しゆ腕わんには、素す直なおに喝かつ采さいを送りたくなる。

　その部屋の真ん中で、アステラは六対の青い瞳ひとみにぐるりと囲まれていた。

「プレアデスの姉妹だよ」

　金きん髪ぱつと碧へき眼がんとフリルとレースの向こうから、ルディの声が聞こえる。

「左からマイア、エレクトラ、タイゲタ、アルキオネ、ケラエノ、アステロペだ」

　ルディは早口言葉みたいにさらさらと紹しよう介かいすると、誰だれにともなく尋たずねた。

「メローペはまだ帰らないのかい？」

「音おと沙さ汰たなしよ、どこで遊んでるんだか」

「悪い子だ。昔から彼女だけは家出を繰くり返す」

　アステラは背せ伸のびをして、姉妹たちの向こう、ソファに座るルディに問いかけた。

「あの、プレアデスって、おうし座の……プレアデス星団ですか？」

　アルデバランから西へ目をやると、おうしの肩かたのあたりに、ぼうっとした光の集まりが見える。星団と呼ばれる星の集合だ。プレアデス星団は青い宝石を連ねたような美しさで有名で、目のいい人なら肉眼でも五から七くらいの星を見分けることができる。

「そう。彼女たちは私の従姉妹いとこでね、身の回りの世話をしてもらってる。タウリ家はなぜだか女ばかりが生まれるんだ」

　プレアデスの姉妹たちは揃そろいも揃って澄すみ渡わたる青の瞳を持ち、豊かな金髪を精せい巧こうに編み込んでいた。歩くたびに豪ごう華かなドレスのフリルやら腕うで輪わやらがしゃらしゃら音を立てる。

「あ、えっと、ルディさんごめんなさい、もう一回名前教えてください。覚えられない」

「覚える必要はないよ。どうせピーチクパーチクさえずるだけの愚おろか者たちだ」

　平然と言われて、姉妹たちはルディの周りに群がった。

「あらひどいわ、ルディ」

「あなたのお世話のためにここにいるのに」

　ルディはうんざりと肩をすくめ、かと思えば長い腕で姉妹たちを花束みたいに抱かかえ込んだ。

「私の可愛い小鳥ちゃんたち」

　姉妹たちはきゃあきゃあ歓かん声せいを上げる。

（なんなのこれ……）

　異様な光景が処理しきれなくて固まるアステラに、ルディは笑いかける。

「私は差別しないよ。アステラも交じりたいならおいで」

「お断りします」

「つれないなあ」

　ルディは苦く笑しようして、ビロード張りのソファに腰こしを下ろした。

「でもそんなところも可愛いね」

　息をするように紡つむがれる甘い言葉に、アステラは胸焼けしそうだ。最初こそ色気に中あてられていたけれど、どうやらこれが標準装備らしい。アステラは無視することにした。

　面白くないのはプレアデスの姉妹たちである。なにせ自分たちこそルディのお気に入りだと豪ごう語ごしてはばからないのだ。突とつ然ぜんやって来た見知らぬ少女に、六つの嫉しつ妬とが向けられる。

「ちょっとあなた、さっきからルディに向かって生意気よ」

「どうせ暗い星の子のくせに……目を見せてみなさいよ」

「いや、あの、ちょっと！」

　アステラはエレクトラ──アルキオネかも──に無理やり前まえ髪がみをかき上げられた。紺こん色いろの瞳が露あらわになると、姉妹たちは眉まゆをひそめた。

「……あなた、本当に星の子？　赤っぽいと言えば赤っぽいけど、紺色に見えるわ」

「何か勘かん違ちがいしてるんじゃない？　あなた、星なしでしょ」

「よくもまあ天都まで来られたものだわね。思い上がりもいいところ」

「星の光を持たない人って、ものの道理も分からないのかしら」

「生まれつき星の導きがないのよ、仕方ないわ。星に愛されなかったんだから」

「だから星の子に憧あこがれるのね。可か哀わい想そう」

　プレアデスの姉妹たちは輪唱のように次々言葉を重ねる。そのとき、

「小鳥ちゃんたち、失礼だよ」

　ルディが足を組み替かえて言った。

「紅茶のお代わりが欲しいな。誰かとびきり美お味いしいお茶を淹いれてくれる？」

　その言葉で、六人は競きそい合うように部屋を出て行った。あまりにころりと態度が変わる。プレアデスの姉妹たちはごくごく単純な仕組みで動いているようだ。

「耳みみ障ざわりですまないね。彼女たちの言ったこと、気にしないで」

「平気です。慣れてますから」

　ルディはアステラを手招いた。そして隣となりに腰かけた彼女の、小動物の尻しつ尾ぽみたいな細い茶ちや髪ぱつにそっと触ふれながら、

「慣れてるの？」

「あ、いや、その」

（そうか、星の子があんな罵ば倒とうに慣れてるはずがない）

　けれどルディはそれ以上追及せず、アステラの二つくくりの片方を持ち上げた。薄うすい唇くちびるで柔やわらかな髪かみの毛に口づけると、誘ゆう惑わくでもするように、ゆったりと流し目を送る。

「アステラ、君には才能がある」

　アステラはなるべくルディから距きよ離りを取ろうとソファの端はしににじり寄った。

「ぜひ試験に通って学院に入学してほしい」

「む、無理ですよ、私には」

　反射的に答えると、ルディはようやく彼女の髪から手を離はなした。

「そんなことないだろう」

　おかしな子だな、と半笑いで零こぼしながら、

「だって、星せい導どう士しになるためにここに来たんじゃないのかい？」

「無理です。だって、私は……」

（星なしだから）

　そう言いそうになって、アステラはぎりぎりで飲み込んだ。危ないところだった。

「……それが本音なら、いささかガッカリだが」

　ルディは品定めするような視線でアステラを見る。

「自信不足かな。今のところは」

　そして大きな口を広げ、挑ちよう戦せん的に笑った。

「集中講義と行こうか、アステラ？　君にはぜひとも合格してもらいたいからね」
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「よろしい、じゃあ次はおうし座」

　大理石でできた猫ねこ足あしのテーブルの上に、冬の空の星図が広げられていた。恒こう星せいや星雲の位置を紙面上に書き写した、空の地図だ。素人しろうとが見れば、点が無む秩ちつ序じよにばらまかれているようにしか思えないだろう。

「えっと……大三角がここですから……、オリオン座の三ツ星をそのままこちらに伸のばして、これがアルデバラン。ってことは、このあたりがおうし座です」

　夜空でやるのと同じように、アステラは冬の大三角を手がかりにしておうし座を見つけ出す。

「プレアデス星団がおうしの肩にあたって……、前足がこう伸びて、アルデバランが目、ヒヤデス星団を角の付け根と見て、」

　アステラは羽根ペンの先で星図上の星を結び、線を引いていく。

「角の端がこっちと……それから、ここ」

「そう。間ま違ちがえがちだけど角の先はこの星じゃないんだよね。これはぎょしゃ座の星だ」

　アステラのあやふやな態度は二次試験への不安から来ていると判断されたらしい。ルディは急きょアステラに個別指導を始めた。女たらしでもさすがは星導士、極きわめて真ま面じ目めな教師になってくれたはいいのだが、八十八もある星座の星々を一から結ばされるのは結構骨折りだ。

　プレアデスの姉妹たちは早々に興味をなくし、うたた寝ねしたり窓辺で歌いあったり。アステラを害をなさない小動物と判断したのか、敵視するのはやめたようだ。

「よろしい。完かん璧ぺきなおうし座の星座陣じんだ」

　二次試験では、このような星図の上で正しく星を結ぶのが課題らしい。ただし、どの季節の星図が問題になるのかは当日まで分からない。

（私、別に合格したいわけじゃないんだし、二次試験を受ける気はないんだけど……）

　疲ひ労ろうでかすむ目をこすりつつ、受験生たちに殴なぐられそうなことを考えていると、

「で、アステラ。入学したら何を学びたいんだい？」

　ルディが突然そう質問した。アステラは我に返り、ぱちぱち瞬まばたきする。

　学院は星ほし魔ま法ほうの教育機関であり、同時に研究所だ。学生たちは星魔法の基き礎そ教育を受け、やがてはどこかの研究室に配属されることになる。星せい輝き石せき配分といった社会制度から星魔法の根本原理の解明に至るまで、研究分野はさまざま。卒業して正規の星導士資格を得た後も、半分ほどはルディと同じく学院に残って研究を続けるという。残りの半分は各区に戻もどって区を治めるか、中央星府の高官になる──シリウスのように。

　とはいっても、アステラの前に本当にその道が開かれているわけではない。

「私は、別に……」

「控ひかえめだな。夢は大きく持たなきゃ駄だ目めだよ」

　ルディは星図をくるくると巻いて片づけると、ソファに背中を預け、腕うでを組んだ。

「もっとも、今はお上の監かん査さが厳しいから、何でも学べるってわけじゃないけれどね。天てん帝ていのお気に召めさなけりゃ、研究計画ごと潰つぶされてしまう」

「そうなんですか？」

「何が独立した研究機関だ。今や学院は天帝の意のまま、星導士はみな彼の持ち物さ」

　ルディは歯は嚙がみする。現天帝ベテルギウスの率いるオリオン区と、ルディの属するおうし区。隣となり合う両区の不仲は、冬の宮の民たみなら誰だれでも知っていた。確かに、夜空の上でもこん棒を振ふり上げるオリオンにおうしが挑いどみかかるように見え、とても友好的とは思えない。

「どれもこれも、ベテルギウスが星導士協会長と中央星府長官を兼かねたせいだ。ここまでの権力一点集中は明らかに彼の代から……何が天帝だ。ただの独裁者じゃないか」

「ルディ！」

　不敬な物言いだ。物事をあまり深く考えなさそうなプレアデス姉妹たちもさすがに咎とがめる。

「そんなこと言ってると、うちもくじら区の二の舞まいになるわ」

「鯨くじら？」

　その語に鋭えい敏びんに反応し、アステラが声を上げた。ルディがこちらを向き、頷うなずく。

「以前ね、天帝にたてついて消された区があるんだよ」

「ルディってば！」

「黙だまっておいで、小鳥ちゃんたち」

　部屋に嫌いやな空気が流れる。アステラはその意味を測はかりかねて、ひとまず尋たずねた。

「くじら区が……？」

　秋の夜空に横たわる、くじら座。一等星はないものの、全天四位の広さを誇ほこる。鯨とは言うが、モチーフとなっているのはいわゆる大型の海かい獣じゆうとは違ちがい、鋭するどい爪つめと牙きばを持つおどろおどろしい怪かい物ぶつだ。神話によれば、一国を崩ほう壊かいさせるほどの恐おそろしい力を持つという。化け物を表す星座は多いが、恐ろしさで言えば、このお化け鯨は天でも一、二を競うだろう。

　そのくじら座に対応するくじら区は、秋の宮と冬の宮とを分かつエリダヌス川を越こえた先にある、海沿いの広大な星区だ。冬の宮で暮らすアステラには、秋の宮のくじら区は縁えん遠どおい。

「君はこいぬ区出身だっけ。じゃ、知らなくても無理はないかな。星府が丁てい寧ねいに揉もみ消しちゃったから、詳くわしく報じられることもなかったしね」

　ルディは組んでいた腕をほどき、何か企たくらむように親指を唇に当てた。

「アステラ、星の子が死ぬと、どうなると思う？」

「どうなるとは」

「例えば今ここで私が発ほつ作さを起こして死んだとするだろ？」

「ルディさん、女おんな癖ぐせ以外にもどこか悪いところがあるんですか」

「アステラ、心の声が漏もれてる」

　ルディは、おかげさまで健康体だよ、と前置いてから、再び尋ねた。

「仮定だよ。星の子である私が、ここで死ぬ。そうしたら、おうし区で何が起こると思う？」

「アルデバラン石が採れなくなりますね」

　アステラは簡潔に答えた。ルディは首しゆ肯こうする。

「星の子は星の光を地上に媒ばい介かいする存在だ。星の子が地に足をつけていなければ、その親星の星輝石は育たない」

　ある星の子が死ぬと、星の光は親星に返され、次の宿主が生まれるまでは、その星の星輝石は地上から消えてしまうのだ。一等星アルデバランの子であるルディが命を落とせば、アルデバランの星輝石は一時的に星の原から消える。

　ルディは赤い瞳ひとみに剣けん吞のんな光を灯ともし、切り出した。

「かつて、くじら区にはケートス家という星の子の一族があった」

　くじら座は大きな星座だ。際きわ立だって明るい星こそないが、多くの星を抱かかえている。ケートス家は、代々くじら座の星の子を生んできた有名な家系だった。けれど。

「アステラ、考えてみて。その星の子たちが、突とつ然ぜん全員死んでしまったら？」

「……え？」

　これは仮定ではない。ルディの表情がそれを物語っている。

「くじら区は、区内の星の子が一いつ斉せいに亡なくなった結果、区ごと壊かい滅めつしたという唯ゆい一いつ無二の例だ」

「一斉に？」

　ただならぬ話になってきた。アステラは背筋をこわばらせる。

「星の子がいなくなった土地では星輝石も育たない。くじら区は鉱山としての機能を失い、結果、住民は散り散りになって、今や人っ子一人いない廃区と化した」

　星の原にあって、星輝石の採れない土地は完全に無価値だ。見捨てられるしかない。アステラは星の光の消えた暗い鉱山を思い浮うかべながら、ルディに問うた。

「でも、くじら区の星の子たちは、どうして亡くなったんですか」

（一族全ぜん滅めつっていうんだから……、ひどい疫えき病びようとか？）

「そこが問題なんだよ、アステラ」

　ルディは喧けん嘩かでも吹ふっ掛かけるように、好戦的な笑えみを浮かべた。

「火災、事故、船の沈ちん没ぼつ。不思議なことに、ケートス家の人々は度たび重かさなる不幸な事故によって、わずか数年のうちに次々に死んでいった。まるで魔法みたいにね」

　ルディの言葉は端はし々ばしに不ふ穏おんな火種を弾はじかせていた。少しの摩ま擦さつで炎えん上じようしかねないそこに、さらに油が注がれる。

「そこへ来て、アステラ。くじら区は前々から天帝とそりが合わなかったと聞いたら、君ならどう思う？」

　その質問で、アステラはやっと合が点てんがいった。答えこそしなかったけれど、この不自然な出来事の下に横たわる黒い影かげの存在を、はっきり認にん識しきしたのだ。

「そのころのケートス家の当主、名はメンカル・ケートス」

「メンカル」

「ああ。くじらの鼻先にあたる星で、赤い三等星だよ。彼は学院の教授で、ベテルギウス帝ていのかつての同どう僚りようだった」

（同僚？　ああそうか、天帝だって元々は星せい導どう士しなんだった）

「メンカル教授とベテルギウス帝は、ここにいたころは共同研究もしていたらしい。だが、何らかの理由で物別れに終わったそうだよ。教授はそれ以降ずっと、執しつ拗ように星府から圧あつ迫ぱくをかけられていた。そしてついに教授職を解任になって、くじら区に戻った数か月後に死亡」

　ルディはそこで一息ついた。ソファの背もたれに片かた肘ひじを乗せ、眼まな差ざしを遠くへ投げる。

「色々とさ、勘かんぐっちゃうんだよね」

　勘ぐってしまうのはアステラだって同じだった。不幸な事故で全滅したケートス家の当主は、天帝と星府に目をつけられていた……でも、何な故ぜ？

「天帝との間に、何があったんですか？」

「さあ？」

　ルディは正直に答え、宙を仰あおいだ。

「ただ、メンカル教授は天帝と違って星なしに親身だった」

　そしてそのまま、独り言みたいに続ける。古い記き憶おくを呼び出すように。

「星せい輝き石せき配給の増額に執しゆう心しんしていたよ。自区の星なしたちにより多く与あたえるためにね。もちろん星府にははねつけられていたが。それもまた天帝の気に障さわったんだろうね」

「星なしに、より多く……」

（星の子でもそんな風に星なしのことを慮おもんぱかってくれる人がいるんだ）

　アステラは感激するけれど、もちろんそれは彼女が星なしだからであって……、プレアデスの六姉妹は不満げに口を挟はさんだ。

「配給の増額なんて必要ないわ」

「星なしたちが高価な星輝石を欲しがったのね」

「星なしにそんな贅ぜい沢たく許されない」

「そうよ、星なしたちを図に乗らせてたから、天帝の怒いかりに触ふれたんだわ」

　ルディはゆったり身体からだを起こし、その勢いのまま、赤い三白眼で姉妹たちを睨にらみつけた。

「本当に愚おろかだね、君たちは。たまに本気で羽をむしりたくなる」
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　口元こそ笑っているが、滲にじみ出る憤ふん懣まんは隠かくせなかった。その迫はく力りよくに、プレアデスの姉妹たちは怯おびえて身を寄せ合う。アステラですら震ふるえそうになった。

　ルディはため息をつき、珍めずらしく真顔になった。

「天てん帝ていは唯一絶対の権力者で、完かん璧ぺきな計算で天を統すべる。星輝石配給も公正で間ま違ちがいはない。ケートス家はそれに逆らおうとした反逆者たちだ。だから、くじら区の壊滅はいわば、天てん罰ばつ」

　そして教科書でも読み上げるかのように無感情に述べると、そこで息を吸って、

「なんて、大おお噓うそだよ、アステラ。天帝に騙だまされちゃいけない」

　吐はき出す息と共に、そう言い切った。

　アステラは瞠どう目もくした。あまりに不ふ遜そんな発言だ。聞き咎とがめられればルディでも身が危あやうい。いくら一等星の子でも、星導士である以上、天帝への服従は絶対のはず。

　しかし恐れ知らずのルディは気にする様子もなく、しゃあしゃあと言ってのけた。

「天帝にたてついた一族が突然不幸に襲おそわれる。そんな都合のいい話あるかい？　反乱分子を一家皆みな殺ごろしにして無理やり鎮ちん圧あつした、としか、思えないんだよねえ」

　それっきり、ルディもプレアデス姉妹もしばらく口をつぐんだ。

　アステラは考え込む。ケートス家と天帝との間の軋あつ轢れきは、彼女には知る由よしもない。

（でも、星輝石の配給に関しては、他人ひと事ごとと思えない）

　自区の星なしのために、配給を増やそうとしていたくらいだから……、きっと区長メンカルは、星なしたちの暮らしをよく見知っていたに違いない。星の子なのに。

　アステラの脳のう裏りに、金きん髪ぱつに黄色い瞳ひとみの青年の姿が浮かんだ。地下鉱山に下りて、星なしのために働く星の子を、アステラは一人だけ知っているのだ。

（星なしのことを想おもうことが反乱と呼ばれるのなら……、私だって天帝は大噓つきだと思う）

　星なしに力を貸しただけで一族全員反逆者呼ばわりだなんて、いくらなんでもやりすぎじゃないか。抑おさえつけるだけ抑えつけておいて、反論には聞く耳を持たない……それでどこが公正なのか。いや、そもそも。

「こんな雲の上で、公正なんて、誰だれが分かるんでしょう」

　気づけば、アステラはつい、そう零こぼしていた。

「なんだって？」

「いえ、その」

　アステラは少し言いよどむ。嚙かみつきたいわけではなかった。星なしを見下すプレアデス姉妹の言いざまには確かに腹が立ったけれど、天上世界で星の子として育てば、悪気はなくともそう考えるようになってしまうのかもしれない。ここにいれば分からないのだ、きっと。

　でもアステラには分かる。アステラだから分かる。

　星なしだからこそ、言えることも、ある。

「勘かん違ちがいしてほしくないんですけど、大前提として、今の配給は全然適正量じゃないですよ。基本的に全く足りてません。星府の人たちは地下鉱山の需じゆ要ようを全然理解してない」

（あるいは、意図的に無視しているのかもしれないけど）

　アステラは言葉を選びつつ、思ったことを口にしていく。細い指を、胸の前で絡からめて。

「星の子と違って……星なしは、星の光を持ちません。星ほし魔ま法ほうも使えないから、星輝石に頼たよるしかないんです。病気を治すのも、作物を実らせるのも、星輝石なしじゃ効率ががくんと落ちる。もし流は行やり病や不作が起これば、それだけ星輝石が必要になるはずです」

　家に病人が出たとき。天候不順が続いたとき。星なしたちはいよいよ星輝石の工面に苦労する。いつもは節約していても、非常事態では星輝石の力に頼らざるを得ないからだ。

「星なしにとって、星輝石の配給は死活問題です。だからこそ、何かあったとき柔じゆう軟なんに対応できないなら意味がない。それは公正とは言えない」

　確かに、中央星府は決められた量を毎月きっちり配給してくれる。でも、その量は区がどんな状じよう況きようであろうと絶対に変わらない。上納についても同じだ。星なしに裁量の余地はない。

「でも、ここからじゃ、地下の世界は見えません」

　アステラは窓の外を眺ながめた。雲の上に聳そびえ立つ、天都という一つの城。地下鉱山から天都の中を窺うかがい知ることができないように、天都からもまた、地下鉱山の姿は見えない。

「雲の上にいたら、何が公正かなんて分からない。星の子こそ……星導士こそ、空から降りなきゃ。地下のありさまを、その目で見なきゃ」

（メンカルさんやロキさんのような星の子が、もっと増えれば）

　自分に力がないのが悔くやしい。こうして、叶かなわない願いを募つのらせてばかりで、アステラには世界を変えることができないから。

「……驚おどろいた」

　ルディの顔から表情が消えた。

「君が本当に気に入ったよ、アステラ」

　ルディはそこで言葉を切り、真ま面じ目めな顔で、短くこう続けた。

「合格だ」

「え？」

　ルディはおもむろに立ち上がった。そして広い部屋を横切り、壁かべ際ぎわのチェストから手紙を一通取り出すと、顔の前にかざしてみせた。

「今朝方、からす便で届いたんだ」

「からす便？」

　アステラは顔を跳はね上げる。ルディは口づけでもするように手紙を口元に当てて、

「夜の鯨くじらって、知ってるかい？」

　そう、尋たずねた。アステラの丸くなった目が、その答えになった。ルディは満足げに笑う。

「彼からの手紙だ。びっくりだろう？」

「まさか」

「私を誰だと思っているのかね。これでも星せい導どう士し、それも一等星だぞ。大だい胆たん不ふ敵てきだよねえ。天帝に告げ口されると思わなかったのかな」

　ルディは言いながらも、なぜだか怒おこっているようには見えなかった。

「だが、面おも白しろい」

　ルディは手紙を開き、読み上げる。

「今年の入試に、紺こん色いろの瞳に髪を二つくくりにした、アステラという少女がやって来る。面めん倒どうを見てやってくれ、とね」

「夜の鯨が……？」

　予想外の展開に、アステラは理解が追いつかない。

「見返りに子こ猫ねこ捜さがしを頼たのまれてくれた。こいぬ区にいい便利屋がいるそうだね？」

（ロキさんのことだ）

　夜の鯨はアステラに会う条件として、学院に行って奪うばわれた星輝石を取り戻もどすよう依い頼らいした。そしてそのアステラを助けるために、星導士ルディに手回ししていた……？

「ルディさんは……夜の鯨が誰なのか、知ってるんですか？」

　ルディは口の端はしを持ち上げた。

「知ってたとして、教えてほしい？」

　アステラは少し考えて、かぶりを振ふる。依頼も果たせないまま人に解答を乞こうんじゃ、自立と言えない。

「……自分で見つけ出したい、です」

「よい答えだ」

　思えば、一次試験の後ずっと、ルディは何重にもアステラを試ためしていたのだ。期待以上の答えを返しながら、それでも自力で答えを得たいというアステラに、ルディはもう十分すぎるほどの情報を与あたえていた。あとはアステラが、散らばった星を結ぶだけ。

　ルディはアステラの隣となりに再び腰こしを下ろし、睦むつ言ごとでもささやくように、こう切り出した。

「ケートス家は全ぜん滅めつしたと言ったね。確かに、くじら区の鉱山は今やクズ石一つ湧わかない廃はい鉱こうだ。すなわち、くじら座の星を宿した星の子は、今この世にいないということ。でも……、天都ではまことしやかに噂うわさされているんだよ。くじら区には生き残りがいるとね」

「生き残り？」

　穏おだやかでない言葉に、アステラの心が震える。

「夜の鯨、なんて名前、仄ほのめかしにしてもあけすけだよね」

　それはアステラだって思っていたことだ。夜の鯨、くじら区、ケートス家。見る人が見れば、身元を露あらわにしているも同じ。

「星なしに手を差し伸のべ、罰ばつを受けたメンカル・ケートス。彼が実は生き延びていて……、今度は冬の宮の地下で、星なしのために闇やみ市いちを開く」

　それはあまりに綺き麗れいな流れだ。綺麗すぎるくらい。

「もちろん証しよう拠こはないよ。でも、十分ありえる話じゃないかな」

　アステラは額に手を当てた。考えすぎて頭が熱くなっている。考える時間が欲しかった。

「ちょ、ちょっと、待ってください」

「まだだよ、アステラ。もう一つ手がかりをあげよう」

　ルディはたたみかけるように、追い詰つめるように、決め手となる一言を発した。

「メンカル教授はね、実は私の恩師なんだよ。在学中、私は彼の研究室ラボにいたんだ」

（あ）

　ここまでの不ふ穏おんなやりとりが、やっと理由付けられた。

（だからルディさんはケートス家のことに詳くわしいんだ）

　でも、だとしたら……？　アステラはさっきの話を思い出す。天都でささやかれている、ケートス家の生き残りの存在。

（仮に、夜の鯨がメンカル・ケートスだとすれば）

「どう、繫つながった？」

（娘の最初の冒ぼう険けんを、教え子に支し援えんさせたってことなら）

　筋は、通る。問題は、

（……つまり私は、反逆者メンカル・ケートスの娘むすめ？）

　それはかなり危険な考えだった。いくらルディがメンカルの元教え子だったとしても、憶おく測そくで口に出すのははばかられる。

「ちょっと……頭の整理を……」

　そう言いながら、アステラは手て癖くせで首元からペンダントを引き出し、黄色い石に触ふれた。

「アステラ、それは？」

　そこでルディが声を上げた。彼女のペンダントに目を留めたのだ。

「え？」

　アステラはそこで初めて、自分がロキの星せい輝き石せきを握にぎっていることに気づいた。

「これは、その、知り合いに貰もらったんです」

　アステラが答えると、ルディは目を細め、黄色い星輝石を見やる。

「知り合いって？」

「えっと……、一いつ緒しよに暮らしてる人です」

　どう説明してよいか分からず、アステラはひとまずそう答えた。

「ふうん」

　アステラは石に触れながら、ロキのことを思い出す。

（ロキさんは知ってるのかな。くじら区のこと。ケートス家の当主が、生き延びているかもしれないこと。くじら座、鯨、夜の鯨……）

　偶ぐう然ぜんとは思えない一いつ致ちに、心がざわつく。アステラはすっくと立ちあがった。

「ちょっと……散歩に行ってきます」

「今から？」

「頭冷やさなきゃ……爆ばく発はつしそう」

　アステラはふらふらと、飾かざり彫ちよう刻こくだらけのドアに向かった。

「危なっかしいな、私もついて行こうか？」

「いや、ルディさんと一緒にいる方が危ない気がします。色々と」

「アステラさ、ちょっとの間に私への耐たい性せいついてきてない？」

　ルディは不満そうに唸うなると、ソファにかけてあったフード付きのコートを投げて寄こした。

「せめてそれを着てお行き。外は寒いから。あまり遠くに行かないでね」

「ありがとうございます、ルディさん」

　アステラは振り返って礼を言うと、コートを羽織って部屋を出た。
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「くじら座にはね、不思議な星があるんだよ。その星がね、私の希望なんだ」
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　いつの間にか日も沈しずみ、夜の闇やみが天都を包んでいた。ルディの部屋から出たアステラは、あてもなく学院の構内を歩きながら、考える。

（いったいどういうことなんだろう）

　夜の鯨くじらが、アステラを学院に送り込んだこと。ルディにアステラの世話を頼んだこと。ルディが滅ほろびたくじら区の区長メンカル・ケートスの教え子だったこと。

（なんだか、導かれてる気がする）

　アステラの船を進めるために、夜の鯨が海流を用意してくれているみたいだ。

　結論を急ぐにはまだ早い。アステラは散歩しながらもう少し考えることにした。幸い夜の空気はひんやりとして、考え事をするにはちょうどよさそうだ。

（それにしても、本当に綺麗なところ）

　建物はどれも白い石で造られており、どの部屋も夜間は光が漏もれないようにカーテンを引いてある。屋上にはところどころ観測用のドームも見えた。外灯がないので暗いが、今の時間は月明かりだけで十分歩ける。

「……っとと」

　気づけばずいぶん遠くまで来てしまったようだ。講義や研究のための棟とうが立ち並ぶ区域を抜ぬけ、がらんとした広場に出る。月光に照らされて、石いし畳だたみの複雑な幾き何か学がく模様が、浮うかび上がるように輝かがやいた。広場の中央には大きな噴ふん水すい。そしてその奥に、何か黒い大きな半球が見える。

（何あれ？）

　アステラは目をすがめつつ、歩を進める。謎なぞの半球は小屋ほどの大きさで、中は見えなかった。月面のように白く輝く街で、ぬらりとしたその黒い半球だけが強きよう烈れつな違い和わ感かんを放っている。好こう奇き心しんに突つき動かされ、アステラが噴水の前を通り過ぎようとした、そのとき。

「そこで何をしている？」

　後ろから声がかかった。アステラは振ふり返り……飛び上がる。

　銀糸のような髪かみ、透すき通った肌はだ、やや吊つり上がった青い目。

「シリウス……さん」

　相変わらず絶世の美び貌ぼうだ。だが、アステラはできれば今その顔を見たくなかった。

「天てん象しよう儀ぎの周辺は立ち入り禁止だ」

　青年はつかつかと革かわ靴ぐつを打ち鳴らし、こちらに近寄って来た。アステラはルディに借りたコートのフードを目ま深ぶかにかぶり、顔を隠かくす。暗くて助かった。顔を見られるわけにはいかない。

「君は受験生か？　名を名乗れ」

「あ、えっと、違ちがうんです、私」

　アステラは言い訳しようとして、わたわた手を振った。と、その拍ひよう子しに足がふらつき、

「あ、わわわわ！」

　嫌いやな予感を覚えるより先に、アステラは、あろうことかシリウスの方によろめいた。

「わ！」

　そして二人はもつれながら噴水に向かって倒たおれ込み、

　ばっしゃあああああん！

　直後、冷たい水しぶきが月光を浴びて煌きらめいた。

　アステラの法則一、液体は必ず零こぼれる。あるいは、こちらが中に落ちる。

「あ、え!?　わっ、ごめんなさい！」

　アステラは頭からつま先までびしょ濡ぬれになって立ち上がる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「何一つ大丈夫じゃない」

　彼は水の中に座り込んだまま、こちらを見上げた。濡れた前まえ髪がみが斜ななめにかかり、白い肌の上に銀色に輝く雫しずくを滴したたらせている。

「うっ」

（綺き麗れいすぎる。直視できない）

　口元を押さえるアステラの前で、シリウスはゆっくり立ち上がろうとした。しかし、

　びりっ。

「あ」

　嫌な音がして見やれば、アステラが彼の上着を踏ふんづけていたらしい。星せい導どう士しの証あかし、銀色の玉たま縁ぶちが入った裾すそが、脇わきに入ったスリットに沿って大きく破けてしまっていた。

「ご、ごめんなさい！」

　シリウスはもはや返事もしない。

（お、怒おこってる……！）

　アステラはフードの下で青ざめ、壊こわれたおもちゃみたいに何度も何度も頭を下げた。

「あの、弁べん償しよう、たぶんできないけど……、本当にごめんなさい。許してください」

　青年の無言がアステラの狼ろう狽ばいを加速させる。アステラは知っていた。不運は不運を呼ぶ。こういう場合、災難がこれだけで終わるわけがなかった。

　ぽつり。

　案の定、図はかったかのように、大おお粒つぶの雨が降って来た。アステラの法則一、降れば土ど砂しや降ぶり。元々ずぶ濡れの二人の上に、ダメ押しのような猛もう烈れつな雨が降りかかる。

（やっぱりついてない……！）

　顔を引きつらせるアステラの前で、シリウスは大きくため息をついた。無理やり落ち着こうとしているように見えた。今度こそ殺される、と、アステラがきゅっと目を閉じたとき、

「あそこに東あずま屋やがある。とりあえず雨宿りしよう」

「え？」

　予想外の台詞せりふに、アステラは呆ほうける。シリウスは有う無むを言わせず、少女の冷えた手を取った。

「濡れたままでは風か邪ぜをひく。来い」

「え、ちょっと」

　案外押しの強いシリウスに連れられ、アステラは東屋へ向かった。
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　シリウスは右手の人差し指を立てた。その先に、青い光が灯ともる。彼は空中にその光を押し付けるように、一つ、二つ、三つ、四つと星を打ち、稲いな妻ずまのような模様を描えがいた。

「星ほし魔ま法ほう！」

「ろ座の星座陣じんだ。少しは温まるだろう」

　ろ座は晩秋から初冬、南の空低くに見える星座だ。化学実験に使う炉ろを表しているが、明るい星がなく、目立たない。ただ、星魔法としては役に立つ。

「ありがとうございます」

　空中に描かれた星座陣から、温かな光が漏れだした。ぱちぱちと火のはぜる音。東屋全体が柔やわらかい熱で包まれ、芯しんから冷え切った身体からだのこわばりをほどいてゆく。

　アステラがうっとりとその光に見とれていると、シリウスは長い銀ぎん髪ぱつをかき上げて尋たずねた。

「コートを脱ぬがないのか？」

「あ、いや、あの」

　アステラはしどろもどろになる。今フードを取って顔を見られれば、地下鉱山で出会った少女だとすぐにばれてしまうだろう。そうなればただではすまない。

（のんびり温まっている場合じゃなかった！）

「私は、あの、これで大丈夫ですから」

「しかし、身体が冷えてしまう。ほら、フードを取って」

　アステラは頭を高速回転させる。こういうとき、どうすれば……。そこで彼女は、一次試験のときにシリウスを称しよう賛さんしていた受験生たちの姿を思い出した。

「あ、あの」

「なんだ」

「私、その……」

「何なんだ、はっきり言え」

　アステラは腹をくくり、両りよう拳こぶしを握にぎりしめると、勢い込んで言い放った。

「私、あなたさまをお慕したいしているんです！」

　前ぶれもなく突とつ然ぜんとんでもないことを告白され、シリウスは一いつ瞬しゆん固まった。

「だからその、顔を見られると恥はずかしいので。ご容よう赦しやくださいませ」

「……そ、そうなのか」

　早口でその場しのぎの言い訳を重ねるアステラ。シリウスは珍めずらしくまごつき、さっと目をそらすと、ぶつぶつ言い始めた。

「いや、僕はその、女性の扱あつかいには慣れていないから……、」

　耳の先が赤くなっているのは星座陣の熱のせいだろうか？　彼は平静を装うように、

「その、失礼した。そのままで構わない」

　二人の間に、いたたまれない静せい寂じやくが降りた。一方はばつが悪そうな顔でせわしなく瞬まばたきを繰くり返しており……、もう一方は、しかし、危機を乗り切れた安あん堵どでいっぱいで、自分が何を口走ったのかなんて深く考えてもいなかった。

「じゃあ、せめてもっとこっちに。火に当たるといい」

「ありがとうございます」

（意外と優やさしいんだ）

　地下鉱山での星なしへの振る舞まいとは印象が全然違う。アステラは驚おどろきつつ、素す直なおに従った。そういえば、噴ふん水すいに突つっ込んだことも、上着を破ったことも、責めたりなじったりする様子はない。傲ごう慢まん不ふ遜そんな態度と気き遣づかいが不思議に同居していて、なかなか摑つかめない青年だった。

　アステラは左手でフードを引き下げたまま、右手を突き出した。

「あの、上着貸してください。繕つくろいます。裁さい縫ほう道具持ってますから」

「構わない。新しいのを買う」

「これだからお金持ちはっ！」

　貧びん乏ぼう性しようのさがで、アステラは思わず大声を上げた。

「まだ使えますよ、勿もつ体たいない。ほら、いいから貸してください」

　そして無理やり上着を奪うばう。まだ濡れているから、まずは乾かわかさないと。ろ座の星座陣に向かって上着を掲かかげるアステラを、青年は奇き妙みようなものを見る目で眺ながめた。

「……君、受験生なんだよな？」

「ええ。ちょっと道に迷ってしまって」

　アステラは東屋から噴水の向こう側を見やった。

「あの真っ黒いのが、天てん象しよう儀ぎですか？」

　試験会場で受付の女性が言っていた。星の子の親星を判別できるのは天象儀だけ。天象儀の問答で親星が分かれば、以降はその星の名で呼ばれるようになる……とか。

「そうだ。試験を勝ち進めば、君もやがてここに来る」

（勝ち進む気はないんだけど……）

　アステラの目的はあくまで潜せん入にゆう捜そう査さだ。星導士に巻き上げられた星せい輝き石せきを取り戻もどすこと。

（……あれ、これってもしかして、絶好の機会なんじゃ？）

　星輝石を取り上げていった張本人が目の前にいるのだ。危ないと言えば危ないけれど、これを逃のがす手はない。

（どうにかして聞き出さなきゃ。星輝石の在り処か！）

　決意するアステラをよそに、青年は天象儀の話を続ける。

「天象儀はその者が星導士になるに足る人物かどうかを見み極きわめる。噓うそやまやかしは通用しない。怖おじ気けづいて帰ってくる者もいる……ところで君は僕の上着を繕いたいのか焦こがしたいのか？」

「わわっ！」

　星座陣に近づけすぎて上着が熱くなっていた。アステラは乾いた上着をぱんぱんと払はらい、膝ひざに載のせる。ずぶ濡ぬれの鞄かばんから裁縫道具を取り出し、慣れた手つきで針に糸を通しながら、

「星導士になるに足る人物って、どんな人ですか？」

　シリウスは前まえ屈かがみになり、両膝の上に肘ひじをついて少し考えた。

「星導士は……星の光をもって民たみを導く者だ。星なしは星の声が聞こえないからすぐに間ま違ちがいを起こす。我々星の子が導かなければ」

　そこでアステラの眉まゆがぴくりと震ふるえた。

「それってどういう意味ですか？」

「そのままだ。天は絶対で、星々の秩ちつ序じよは正しく美しく揺ゆらがない。我々星の子はその神秘の力を行使する権利を与あたえられたのであり、星なしにはその資格がない」

　青年は淡たん々たんと答えた。悪意があるようには思えなかった。これが天上世界の規き範はんなのだ。

　アステラは唇くちびるを引き結び、破れた上着を縫ぬい綴とじながら、ルディの言葉を思い出していた。

　──大おお噓うそだよ、アステラ。天てん帝ていに騙だまされちゃいけない。

「星輝石に関しても、星導士がきちんと管理しなければ。配給は中央星府が一いつ括かつ統とう御ぎよするに越こしたことはない。地方の自治を許すとすぐに不正が起こる……星なしに影えい響きようされて星府に逆らうなど、嘆なげかわしい」

　くじら区のことを言っていることはなんとなく分かった。星府が揉もみ消したというだけあって、シリウスも名指しこそしなかったが。

「でも、どの区もいつでも豊かってわけじゃないでしょう？　冬の宮は比ひ較かく的てき裕ゆう福ふくですけど、暗い星しかない区では星輝石もあまり育たないだろうし……そういう区には、配給を上乗せしてあげるべきだと思いません？」

　シリウスは強い青の瞳ひとみでこちらを見た。それは冷たすぎて火傷やけどするような光だった。

（お、怒おこらせたかな）

　ひやりとするアステラに、彼はけれど落ち着いた表情のまま、こう口を開いた。

「我々星の子は親星に選ばれ、その力を地に媒ばい介かいするために遣つかわされている存在だ。我々が地に足をつけているから、鉱山で星輝石が育つ」

「え、ええ」

「だが、わざわざ地下の星輝石を掘ほらなくたって、我々はこうして」

　シリウスが右手を握り、また開く。いとも簡単に、その手のひらの上にシリウス石──金ダイ剛ヤモ石ンド型の美しい結けつ晶しようが現れた。

「身体の中の光を取り出すことができるんだ」

　それは星に愛された者の特権。アステラには夢に見ることすら許されない。

「考えてみろ。星の子の数はたかだか数千。我々の分だけなら、自分たちの身体から生み出す星輝石でまかなえる。極きよく端たんな話、鉱山で湧わく星輝石は星なしに与えっぱなしでも問題はないわけだ。ではなぜ彼らに採さい掘くつさせ、上納させ、配給するのか？」

（あ……考えたこと、なかった）

　確かに、星なしのことをそんなにも見下すのなら、関かかわらなければいい。彼らは星輝石を自給自足できるのだから。それなのに、どうして配給制度に固こ執しゆうするのか？

「どうして、ですか？」

「立場を分からせるためだ」

（ああ）

　星輝石が空から降らず、地面から湧いてくるのはどうしてなんだろうと、ずっと思っていた。でも今分かった気がする。星なしは這はいつくばって星輝石を集めることを運命づけられているのだ。はるか高みから、星の子に見下ろされながら。目を合わせることすら許されないまま。

「星なしは星の光を持たない。我々が彼らに、分け与えてやってるんだ。そのところを勘かん違ちがいさせちゃいけない」

　針を動かす手が止まった。星の子がこんな風に星なしを見下している限り、天帝が代だい替がわりしても未来は暗いだろうなと思う。いくら全天で一番明るい星でも。

「闇やみ市いちだのなんだの……地下の規律は乱れている。秩序を取り戻さなければ」

　シリウスは腕うでを組み、そう言った。アステラの脳のう裏りに、こいぬ区の地下鉱山での出来事が蘇よみがえる。目的の方向に話を持っていく好機だ。

「夜の鯨くじら……ですよね？　聞いたことあります」

　アステラは恐おそる恐る尋たずねてみた。シリウスは頷うなずく。

「天は絶対だ。反乱を許してはならない」

　青年はじっと、どこかを見つめていた。自分への確かく認にんのように、自分で信じ込もうとするように、何度も何度も、合わない焦しよう点てんをどこか遠くで結ぼうとして。

「どんなに小さい芽でも、必ず潰つぶさなければ」

　地下鉱山でも、彼はそんなことを言っていた。アステラは一歩踏ふみ込む。

「でも……、夜の鯨はずっと逃にげ延のびています」

「天帝はここ最近お身体からだが悪いから仕方がないんだ。兄さまが代わりに捜そう査さを続けてきたが、兄さまもお忙いそがしいし、成果は正直はかばかしくない」

　苛いら立だちを滲にじませるシリウス。確かに、地下鉱山での星府の調査はうまくいっているとは言えなかった。

「だが、僕が星せい導どう士しになったからには、すぐに捕とらえるさ。この間もこいぬ区で強制捜査をしてきたところだ」

　シリウスは自信ありげに胸を張った。

「試験監かん督とくのために一時中断したが、終わり次し第だいまた地下に向かおうと思っている。星なしたちは星輝石を取り上げると脅おどせばずいぶん怖こわがるからな」

　楽しむような口ぶりに、アステラは唇を嚙かんだ。でも、ここは我が慢まんして、あくまで自分の本分を思い出す。そうやって無理やり奪われた星輝石を取り戻すために、ここに来たのだ。

「もうずいぶん取り上げたんですか？」

「ああ。奴やつら、なかなか口を割らん」

「その星輝石は……どこに？」

　さすがに不自然だったろうか。シリウスに警けい戒かいの視線を寄こされ、アステラは取り繕う。

「単なる好こう奇き心しんです。別に深い意図は」

「たとえ星の子であっても教えられないな。秘密の場所に隠かくしてある」

「秘密の場所、ですか」

「ああ。兄さまと僕しか知らない」

（簡単に教えてくれるわけ、ないか。でも、なんとかして聞き出さなきゃ）

　この依い頼らいを果たさないと、夜の鯨に会えない。夜の鯨の正体も、自分の身元も分からない。

（夜の鯨の、正体……）

　ルディとの会話で、ある危険な仮定を心に抱いだいたアステラ。彼女はその胸むな騒さわぎを止めることができなかった。これ以上は訊ききすぎかもしれないけれど。

「あの……夜の鯨は、くじら区の生き残りだって、本当でしょうか？」

「思った以上に噂うわさが一人歩きしているようだな」

　シリウスは困ったように言った。

「メンカル・ケートスが生存しているという確証はない」

　歯切れが悪い。余計なことを口走ってしまったと、その顔は後こう悔かいしているように見えた。

「少なくともくじら区の鉱山は死んでいる。あるのは黒い石ころばかりで……もちろんメンカル石は育っていない。だからメンカルが生きているとは思えない」

「でも夜の鯨は」

「だから、捕つかまえなければならないんだ」

　シリウスは強い語調で遮さえぎった。

「幽ゆう霊れいでもあるまいし……、どういうことなのかはっきりさせる必要がある。もし万が一本当にメンカル・ケートスが生き延びて、地下で闇市なんぞを仕切っているのだとすれば」

　声が次第に冷えていく。氷のような青い目に力を込めて、

「それは天帝への明確な反逆だ。必ず捜さがし出して、今度こそ亡なき者にしなければ」

（天帝の息むす子こが二人がかりで……天帝もメンカル教授は死んでないって思ってるのね）

　だとすれば。アステラは彼の上着をぎゅっと握にぎった。

「メンカルには」

　そして問いかける。上ずる声で。

「メンカルには、娘むすめがいましたか……？」

　とたん、シリウスは顔つきを変えた。

「何だと？」

　行き過ぎたらしい。彼はアステラの方へ身を乗り出した。慌あわてる間もなく、フードの下から顔を覗のぞき込まれる。影かげがかかって瞳は見えないはずだが、この近きん距きよ離りではごまかしきれない！

「君……どこかで……」

　と、そのとき。

「やだなあ、アステラ。散歩だなんて言って、浮うわ気きは許さないよ」

「ルディさん！」

　短い黒くろ髪かみに赤い目。すらりとした長身の星導士が傘かさをさして東あずま屋やにやってきた。

「あんまり遅おそいから迎むかえに来てあげたよ。お姫ひめさま」

　ルディは歯の浮うくような台詞せりふの後、アステラの隣となりの青年に目をやると、

「おや、君かい！　奇き遇ぐうだね」

　ルディもシリウスも一等星の子。アステラは星導士のトップ二人に挟はさまれた。本来贅ぜい沢たくな眺ながめなのだろうが、状じよう況きようが状況だけに身が縮む思いだ。

「ルディ、知り合いなのか？」

「まあちょっとね」

　ルディは傘をたたみ、東屋に入ってきた。

「君も一次試験を見てたらきっとびっくりしただろうよ。この子はなんと一位通過だ」

「君が？」

　シリウスの見る目が変わったような気がした。

「いや、まぐれですよ、まぐれ」

　アステラは言葉を濁にごすが、ルディはシリウスに向かって力説する。

「いやあ、素す晴ばらしかったよ。目にも留まらぬ速さだったぜ。あれは見ておくべきだったな。どうして監督せず帰っちゃったんだい？」

「急きょ来客があったんだ……結局来なかったが」

「あははっ、すっぽかされたのかい！　不ふ甲が斐いない男だな、セイ」

「君にセイと呼ばれる筋合いはない！」

　愛あい称しようで呼ばれ、シリウスは急に大声を出した。しかしルディはどこ吹ふく風だ。

「よしよし、可愛かわいい子犬だな」

「こいぬじゃない、おおいぬだ！」

（この人、こっちの方が素なのかもしれない）

　星なしの前では居い丈たけ高だかにふるまっているけれど、星の子相手なら優やさしい一面もあるし、時おり年相応の感情の揺ゆれも見せる。今こんな緊きん張ちよう感かんのないことを思うのも変な話だけれど、アステラは彼になんだか少しだけ親近感を抱いた。

　ルディは彼をからかうのがよほど面おも白しろいらしく、くつくつ笑いながら、

「星府の仕事に熱心なのは結構だが、試験の方にも気を配ってくれよ。将来共に学院を支えていくような才能ある子が、受験生の中にいるかもしれないんだぞ？　気にならないのか？」

「別に」

「セイ、次期天てん帝ていは自分だと高をくくるのはやめておけ。候補は二十一人もいるんだ」

「ふん。半分は年寄りで、四分の一は無能だ」

　シリウスは緩ゆるんだ雰ふん囲い気きをごまかすように鼻を鳴らした。

「おや、私は残りの四分の一に入っているのかな？」

「その女好きが治れば認めてやってもいい！」

　シリウスは嚙みつくように叫さけぶと、そこで急にアステラの方に声を投げた。

「縫ぬえたか」

「え？」

「縫えたのか？」

「あ、ええ、はい」

　アステラが繕つくろい終わった上着を渡わたすと、シリウスはひったくるようにしてそれを摑つかみ、ふっと息を吐はいて、ろ座の星座陣じんを吹き消した。

「セイ、帰るのかい？　せっかくだしもっとお話ししようよ」

「断る。彼女も受験生なら、今日は早く休ませるべきだろう」

　シリウスはその綺き麗れいな顔をアステラに向け、少し怒おこったような調子のまま、

「二次試験は明日の午後からだな」

「え、ええ」

　そして少し躊躇ためらった後、フードの少女にこう声をかけた。

「……せいぜい頑がん張ばれ」

（偉えらそうだけど……一応気き遣づかってくれたのかな？）

「ありがとうございます」

　やっぱり芯しんから悪い人とは思えない。青年は上着を羽織ると、足早に雨の中へ去って行った。

（嵐あらしみたいな人）

　アステラはますますシリウスのことがよく分からなくなった。

　ルディと言えば、なぜだかにやにやしている。何がそんなにおかしいのか。

「アステラ、君も隅すみに置けないじゃないか。虫も殺さぬ顔をして、一等星の子を三人も手玉に取るとはねえ」

「え、三人って？」

　アステラは驚おどろいて尋たずねる。ルディは指を一本、二本と立てる。

「私とシリウス、それと、」

　そして三本目を立てると、

「ロキ、だろ？」

　そう、言った。

「……え？」

「正式な名で呼んだほうがいいかな？　こいぬ座の一等星、プロキオン」

　アステラの息が、止まった。

（ええええええっ!?）

「ちょ、ちょっと待ってください、プロキオンって、あのプロキオン？」

　冬の大三角の一いつ端たんを担になう、こいぬ座のプロキオン。明るさは全天八位、もちろん一等星だ。

「君の持ってる石はね、黄き水ずい晶しよう型の結けつ晶しよう……貴重なプロキオン石だよ。一次試験首席通過の君ともあろう人が、気づかなかったのかい？」

　確かに、プロキオン石は黄色い水晶型を成す。とはいえ水晶型はありふれているし、黄色い星も多いから、深く考えたこともなかった。

（だってまさか、あのロキさんが、一等星の子なんて思わなかったから……！）

　ロキはアステラに親星の名を教えてくれなかったけれど、それは名前もないような暗い星だからなんだって、思っていた。

「ロキさんは何も……」

　アステラは言いかけて、そこで、顔を上げる。

「ルディさん、知り合いなんですか？」

　ロキは元星せい導どう士しだと言っていた。アステラに出会う前、彼はここ、天都にいたのだ。

　ルディはにっこり笑って、答えた。

「私とロキとはここで同期だったんだ。研究室が同じでね。どういうことか分かるかい？」

「同じ研究室って……まさか」

「そう。彼もまた、メンカル教授の教え子だよ」

　アステラは先ほどの話を思い出す。メンカル・ケートス。天帝に歯向かって殺された、かもしれない人。でも、もしかしたら生き延びて、そして……、

（学院にやって来た私の保護を、元教え子であるルディさんに頼たのんだ？）

　じゃあ、それまでのことは？　地下鉱山で自分の保護を任されていたのは誰だれか？

（夜の鯨くじらがどうして私をロキさんに預けたのか）

　それは彼もまた、メンカル教授の教え子だったから……？

　ルディは胸むな元もとから夜の鯨の手紙を取り出す。慈いつくしむように、白い封ふう筒とうに優しい視線を投げ、

「確信したよ、アステラ。教せん授せいは生きてるんだね」
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　翌朝。

「やあ、アステラ。よく眠ねむれた？」

　アステラは目をこすりつつ、首を振ふった。昨晩はもう遅かったので、ルディはシリウスの助言に従い、受験生であるアステラの休息を優先して有う無むを言わせず寝しん室しつに引き下がらせたのだ。心こころ遣づかいは嬉うれしいが、あんな爆ばく弾だん投げられて安あん眠みんできるとしたら相当の図太さだ。

　ルディは朝食の後、プレアデスの姉妹に用を命じて追い払はらい、ようやくアステラと二人の時間を作った。アステラは口から飛び出しそうになる疑問の山をいったんは脇わきに置き、これまでの経いき緯さつを語った。いまさら隠かくすことでもないだろう。夜の鯨を捜さがす中央星府のやり方が、近ごろ度を越こして強きよう硬こうになってきていること。夜の鯨は奪うばわれた星せい輝き石せきを取り戻もどしたがっていること。そのためにアステラが学院にやってきたこと。そして……、

「つまり君は星なしってこと？」

「はい。星ほし魔ま法ほうは使えません」

「なんてことだ。悲劇だよ。あれだけの才能見せられて、諦あきらめきれない！」

　ルディは大げさに嘆なげいた。でも、アステラにとってはそんなの些さ末まつなことだ。これでもう下手な噓うそを重ねなくて済むのなら、いっそ気が楽なくらいだった。

「とにかく、私には十一歳以前の記き憶おくがなくて、それで、ロキさんに育てられたんです」

「夜の鯨の依い頼らいで、か」

「ええ」

　ルディは難しい顔で唸うなった。

「その話を聞く限り、君は夜の鯨の縁えん者じやだと考えるのが自然だね。もし夜の鯨がメンカル教授だとすれば……君はつまり、教授の娘むすめ？」

　アステラは頼たよりなく首を傾かしげる。確信がないのが情けなかった。自分のことなのに。

「考えてみれば、教授から家族の話を聞いたことはなかったな。君に危害が及ぶことを恐れて隠していたのかもしれないが……確かなことは分からない。すまないね」

「いえ、そんなこと」

　ルディは例の手紙を何度も開いたり閉じたりした。けれどそれ以上思い当たることはなかったらしく、手紙を折りたたんで胸ポケットに仕し舞まう。

　そして不意にぐったりとソファの背に倒たおれかかると、恨うらめしげに唇くちびるを突つき出した。

「それにしても、天下のプロキオンが地下鉱山で便利屋とは。宝の持ち腐ぐされもいいとこだ」

「ロキさんって、そんなに優ゆう秀しゆうだったんですか？」

　便利屋といっても、普ふ段だんのロキは危険な調査も冴さえた推理もせず、怪あやしい薬品づくりや猫ねこ捜さがしで小こ遣づかい稼かせぎをしては、キャサリンだかマーガレットだかと食事に出かけるだけだ。腐らせるような宝を持っているとは思えない。

　信じていない様子のアステラを見やり、ルディは何かを思いついて身体からだを起こした。

「そうだ、いいものを見せてあげよう」

　そして部屋の隅の大きな簞たん笥すの引き出しを開けると、その奥から一冊のノートを取り出した。

「メンカル研究室の研究室ラボ日誌だ」

　ルディはその日誌をアステラに手て渡わたした。

「教授と天てん帝ていとの不和は当時すでに取とり沙ざ汰たされていたからね。メンカル研は当然不人気で、毎年閉へい鎖さの危機だったんだよ。だが私の年は奇き特とくなことに三人も学生がいてね」

　日誌を広げれば、そこには確かに三つの筆ひつ跡せきが見て取れた。大ぶりで力強い字、几き帳ちよう面めんそうな小さな字、そして見覚えのある、勢いよく尖とがった字。

「私と、ぼうえんきょう座のテレコ、そして、ロキだ」

　アステラは日誌に目を落とす。







　十二月十日、記録者プロキオン

【活動記録】

　引き続き、星輝石の相あい性しよう実験。しばらくはラボ内で小規模な爆ばく発はつ事故に気を付けてくれ。予想はしていたことだが、オリオン座の星はたいていの星と仲が悪い。

【通信欄らん】

　今年のふたご座流星群は月が明るくて条件が悪いらしい。仕方ないから研究室で夜通し酒盛りでもするか？

　──僕はアルヘナ研の観測会に交ぜてもらう予定です。飲みはまたの機会に。　テレコ

　──ロキ、君は下戸だろ？　ルディ

　──そもそも君たちは未成年です。　メンカル




　二月二十三日、記録者アルデバラン

【活動記録】

　こんなにいい天気の日に研究なんてごめんだね。それよりみんな外に出ようよ！　本の山の中に引きこもってると、テレコみたいにカビが生えちゃうよ。

【通信欄】

　そろそろ入試だね。今年もまた新入生の女の子たちの初うい々ういしい顔を見られると思うと待ち遠しいよ。ところで、私の持っていたこと座のベガ石を盗ぬすんだのは誰？　怒おこらないから白状しなさい。

　──知りません。それと、カビは生えていません。　テレコ

　──同じく、知りません。見つかるといいですね。　メンカル

　──ベガ本人が取り返しに来たぞ。お前にやった覚えはないってよ。　ロキ

　──噓だ。愛を誓ちかい合ったのに。　ルディ

　──ベガにはアルタイルっていう恋こい人びとがいるだろ。いい加減目を覚ませ。　ロキ




　五月二十六日、記録者アルファ・テレスコピウム

【活動記録】

　新月なので張り切って観測の予定でしたが、星像の揺ゆらぎがひどいので、機材の整備日に当てることにしました。今度知り合いから古い屈くつ折せつ望遠鏡と赤せき道どう儀ぎを譲ゆずり受ける予定です。改良は必要でしょうが、研究室の反射式よりはよいシーイングが得られるでしょう。

【通信欄】

　メンカル教授から、僕以外の二人はちゃんと研究しているのか、とのご質問がありました。僕の方は執しつ筆ぴつ中の論文が二件、実験結果待ちの共同研究が一件という状じよう況きようですが、お二人はどうなんですか？　研究室に来てもロキは寝ねているか怪しい爆ばく薬やくを作っているかだし、ルディに至っては在室自体が稀まれ、校内で女性を口説いている姿しか見ません。二人とも一等星の子なんだから、才能の無む駄だ遣づかいはやめて、真ま面じ目めに研究してください。

　──ぐうの音も出ません。反省します。　ロキ

　──右に同じ。　ルディ

　──研究者としての自覚を持ってほしいものですね。ところで、ちょっと実家の方がばたついているので、もしかしたら長めの里帰りをしなければならないかもしれません。また連れん絡らくします。　メンカル







　アステラは夢中で日誌をめくった。アステラの知らない、星の子ロキの姿。生意気な口調。態度は悪いが、どうやら才能はあるらしい。

「楽しそうですね。あはは、研究室で猫飼ってもいいか、だって」

「テレコが動物嫌ぎらいだから否決されたんだよ。あれは研究熱心だが偏へん屈くつでね」

　ルディはアステラの隣となりで一いつ緒しよに日誌を覗のぞき込みながら、懐なつかしさに頰ほおを緩ゆるめている。

「皆さん、何の研究を？」

「ばらばらさ。仲間はずれが集まったような研究室なんだ。テレコは星魔法に興味なし、根っからの観測屋だから、望遠鏡を自由に使えればそれでよかった。私は星座陣じんの解かい釈しやくが専門だ。図象学の見地から、それぞれの線の意味を考えている」

「はあ……」

　アステラが思った以上に、学院の研究は幅はば広ひろいようだ。杖つえを一ひと振ふりして星魔法を使う、そんな簡単な想像しかしていなかった。

「そしてロキは、星せい輝き石せきの研究や調合に熱心だった。星なしでも、星の光をもっと自由に使えるように」

（星なしでも……）

　アステラの胸がじわりと温かくなる。ルディは短く笑った。

「最初に会ったときには最高に高こう慢まんちきだったけれどね。甘やかされて育ちましたって感じで、何を言うにも上からだし、ちゃらちゃらして研究は遊び半分だし」

（今でもちゃらちゃらして仕事は遊び半分だけど）

　アステラが苦笑いしそうになったとき、ルディの顔が変わった。

「……それなのに、才能では圧あつ倒とう的にかなわない」

「ルディさんでも？」

　おうし座のアルデバランの強きよう烈れつな赤い輝かがやきを思うと、右に出る者などそうそういないような気がする。けれど、ルディは悔くやしさすら見せず、豪ごう快かいに白旗を振ふった。

「かなわないさ。私は一等星とはいえ明るさは十四位。順位一ひと桁けたの奴やつらはやっぱり特別だ」

「そう、なんですか」

　どうも納なつ得とくできないアステラに、ルディはいたずらっぽくふっかける。

「その上あの顔だろう、モテまくってたよ。セイほどじゃないがね」

　ざわりと、胸に不快な感覚がよぎった。アステラがその意味を摑つかむより先に、

「気になるの、アステラ？」

「いや、別に、そんなことは」

　ルディに問われ、アステラは顔をそむけた。でも、当然と言えば当然だ。ロキは確かに綺き麗れいな顔をしているし、皮肉屋だけどなんだかんだで優やさしいし、その上一等星の子とくれば。

（そりゃ、モテるよね。誰だれか恋人がいたのかな……もしかしたら今もいるのかな。私、ロキさんのこと何も知らない）

　苦虫を嚙かみつぶしたような表情になるアステラ。ルディはくつくつ笑った。

「心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだよ、奴は言い寄って来る女の子たちを片っ端ぱしから振ってたから。興味ない女と一緒にいるくらいなら、壁かべと向き合ってた方がましだとさ」

「嫌いやな奴……」

「そして涙なみだにくれる女の子たちを私が優しく抱だきとめてあげていたわけだ。アステラ、君のことも慰なぐさめてあげようか？」

「壁と向き合ってる方がましです」

「アステラ、私の扱あつかいぞんざいになりすぎじゃない？」

　一いつ切さいなびく様子のない小鳥に、どこで間ま違ちがえたのかなあ、とルディは首をひねった後、

「ともかく、最初のころロキはそんな感じで、優ゆう秀しゆうなくせに態度が悪いものだから、いろんな研究室に配属を敬遠されてしまってね。最後の受け皿という形で、万年学生不足のメンカル研に入った。同じくのけ者にされてやって来た私やテレコと共にね……そこで彼は変わった」

　ルディは膝ひざの上で指を組み、ソファに深く身を預けた。

「教授の影えい響きようだな。ロキは教授を尊敬していた」

　アステラはよく分からないもやもやをいったん心の奥に追いやって、尋たずねた。

「メンカル教授って、どんな人だったんですか？」

「教授は……馬ば鹿かみたいに優しい人だったよ。赤い瞳ひとみをしていて、眼鏡をかけてて。苦労性しようでね、まだ若いのに白髪しらがだらけだった」

　アステラは想像する。メンカル教授の優しい赤い瞳、白髪の交じった髪かみ。

「教授はね、おそらく学院設立以来初めての、星なしの研究家だった」

「星なしの、研究？」

　さすがのアステラでも、そんな研究があるとは思わなかった。

「ああ。もっとも、本来は星ほし魔ま法ほう史の専門家なんだけれどね。だがくじら区の区長になって星なしと触ふれ合ううちに、彼らのために何かできないかと考えるようになったと言ってた」

「星なしのために……」

　ロキがメンカル教授に影響を受けたと言ったのが、理解できる気がした。やっぱり、メンカル教授は星なしと同じ視線で世界を見ていたのだ。

「亡なくなる前の十年ほど、教授は星なしの人々を研究対象にしていた。具体的には、星の光の力を星なしでも自由に使えるようにする方法を模も索さくしていたんだ。アステラ、どう思う？」

「星なしとして、純じゆん粋すいに嬉うれしいです。でも……」

（でも、たぶん、それは難しい）

　言わなくても分かるよ、と、ルディの顔にはそう書いてあった。

「もちろん誰にも相手にされなかったさ。星の光を使えないから星なしなんだ。あ、これ、君たちを馬鹿にしてるわけじゃないよ」

「分かってます、大丈夫」

「それでも教授は、星なしを便利な道具くらいにしか考えない今の星せい導どう士し協会の在り方に異議を唱え続けていた」

　ルディは跳はね放題の短い髪を撫なでつけながら、

「星の子と星なしとの格差是ぜ正せいに奔ほん走そうして……配給を増やすよう訴うつたえ続けて。挙げ句、星なしにも星魔法を教えよう、とまで言ってたんだよ。そこまで行くと笑っちゃうよね。いい人すぎたんだ、あの人は」

　アステラは笑えなかった。星の原の不自由や不公平を正すために苦心していたメンカル。それが本当だとしたら、彼の行動が天てん帝ていへの反逆として片づけられるのはあまりにも悲しい。

「本当に優しい人だった。だから目をつけられたんだな。研究費を減らされ、論文を拒きよ絶ぜつされ、教授会で辞職の圧あつ迫ぱくをかけられ……挙げ句」

　ルディの言葉が途と絶だえた。アステラが顔を上げると、燃えるような赤い目と目が合った。

「アステラ、これだけは覚えておくんだ」

　それは教え子に与あたえる箴しん言げんのような。あるいは切実な祈いのりのような。

「天に絶対はない」







　六月三日、記録者プロキオン

【活動記録】

【通信欄らん】

　どうして教授が出勤停止にならないといけないんだ。こんなのおかしいだろ、納得できない。誰か連れん絡らくをつけられないのか？　からす便も届かない。

　──天帝の方でからす便を差し止めているようですね。検けん閲えつの可能性があるので、送付は見合わせるべきかと。　テレコ




　六月九日、記録者プロキオン

【活動記録】

【通信欄】

　教授はくじら区に帰ったのか？　ケートス家の縁えん者じやが次々消えてるらしいが、まさか殺されたってわけじゃないよな。俺も天都を出てくじら区に向かいたいが、親父おやじが許さない。いつまでここで待ってればいいんだ。教授の身に何かあったらどうすればいいんだ。




　七月十九日、記録者アルデバラン

【活動記録】

【通信欄】

　ロキ、教授会に論文を提出するって本気なのかい？　確かに単位は揃そろってるみたいだけど、正規の修しゆう了りよう年限までまだ一年半もあるんだぞ。教授が心配なのは分かるが、無茶が過ぎる。何を考えてるんだ、とにかく顔を見せてくれ。

　──ロキの論文は受理されました。あれだけ遊んでいたくせに、たかだか一か月やそこらであれだけの研究を仕上げられるって、化け物ですよ。ともかくロキはこれで正式に星導士ということになりますね。僕も話が聞きたい。研究室に来てください。　テレコ







「これ、どういう……」

　その年の初夏辺りから不ふ穏おんになってきた日誌の記録。アステラは困こん惑わくを隠かくせない。

「ロキは信じられない速度で論文を書き上げ、予定より一年と半期切り上げて学院を卒業したんだ。正規の星導士になるためにね」

「だって、どうして？」

「自由に動きたかったのさ。ここに留とどまっていれば、くじら区の動向を知ることができない。解任されて以来、連絡の取れなくなったメンカル教授を追いかけたかったのさ」







　七月二十日、記録者プロキオン

【活動記録】

【通信欄】

　くじら区に向かう。







「日誌はこれで終わり」

　ルディはアステラの手の上で、ぱたんとノートを閉じた。

「このころ、ケートス家の関係者が次々亡なくなっていった。くじら区は当然星せい輝き石せきの上がりが減り、上納に苦労することになるが……、星府からの配給が増えることはなかった」

　そして最終的にどうなったか？

「ケートス家本ほん邸ていの火災をきっかけに、くじら区は大火に見み舞まわれ、脱だつ出しゆつを試みた船は沈ちん没ぼつ。ケートス家が全ぜん滅めつするまで、不幸な事故の連れん鎖さは止まらなかった」

　不幸な事故。その言葉の陰かげに、アステラはどうしても、人じん為いを感じないではいられない。

「メンカル教授はどうなったんです？」

「ケートス家は全員死亡。星府の発表はそれだけさ。教授の消息は途絶え……教授室から研究成果は全すべて消えていた」

「ロキさんは？」

「彼は教授の後を追ったきり、学院には二度と帰って来なかったよ。その先のことは、君の方がよく知っているんじゃない？」

　アステラはロキの星輝石を胸の前でそっと握にぎりしめる。五年間もそばにいたのに……、彼はアステラに、自分の過去を一いつ切さい語らなかった。

　ルディは長い逡しゆん巡じゆんの後、口を開いた。

「アステラ、君が何者なのかは分からない。教授の娘むすめなのかもしれないし、そうじゃないかもしれない。そもそも、夜の鯨くじらが教授本人なのかどうかも分からない」

「ええ」

「ただ、あの日、突とつ然ぜん消えてしまった旧友が、五年間大切に育ててきたのが君なら」

　赤く燃える瞳ひとみの中には、メンカルとロキへの信しん頼らいだけがあった。

「私も君を守るよ。夜の鯨の依い頼らいには関係なくね」

「ありがとうございます」

　アステラは心からの感謝を述べた。不安と混乱とで頭はぐちゃぐちゃだけれど、その言葉だけで、どれだけ心強いか。

　ルディは柔やわらかく笑えみ、立ち上がって背せ伸のびをした。

「それにしても、ロキの奴やつはいったいどこで何をしてるんだ？」
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　午後、二次試験。

　もう試験を受ける必要はないのだが、一次試験首席通過の注目株が欠席するわけにもいかない。下手に動けば怪あやしまれるとルディにも受験を勧すすめられ、アステラは大人しく従うことにした。ただし、シリウスに見つかるわけにはいかないので、例のフード付きの上着を着ている。

　今のところ、できることは何もない。でも、こんなことをしている場合なのだろうか。

（ロキさんに会いたい）

　ただ、その想おもいは膨ふくらむばかりで。

（会いたい）

　天都に来たときは、とにかく不安だったから。いつものように皮肉を漏もらしながら、それでも最後には絶対に助けてくれる、彼の温かい手を求めていた。でも、今は、それ以上に、

（何があったの？　何を考えてるの？　どうして隠してたの？）

　彼の過去を知れば知るほど、疑問は増えていく。訊ききたいことがたくさんあった。ロキは五年間、アステラにいったい何を隠していたのだろう？

（会いたい）

「時間ですね。二次試験を始めます！　受験生はついて来てください」

　試験官がやって来て、控ひかえ室の扉とびらを開けた。アステラは頰ほおを叩たたき、気を引き締しめる。受験生は数組に分けられ、組ごとに小さな部屋に通された。

　そこは丸い部屋だった。床ゆかには巨きよ大だいな星図。見たところ、秋から冬の星座が星座早見盤ばんのように描えがかれているようだ。天てん井じようは高く、上方に窓があって、二階から覗のぞき込めるようになっていた。そこには一次試験のとき同様、一等星の面々の姿がある。ルディがこっそり手を振ふってきた。アステラは少しほっとした。

「シリウスさまは今日もいらっしゃらないわね」

「お忙いそがしんだよ。合格すれば顔を拝む機会もあるさ」

　ひそひそと話す受験生たち。確かに、二階の窓に銀ぎん髪ぱつの美青年の影かげはなかった。

（よかった。フードを被かぶっててもやっぱり不安だったし）

「静せい粛しゆくに。説明を始めます」

　そこで、受験生たちに長い棒が渡わたされた。棒の先には木炭が取り付けられている。

「その棒で、床の星図の上に星座陣じんを繫つなぎなさい。ただし、速さを競きそうのではなく、正確さを見るものです。結んだ星座陣が一つでも合格することはありますし、逆にたくさん結んでも星が合っていなければ不合格になりえます。怪け我がのないように譲ゆずり合ってください」

　試験官はそう言うが、同時に競う受験生は十人。誰だれも彼も、目を血走らせている。

（結局、早い者勝ちってことになるよね）

　アステラは棒を握りしめ、深呼吸した。

「では、はじめ！」

　試験官の言葉を聞くや、案の定受験生たちは我先にと床に線を引き始める。

　有名な星座はすぐに他の人に取られた。オリオン座、こいぬ座、おおいぬ座……。冬の星座はどんどん埋うまっていく。

「えっと、じゃあ、おうし座……！」

　アステラは駆かけ出そうとするが、いつもの不運で誰かの棒に足を引っかけ、転んでしまった。

「邪じや魔まだよ！　どいてくれ！」

「ご、ごめんなさい！」

　立ち上がったころには、冬の星座はほぼ埋め尽つくされていた。

（落ち着いて、落ち着いて……）

　アステラはゆっくり息をしながら、周りを見回す。オリオン座からおうし座を通り越こし、さらに先。がらんと空いたその領域で、星を繫ごうとしている人は誰もいなかった。

「ここには……」

　アステラがそこに立ち、棒を床に立てると、なぜか上の窓からざわざわと喧けん騒そうが聞こえた。落ち着け、落ち着け。アステラは心で繰くり返す。周りの声を聞いている場合じゃない。

（星を、繫がなきゃ）

　フードが外れるのも気づかず、アステラはほとんど無意識に、棒を動かした。

　彼女はまず、おうしの前足の下あたりの星を結んで小さな丸を描いた。それから、その斜ななめ下に、大きな雫しずく形。そしてその二つを繫ぐように……、

「あれ？」

　アステラはそこでふと手を止め、瞬まばたきした。

「……星がない」

　丸と雫形を繫がなきゃいけないのに。二つの間に、星が足りない。

「その者、直れ！」

　そのとき、鋭するどい声が飛んだ。アステラはびくっと体を震ふるわせ、我に返る。

（あれ、私、何してたんだろう……？）

　受験生たちが動きを止める。刺さすような視線が、アステラに集まる。静せい寂じやくの中、つかつかと革かわ靴ぐつを鳴らしてやって来たのは、

「シリウスさま！」

　銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの美青年を前に、受験生たちはみな首こうべを垂れる。シリウスは凍いてついた目でアステラをとっくりと眺ながめた。顔を……見られた。

　頭が冷えるにつれ、アステラは自分がどんなに愚おろかなことをしているか気づいた。地下鉱山で会った少女だと気づかれてしまう。狼ろう狽ばいと動どう揺ようが絡からまり合って、アステラは完全に思考停止してしまった。

「アステラ！」

　すぐにルディが二階から走って下りて来た。

「セイ、これにはわけがあるんだ。彼女は」

「黙だまっていてくれ、ルディ」

　しかし、シリウスは手で厳しく制する。

「ルディさん」

　助けを求め、黒い短たん髪ぱつの星せい導どう士しに眼まな差ざしをやるアステラ。しかし、ルディの表情はなぜか硬かたかった。床に引かれた墨すみの黒い線を見やり、再び顔を上げて、アステラを真っ直すぐ見る。

「アステラ、その星座陣は教えてない」

「え？」

　凍こおり付くアステラに、シリウスが告げた。

「くじら座の星座陣は禁じられている」

「くじら座？」

　アステラは慌あわてて床を見下ろす。オリオン座から、おうし座を越えて、その隣となり。そこはもう、秋の夜空だ。彼女が立っているのは、確かに、くじら座の領域だった。

「あ……、わた、」

「話を聞く。一いつ緒しよに来い」

　シリウスはルディに監かん督とくを続けるよう言いつけると、問答無用でアステラの手を引き、試験会場から連れ出した。
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「昨日ぶりだな。……いや、以前にも会ったか。こいぬ区の地下鉱山で」

「うっ」

（やっぱりばれてる）

　人けのない廊ろう下か。シリウスは立ち止まると、アステラの手を離はなし、言った。

「さて、何から言い訳する？　星なしの分際で天都へ侵しん入にゆうしたことか？　神聖なる試験を汚けがしたこと？　禁じられたくじら座の星座陣を引いたことか？」

　何もかも、言い逃のがれできなかった。アステラの身体からだが、がたがた震え始める。

「お前はいったい何者だ？　夜の鯨くじらの関係者か？」

「ちが……」

（違ちがわないかもしれない）

　そう思ってしまって、アステラの言葉はかすれて途と切ぎれる。

　──反乱分子を一家皆みな殺ごろしにして無理やり鎮ちん圧あつした、としか、思えないんだよねえ。

　ルディの言ったことを思い出したとき、背中を冷たいものが駆け上がった。

（一家皆殺し？）

　もし、アステラがメンカルの娘むすめなら……。天てん帝ていはその存在を許さないのではないか？　今ここでシリウスに捕とらえられれば、五年前に次々と死んでいったケートス家の人々のように、アステラもまた、消されてしまうのではないか？

　不幸な事故、で。

（ロキさん）

「お前は何者だ」

　シリウスに詰つめ寄られ、アステラは恐きよう怖ふで目を見開いた。

（ロキさん）

　紺こん色いろの瞳ひとみが、一いつ瞬しゆん、赤い光を放つ。

（……ロキさん！）




「アステラ！」




　そのとき、声がした。一番聞きたかった声。見たかった姿。

　アステラは振り返る。走って来たのか、肩かたで息をしながら、背の高い青年がそこに立っていた。柔やわらかそうな金きん髪ぱつ、濃こい黄色の瞳、左手には大きな刺いれ青ずみ。けれど……、

「兄さま！」

　ロキの声に応こたえたのは、アステラではなく、シリウスの方だった。
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「兄さま！」

　シリウスが叫さけんだ。声が上ずっている。アステラの心が、不ふ穏おんな波を立てた。

「ロキさん？」

　普ふ段だんは表情豊かな彼が、今、肖しよう像ぞう画がのように無機質な眼差しでこちらを見ていた。勝負が終わるときの顔だ。勝ったにせよ負けたにせよ、そこに晴れやかな感かん慨がいはなさそうだった。

「兄さま、昨日はどうしていらっしゃらなかったのです？」

　二人の間に走る溝みぞの向こう側で、シリウスはロキに駆け寄った。

「ずっと部屋でお待ちしていたんですよ。今日だって、午前中にいらっしゃるという話でしたのに……おかげで二次試験の監督に遅おくれてしまいました」

　シリウスはそう責めたかと思うと、すぐに顔を明るくした。子どもみたいな笑えみだった。

「でも、お会いできて嬉うれしいです。お久しぶりですね、兄さま」

「兄さま……？」

　アステラは震える声で繰くり返す。頭が鈍にぶってよく回らない。でも、

（ロキさんがシリウスさんの兄？　じゃあ、ロキさんは）

「天帝の……長男？」

（そんな、だって……シリウスさんの兄は、天帝の命で夜の鯨を追っているって……夜の鯨を、捕らえて、殺すために）

　ロキは答えなかった。シリウスが二人を交こう互ごに見やる。

「……知り合いなのですか？」

　ロキはまだ無言を貫つらぬいている。シリウスは眉まゆをひそめ、しばらく考えた後、合が点てんがいったというように目を見張った。

「ああ、そういうことか！　兄さま、彼女が例の娘なのですね！」

（例の娘？）

「ど……どういうことですか？」

　シリウスは例の、星なしに対するときの高圧的な態度に戻もどって、なじるように言った。

「お前、何も知らないのか？」

「私……五年前以前の記き憶おくがなくて……でも」

　状じよう況きようを整理できないアステラを、シリウスが笑い飛ばす。

「兄さまは星導士だぞ。ケートス家の一件でも、兄さまは天帝の指示を受け、くじら区に向かったんだ」

「え？」

　一瞬、意味が分からなかった。天帝の指示を受けて？

（ロキさんがくじら区へ向かったのは、メンカル教授を助けるためじゃなかったの？　ケートス家を弾だん圧あつしていた側……天帝の下についていたってこと？）

「首しゆ謀ぼう者しやメンカルは辛からくも逃してしまったが、兄さまは彼の娘を捕つかまえた」

　天帝の次男は誇ほこらしげにのたまう。

「それがお前だ。アステラ・ケートス」

　ケートスの名で呼ばれ、アステラは慄りつ然ぜんとした。

　自分はメンカル・ケートスの娘かもしれない。それはアステラ自身が抱いだいていた仮説でもあった。けれど、こんな形で肯こう定ていされるとは思っていなかった。

　ロキの唇くちびるは動かない。冷え切った無表情のまま、ただアステラを見ている。その目には生気がなく、温かかったはずの黄色い瞳も暗く陰かげって、まるで誰だれか知らない人みたいだ。

「ロキさん」

　消え入りそうな声で、彼女は、乞こう。

「説明してください。どういうことなの？」

　ロキは一度口を開き、何も言わずに閉じ、そして再び開いた。

「……お前はメンカル・ケートスの娘だ。アステラ」

　ロキの口からそう告げられたとき、彼が言うのなら確かに事実なのだろうと、アステラの無意識は訴うつたえた。彼のことを、まだ信用していいのなら。

（でも、じゃあ）

「じゃあ、なんで」

　天帝に歯向かった罰ばつとして、一家全ぜん滅めつしたケートス家。アステラがその一員だというのなら、どうしてアステラは生き残っている？　何も知らず、地下鉱山で、五年間も。

「兄さまが何のためにお前なんかを養育していたのか、分からないのか？」

　シリウスは兄の前に立ち、勝ち誇ったように胸を張った。

「お前は切り札だ」

「切り札？」

「夜の鯨くじらは闇やみ市いちを開いて星なしたちを扇せん動どうしているようだが、逆に言えば、彼が荒あらだった動きをできないまま五年間も地下で身を潜ひそめているのは、兄さまがお前を保護していたからだ。天帝が指一つ動かせば、夜の鯨は大切な娘を失うことになる」

「……噓うそでしょ」

（ロキさんが私と一いつ緒しよに暮らしてたのは、夜の鯨の依い頼らいなんかじゃなくて、天帝の命令だった？）

「囮おとりにするために私を育ててたってことですか？」

　アステラの生死は、天帝の手にあった。アステラは、家族の仇かたきの手で育てられてきたのだ。

　噓だ、噓だ、噓だ。アステラは躍やつ起きになって、自分の言葉を否定しようとする。

「ロキさん、噓ですよね」

　答えはない。

「じゃ、じゃあなんで地下鉱山に？　私を生かしておくだけなら、天都に監かん禁きんでもしてればよかったんだわ。おかしいじゃないですか、そんな……」

「言ったろ、兄さまは天てん帝ていに代わって夜の鯨の捜そう査さを続けていた」

　兄の代わりに、シリウスが答える。

「兄さまが地下鉱山にいたのは、捜査のためだ。わざわざお前と共に地下に住まい、闇市の情報を探さぐっては中央星府に報告してくださっていたんだ」

「闇市の情報を流してたのって、ロキさんだったの!?」

　ここに来て、さすがのアステラも、湧わき上がる憤いきどおりを無視できなくなった。星なしのために星せい輝き石せきを横流ししてくれる夜の鯨。ロキだって、闇市には世話になっていたはずなのに。

　がらがらと、アステラの世界が崩くずれていく音がする。ロキは、情でもなく、仕事ですらもなく、ただ天帝の命を受けて、アステラと一緒に暮らしていたのだ。噓を噓で塗ぬり固めて。

（そんな……そんなの）

　ロキが何か言いかける。アステラは反射的に耳を塞ふさいだ。彼の声を聞いて正気でいられる自信がなかった。心の中で、疑問の渦うずがうねり始める。

　アステラが、壊かい滅めつしたくじら区の生き残りで。

　夜の鯨の娘むすめで。

　ロキが五年前、アステラの家族を皆みな殺ごろしにした天帝の手先だったのなら。

「ロキさん……、いったいどんな気持ちでこれまで私と一緒にいたの？」

　紺こん色いろの目に、涙なみだが浮うかぶ。アステラとの日々、そこにあったのはどんな感情だったの？

「憐あわれみですか？」

　言いながら、アステラはやりきれなくなった。

　ロキはメンカルの愛まな弟子だったはずだ。なのに、恩師と父とを秤はかりにかけて、彼は後者を取ったのだ。星なしのために奔ほん走そうしていたメンカルではなく、天帝の権けん威い主義の方を。

　アステラはずっと、そんな人に養われて、何も知らずに……。彼の正体も、自分の身の上も、何もかも隠かくされたまま、のん気に彼と暮らして、あまつさえ彼のことを、彼のことを……、

「……あ」

　びりりと、雷かみなりが走ったように、アステラは突とつ如じよ棒立ちになる。

（ああ、噓でしょ、こんなときに）

　こんなときに、いや、こんなときだからこそ。

　アステラは自覚してしまった。

（私、ロキさんのこと）

　今までずっと、認めないふりをしてきたこと。でも、今、自分でももう否定しようがない。




（ロキさんのこと、好きだったんだ）




　それが最後の、そして致ち命めい的てきな痛手となった。アステラは完全に打ちのめされてしまって、へこたれそうな心をなんとか支えるので精いっぱいになる。こんなことなら気づかない方がよかった。裏切られた辛つらさだけなら、まだ耐たえられたかもしれない。

（こんな、こんなの、よりによって今）

　恋こい心ごころってこんな、身を引き裂さかれるような痛みと引き換かえにしか手に入らないのだろうか。アステラの五年間の記憶が、彼との思い出が、がらりと色を変えたこんな瞬しゆん間かんにしか？

「アステラ」

　差し伸のべられた手を、アステラはやっとの思いで撥はね除のけた。

「触さわらないで、ください」

　海底でうごめく火山の溶よう岩がんのように、アステラは赤く赤く燃えていた。これは悲しみとか怒いかりとか、簡単に名前を付けられる感情ではなかった。

（夜の鯨は星なしの味方。ロキさんもそうなんだって、思ってた）

　でも違ちがった。やっぱり彼は地下鉱山の人間なんかじゃない。別の世界の人。雲の上の城に住まい、天高くから星なしを見下す……星の子の仲間だった。
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　対して、アステラは。

　何も持たない、アステラは。

（私は星なしだから、こんなひどい目に遭あわなきゃいけないの？　星なしだから、こんな風にめちゃくちゃな気持ちにならなきゃいけないの？）

　暴走する卑ひ屈くつを、いつもなら止められただろう。でも、疲ひ弊へいしきったアステラには、自尊心を保つだけの力がなかった。もういい。なんだっていい。

「捕まえたきゃ捕まえればいいでしょ。私なんか……囮にしたって、夜の鯨は来ませんよ」

　自や棄けになって吐はき捨てる。いつもの言葉を。

「私は星なしなんだから」

　星に愛されなかったアステラには、何もできないんだから。

「アステラ」

　たしなめるような響ひびき。見やれば、そこにはなぜか苦しそうなロキの顔があった。強い黄色の瞳ひとみは、彼女に何かを伝えようとしている。でも、驚おどろきと腹立ちが勝まさって、アステラにはその表情の意味までは考えられなかった。

　ロキは少しためらった後、アステラと真っ直すぐ目を合わせた。

「お前は星の子だ」

「もう噓は十分です！」

　我が慢まんの限界がきて、ぎゅっと目を瞑つむる。大おお粒つぶの涙が、白い床ゆかに跳はねた。

「兄さま」

　そこでシリウスが兄にすり寄った。

「娘を人ひと質じちに取ったと、地下鉱山に言い渡しましょう。夜の鯨もさすがに焦あせるはずだ」

　そのとき、廊ろう下かの奥から複数の足音がした。試験官たちがようやく駆かけ付けたのだ。二次試験は無事終わったらしい。

　シリウスは彼らにアステラの拘こう束そくを命じると、

「兄さま、行きましょう。今夜は僕の部屋にお泊とまりください」

　ロキはシリウスと共に歩き出しかけて、立ち止まり、振ふり返った。

「アステラ」

　無理やり後ろ手に縛しばられながら、アステラは弱々しく顔を上げる。歩き去る間ま際ぎわ、ロキはこう言い残した。

「ダイヤモンドの中の花、見つかるといいな」
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　学院・本部棟とう。狭せまい物置部屋に、アステラは留置されていた。鍵かぎのかかったドアの向こうから、ルディの声がする。

「アステラ、大だい丈じよう夫ぶかい？　泣いてるの？」

　アステラはドアにもたれて座り込むと、無理に笑った。

「ルディさん、ごめんなさい、私……混乱してて」

「分かるよ。私も何が何だか分からない……」

　詳しよう細さいは伝わっているらしい。ルディの声が低く落ちた。

「ロキを信用していた。天帝の長男とはいえ……、父親と結けつ託たくして教授を陥おとしいれるようなことをするはずがないと」

「私だって」

　彼がくじら区に向かったのは、メンカル教授を助けるためだと思っていた。でも天帝の指示だった。彼がアステラを養育するのは、夜の鯨に頼たのまれたからだと思っていた。でも、これも天帝の指示だった。ロキは、アステラの信じていたロキは、偽にせ者ものだった。

「とにかく、君が教授の娘だってことは証明された。身元が分かったのはいいことだよ」

　暗い気持ちにはまり込むアステラに、ルディはなるべく優やさしく声をかける。

「もっとも、二次試験を見たときに私も確信していたけれど」

（やっぱりあれはまずかったんだ）

　あのとき、アステラが無意識に結んだ星座陣じん。

「くじら座の星座陣は、教授がまだここにいたころに使用禁止になったんだよ。圧力をかけたつもりなんだろう。元々あまり有用な魔ま法ほうではないし、誰だれも天帝の命に逆らわなかった。それ以来、どこでも教えられていないはずだ。君の年で繫つなぎ方を知っているのはおかしい」

「身体からだが勝手に動いたんです」

　失った記き憶おくの中で、アステラは父に教わっていたのだろうか。秋の空に鋭するどい爪つめを立てる、凶きよう暴ぼうなお化け鯨くじら。その姿の描えがき方を？

「でも、あるべき場所に星がなかった」

　鯨の頭を表す丸と、大きな身体を描いた雫しずく形。その二つを繫がないと、鯨の姿にならないのに。首のあたりにあるはずの星が、見当たらなかった。

　アステラはうなだれた。結局何も分からないままだ。自分の身元が知らされても、記憶が戻もどることはなく……、状じよう況きようは前より悪化している。

　きゅっと身を縮め、膝ひざを抱かかえ込む。何を考えたって、思考はぐるぐる回って同じ場所に戻ってきてしまう。柔やわらかい金きん髪ぱつ、黄色い瞳、ちょっと生意気な形の鼻の、優しい青年のもとへ。

（ロキさん）

　彼は優しかった。確かに優しかったのだ。星の子なのに、星なしに頭を下げることを厭いとわなかった。星なしからの依い頼らいでも快く引き受けていた。地下鉱山での暮らしに不平も零こぼさず、誰にでもわけ隔へだてなく接していた。

　思い出すのは、ロキと一いつ緒しよに見上げた星空。星せい輝き石せきを握にぎらせてくれた日。彼はアステラに温かい言葉をくれた。空っぽの心に、光をくれた。星の光は希望だって、教えてくれた。

　だからアステラは、彼を好きになったのだ。

（私、ずっと夜の鯨に会いたかった。でも、ロキさんと離はなれたかったわけじゃない）

　会ってどうするつもりだと、ロキは尋たずねた。もう遅おそすぎるけれど、今からでも答えるとすれば。アステラはたぶん、夜の鯨に会って、そして……、

（大丈夫だよって、言いたかったんだわ。迎むかえに来なくても大丈夫、私は信しん頼らいできる人のそばにいて、幸せだから。まだちょっと迷めい惑わくはかけてるけど、いつかちゃんと恩返しできるように、彼のそばで、これからも頑がん張ばっていきたいんだって）

　だから。

「ロキさん……」

　アステラはぎゅっと、胸むな元もとのペンダントを握る。瞑った瞼まぶたの裏に浮うかぶのは、こんなときでも眩まぶしい冬の夜空だった。煌きらめく一等星。冬の大三角の一角を担になう、こいぬ座のプロキオン。アステラが今その手のひらのうちに感じる温かい光は、アステラが本当はずっと、心の奥でよりどころにしていたこの光は、裏切りの色にしてはあまりにも優しい黄色だった。

　アステラは目を開けた。

「やっぱり、信じられない」

　五年間、アステラを守ってくれた。支えてくれた。冗じよう談だんめかして叱りつけながら、それでもアステラを気き遣づかい、そばにいてくれたロキ。彼と過ごした日々を、アステラは、全すべて偽いつわりだとは思いたくなかった。

　──本当に知りたいんだな？　後こう悔かいしないな？

　本当のことを知りたいと、アステラは言った。でも、本当のことなんて、誰も教えてはくれないのだ。知りたいと思うのなら……、自分で、探し出さなきゃ。

　──アステラ、ダイヤモンドの中の花、見つかるといいな。

　そこで不意に、ロキの最後の言葉が蘇よみがえった。考えてみれば、ロキは何な故ぜ、あの場でこんなことを口にしたのだろう？　アステラがそれを探し求めることを、ずっと否定してきたのに。

「ダイヤモンドの中の花」

　アステラが持つ、ただ一つの手がかり。父の……メンカル・ケートスの記憶。

「ダイヤモンド……」

「ダイヤモンド？　星輝石のことかい？」

　ルディに問われ、アステラは跳ねるように立ち上がった。

「ダイヤモンド！」

「何か思いついたのか？」

　アステラは扉とびらに向き直る。

「ルディさん、お願いがあります」

　そして彼女は、決意を胸に秘ひめて。

「ここから連れ出してください！」

　姿は見えないけれど、ルディがにやっと笑ったのがなんとなく分かった。

「任せてくれ。乙おと女めを攫さらうのは得意中の得意だ」
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　扉を蹴け破やぶるという極きわめて原始的な方法で助け出されたアステラは、ルディの案内で、その部屋へ向かった。本部棟から忍しのび出て、奥まったところにある棟とうへ。階段を駆け上がり、最上階を目指す。ずいぶん夜が更ふけて、月は沈しずんでいた。もう深夜が近いが、問題はない。こんなよく晴れた夜に、その人が眠ねむっているわけがないから。

　天体観測ドームの重い扉を引き開けると、がらがらと鎖くさりの鳴る音がした。真っ先に目に飛び込んでくるのは、人の背せ丈たけの数倍はあろうかという大口径の反射式天体望遠鏡。大きな架か台だいに支えられ、今は真っ直すぐ天頂方向を差している。部屋の中央にそびえるその望遠鏡の向きに合わせて、ドームには細いスリットが入っており、壁かべには所ところ狭せましと星図やスケッチが並んでいた。白を基調とした室内は無む駄だなく整理され、管理人の几き帳ちよう面めんさを思わせる。

「やあ、テレコ」

「お待ちしていました」

　望遠鏡の前でアステラとルディを迎え入れたのは、黒くろ髪かみに眼鏡をかけた青年だった。ロキとルディの同期で、夏の宮に属するぼうえんきょう座の星、アルファ・テレスコピウムの子。かつてのメンカル研の一員、神経質な観望屋のテレコだ。

　眼鏡の奥の青い目をすがめ、彼は問う。

「ルディ、彼女が？」

「ああ。アステラだよ。じゃあ……、君のところにも届いたんだね？」

「ええ」

　テレコは胸元から白い封ふう筒とうを取り出した。からす便だ。

「夜の鯨から。入試の日、ここに紺こん色いろの瞳ひとみに髪を二つくくりにした少女がやって来ると」

　ルディとアステラは目を見合わせる。

「彼女の望むものを見せてやってくれ、だそうです」

（夜の鯨にいつも一歩先を行かれている）

　何もかも夜の鯨の計算のようで、アステラは空そら恐おそろしくなる。でも、だからこそ、期待に応こたえなくては。

「しかし、君が何の疑いもなく受けるとはね」

「見返りにずっと欲しかった減光フィルターをいただいたので。夜の鯨、いい趣しゆ味みしてますよ。ふふふ……高いんですよこれ……」

「テレコ、ちょっと気持ち悪い」

　腐くされ縁えんの二人は昔のように他愛たわいなく会話しかけていたが、そこで状況を思い出したようだ。テレコは咳せきばらいをし、アステラに尋ねる。

「で、アステラお嬢じようさん。僕に何を見せてほしいんですか？」

「ダイヤモンドの中の花です」

　アステラは迷いなく答えた。テレコは青い目を瞬またたかせ……、そして、頷うなずいた。

「……よろしい。導入してあげましょう。ただ、期待はしないでくださいね。望遠鏡でも淡あわくしか見えませんから」

「ええ。私も本でしか見たことありません」

　一人取り残されたルディは不満そうにアステラに詰つめ寄った。

「ちょっと、置いて行かないでくれよ。どういうことなんだい？」

「冬のダイヤモンドですよ」

　アステラは澄すんだ声で、歌を歌い始めた。

「大犬、子犬に、双ふた子ごの弟、馭ぎよ者しやの抱だく山や羊ぎ、牡お牛うしの目玉。最後は荒あらぶる巨きよ人じんのつま先……冬の夜空に歌が響ひびくよ」

「冬の大六角形。そうか、言い方を変えれば」

「冬のダイヤモンド」

　アステラは言い、確信めいて頷いた。ダイヤモンドとは、冬の夜空に大きく広がる、のびやかな六角形のことだったのだ。

「しかし、その中の花ってのは？」

「薔ば薇らですよ」

　ルディの質問に、今度はテレコが答えた。脚きや立たつの段に片かた膝ひざをついてファインダーを覗のぞき込み、大きな望遠鏡を巧たくみに操あやつりながら言った彼に、ルディは訊きき返す。

「薔薇？」

「私、ずっとこの言葉の意味が分からなかったんです。星輝石のことなのかと思って……金ダイ剛ヤモ石ンド型の星輝石を探し回ったりしてた。だけど、もっと単純に考えればよかったんです。ダイヤモンドの中の花。冬のダイヤモンドの中の……薔薇」

　そこでルディも何かに気づいたようだ。はっとして顔を上げ、

「そうか、なるほどね。冬の大六角形の中の薔薇か」

「ええ。つまり、いっかくじゅう座の……」




「薔薇星雲！」




　二人の声が重なった。

「入りましたよ」

　そこでちょうど、テレコが導入を終えた。アステラは待ちきれず、飛びつくように接眼レンズを覗き込んだ。そして間もなく、その視野の中に、淡い星雲の姿をとらえる。

　薔薇星雲。

　ベテルギウスとプロキオンを結ぶ線の近く、一いつ角かく獣じゆうの頭にあたる暗い星のそば。天の川の真ん中に、まるで花開いた薔薇のように広がる、星のゆりかごだ。

「肉眼では見えなくとも、そこに光がないわけじゃない。望遠鏡で覗けば、暗すぎてここまで届かなかったものも見えてきます」

　大気光や街灯あかりを遮しや断だんする特とく殊しゆなフィルターは必要になるが、テレコの言う通り、そこには今まで暗すぎて見えなかった星雲の姿──白黒のもやっとした像が見えていた。

「うん、確かに薔薇だ」

　アステラに続いて望遠鏡を覗き込んだルディが唸うなった。中心付近がわずかに暗く、その周りを花びらのように円形になってガス星雲が取り巻く。それはまさしく、夜空に咲さく大輪の薔薇。

　テレコが眼鏡を押し上げて頷いた。

「ちょうど冬のダイヤモンドの中心付近にありますしね。まさにダイヤモンドの中の花」

「でも、これがどう関係するんだい？」

　ルディに問われ、アステラは冷たい脚立に手を添そわせて答えた。

「考えてたんです。星の原の地理って、だいたい星空を写し取っているでしょう？」

「ああ、オリオン区の隣となりにはおうし区、その隣にはくじら区」

「そう。テレコさん、天都の地図ってありますか？」

「え？　ああ、確かこの辺に……」

　アステラは机の上の星座早見盤ばんを手に取り、テレコに渡わたされた天都の地図と並べた。天の川にまたがる三角形の高原都市・天都は、いっかくじゅう座の領域とほぼ一いつ致ちしている。

「ダイヤモンドの中の花。これを地図に写し取れば……」

　ベテルギウスからプロキオンへ、三分の一ほど進んだところ。

「薔薇星雲の示す場所は、ここです」

　アステラが指さした場所を見て、ルディが驚おどろいて声を上げた。

「天てん象しよう儀ぎだ」
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　アステラとルディは、天象儀の前にいた。白い街に浮うき上がるような、黒光りする半球。

「ううっ、ここは苦手だ」

　ルディは珍めずらしく怖おじ気けづいていた。アステラがきょとんとしていると、

「そのうち分かる」

　ルディは扉とびらにかかる鎖を取り上げた。鉄の錠じようがかかっている。

「ルディさん、鍵かぎがかかってますよ」

「分かってるよ。だが、開かない鍵はない」

　ルディは右手のひらを広げた。その上にぽこぽこと、柘ざく榴ろ石いし型の赤い結けつ晶しようが湧わき上がる。炎ほのおのような熱を秘ひめた星せい輝き石せき。天あま駆かけるおうしの目に輝かがやく、力強い一等星……、

「《アル後にデバつづくランもの》」

　石が赤い光こう芒ぼうを放った。とたん、錠じよう前まえに火花が散る。

　ぱきん！

「ほらね、開いた」

「開いたというか、壊こわしたんじゃ……」

「いいからおいで」

　ルディはアステラの手を引き、半球の中に招き入れた。扉が閉まると一いつ瞬しゆん視界がなくなり、アステラは思わずへっぴり腰ごしになる。

「暗い……！」

　そこに広がっていたのは、闇やみ。全身を包み込む、真っ暗闇だ。窓も明かりもない半球は、濃のう密みつな闇で満たされている。そばに立つはずのルディはおろか、自分の指先すら見えない。身体からだごと闇に溶とけていくような気がする。

「目が暗さに慣れるのには時間がかかる。しばらく目を瞑つむっておいで」

　耳元でささやかれ、アステラは目を閉じた。そして数分後、

「そろそろいいよ。目を開けて」

　ルディが言った。ゆっくりと瞼まぶたを開いたとたん、

（！）

　アステラは息を吞のんだ。

「星！」

　ぐるりと周りを取り囲む、星。煌きらめく星々が半球に張り付き、瞬またたいている。本物の星空をぎゅっと小さく縮めたような、あるいはアステラの方がとんでもない巨人になったような。

「星輝石が埋うめ込んであるんですね。この光は……星輝石の光」

「そう。極きわめて正確に全天を写し取った、星空のミニチュアだよ」

「すごい……」

　赤い星、青い星、黄色い星。それは星輝石の標本でもあった。肉眼で見える恒こう星せいの数は全天で約八千六百。その全すべての星輝石が、半球をびっしりと埋め尽つくしているのだ。

「ここは小さな星空だ。そして同時に、星の子を試ためす場でもある」

「試す？」

　アステラは隣に立つルディを見上げた。いつの間にか目が暗闇に慣れ、表情までは読み取れないまでも、姿は判別できるようになっていた。

「天象儀の問答だ。星の子の親星を判定できるのは、この天象儀だけ……」

　ルディは半球の中央まで進む。そしてちらりと振ふり返り、

「アステラ、ここにおいで」

「え？」

　アステラはルディに手を引かれ、半球の中心に立った。

「ルディさん？」

　放った声が丸い壁かべに跳はね返って反はん響きようした。自分がどこにいるのか、分からなくなる。

「繰くり返して、アステラ」

　闇に溶け込むような黒くろ髪かみの星せい導どう士しは、深呼吸をし、天象儀に語りかけた。

「親星よ、お答えください」

「わわっ！」

　突とつ然ぜん、半球がゆっくり回転し始めた。時間を早回しするように、北極星ポラリスを中心にして、星空がぐるぐると回る。アステラは平へい衡こう感かん覚かくを失いそうになり、ぐっと足を踏ふん張った。

「アステラ、ほら、復唱して。親星よ、お答えください」

「でも、私、星なしで」

「いいから。まさかってこともあるだろ？」

　ルディは強ごう引いんに導く。アステラはまごつきながら、天象儀に呼びかけた。

「え……と、お、親星よ、お答えください」

「私はあなたの子。お導きを」

「私はあなたの子。……お導きを」

　アステラは一瞬、怖こわくて目を瞑りそうになった。でも我が慢まんして、半球の動きを必死で追う。

（探してるんだわ）

　天象儀がアステラの親星を見つけ出そうとしているのだ。この空のどこかにある、親星を。

「姿をお示しください」

「す……姿を、お示しください」

　これが、天象儀の問答。それは美しく、同時に恐おそろしい光景だった。ルディがここを苦手だと言った理由も分かる気がする。

　半球にはめ込まれた無数の石が、問いかけてくる。お前の居場所はどこ？　お前の星は？　それを見つけられない者は、この窮きゆう屈くつな星空の下から出て行け、とでも言うように。

（天象儀は回ってる……探してくれてる……私の星を）

　半球は長いこと回転していた。冬のダイヤモンドを通り過ぎ、春の大曲線、夏の大三角……ほとんど季節を一周しかけて、そこで不意に動きを止める。

「え？」

（見つけたの？　私の星を？）

　──お前は星の子だ。

　アステラはもう少しでロキの言葉を信じそうになった。けれど、

「んー、星の子なら、親星の星輝石が光るはずなんだが」

　ルディが残念そうに零こぼす。半球は回転をやめたが、ぐるりと見回しても、どの星も輝かなかった。当然のこととはいえ……、アステラは肩かたを落とす。

（やっぱり私は星なし。ここに私の居場所はない）

「いいんです。分かってました」

　空元気でも胸を張る。

「それより、やることがあります」

　アステラは半球の壁に近づく。目の前にはちょうど、秋から冬の夜空が再現されていた。様々な星輝石が、その親星の在り処かに埋め込まれた、ここは小さな星空。ならば……、

　アステラはそっと、手を伸のばした。

「ダイヤモンドの中の花」

　煌めく六つの一等星。冬のダイヤモンドの、その、中央付近。そこに石はない。けれど、心の目を凝こらせば、赤く花びらを広げた、大輪の薔ば薇らが見えてくる……。

　アステラは、そこに、触ふれた。すると、

　がこん！

　何か硬かたい音がして、直後、

「えっ？」

　アステラの足元の床ゆかが、抜ぬけた。

「きゃあああああ！」

「アステラ!!」

　ルディの叫さけび声を残し、アステラは床の下へと落ちて行った。




「いてて……」

　ひどい怪け我がをするかと思ったけれど、しりもち程度で済んだ。アステラは立ち上がり、頭上をふり仰あおぐ。元々真っ暗闇から落ちて来たので、何も見えやしない。恐る恐る腕うでを広げると、すぐに壁に触れた。土を削けずった狭せまい洞どう窟くつのようだ。

（変なの……なんだかほっとする）

　地下鉱山の無む秩ちつ序じよな坑こう道どう。星の光から最も遠い、土の中の闇。アステラにとっては、美しいけれど息の詰つまるあの天てん象しよう儀ぎより、ずっと身近に感じる。

　アステラは歩き出した。狭くて細長い空間だった。部屋というより、通路。明らかに人工的に造られている。そして地面には、道筋を示すかのように、星せい輝き石せきが一列に並んで光っていた。

（呼んでる）

　そんな気がした。何が？　分からない。でも、呼ばれている。アステラは奥へと歩を進めた。

　やがて道は終わり、視界が急に開けた。

「何……ここ？」

　そこにあったのは、小さな部屋ほどの空間だった。中は暗く、よく見えない。アステラが一歩、踏み込もうとしたとき。

「いった!!」

　向こう脛ずねを強打し、涙なみだ目めでうずくまりながら見やれば、そこには大きな木箱が置かれていた。これ以上先に進みたくなくて、ひとまずここに放って去って行ったみたいな、ぞんざいな置かれ方だった。

　アステラはそっと、その木箱を開けてみる。

「あっ！」

　そこには、星輝石が山のように入っていた。一等星や二等星の輝かがやきではない。これは暗い星の星輝石の、小こ粒つぶの結けつ晶しよう。アステラたち星なしが、毎月の配給袋ぶくろの中でよく見る星輝石だ。

　──秘密の場所に隠かくしてある。

「シリウスさんが言ってたのって、ここだったんだ」

　つまりこれが、地下鉱山で巻き上げられていた星輝石。夜の鯨くじらが取り返したがっていた、星なしたちの財産だ。

　アステラは立ち上がる。それにしても、その先が気になった。ずいぶん目が暗さに順応し、天てん井じようから古い星輝石ランプが吊つり下がっているのが分かった。アステラは木箱の中から照明に使えそうなさざれ石を取り出し、ランプの中に入れる。ジジ、と、くすぶった音を立てた後、すぐに星輝石が光り始め、じんわりとした明かりが広がった。

　アステラは一いつ瞬しゆん明るさに目をすがめながら、その空間に踏み入る。とたん、よどんだ空気が震ふるえた。地面に新しい靴くつ跡あとはない……シリウスは中までは入らなかったのだ。

　そこには本箱がいくつも投げ込まれていた。荒あら々あらしく散らばる無数の本、書類、星図の山。研究室の机をそのまま持ってきてひっくり返しました、とでもいったありさまだ。

「これは……」

　アステラは一冊のノートを取り上げた。埃ほこりを吹ふき払はらい、ぱらぱらとめくると、中には几き帳ちよう面めんな字が並んでいる。彼女はこの字に見覚えがあった。例の研究室日誌で見たのだ。

「メンカル教授の字だわ。これ、もしかして研究ノート？」

　アステラはしゃがみ込み、洞窟の中に投げ出された本やノートにかじりつく。背表紙のはがれかけた古い本、論文、膨ぼう大だいなメモ。その随ずい所しよに、星なしの立場を改善したいという彼の想おもいが溢あふれていた。星の子と星なしの間の不均等をなくしたいと。

（会いたいな。メンカル教授……私の、父さま……）

　アステラはそこで不意に、顔を上げた。呼ばれた気がしたのだ。

「何？」

　立ち上がり、紙の山をかき分ける。そのとき、指先が何か細いものに触れた。

　そこに埋うもれていたのは一本の星せい杖じようだった。白く滑なめらかで、わずかに湾わん曲きよくした杖は、まるで、

（骨？）

　どくん。アステラの胸が震えた。これは骨だ。鯨骨に似ているのだ。

　もしかして、これは……、

「メンカル教授の星杖？」

　見覚えがある気がした。どくどくと、血がたぎるのを感じる。指先が震えるのは、恐おそれからではなく、はやる気持ちを抑おさえられないから。

「私を呼んだのは、あなた？」

　アステラはその星杖に、再び触れる。とたん、どうしてだろう、鼻の奥につんと痛みを感じた。遠い過去が呼び起こされるときの、潮の匂におい。はるか昔、海で溺おぼれたときのような。
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（あ）

　アステラは今、思い出しかけている。

　大事なことを、思い出しかけている。

「父さま」

　アステラの口が勝手に動いた。彼女は星杖を強く摑つかんだ。

　──本当に知りたいんだな？　後こう悔かいしないな？

　そう問いかける青年の声が、アステラの心を揺ゆらす。でも、何も知らなかったころにはもう戻もどれない。自分で探し出すと決めたのだ。

「後悔しないわ。知りたいの。ううん、本当は知ってるんだわ。だから、思い出したいの」

　とたん、荒あれ狂くるう海の濁だく流りゆうのように、記き憶おくが蘇よみがえってきた。
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　五年前、くじら区。ケートス家の邸てい宅たくの書しよ斎さいで、メンカルは頭を抱かかえていた。

「私の責任だ」

　火事で死んだ父母、行方ゆくえ不明になった従姉妹いとこ。ついに義理の弟まで連れん絡らくが取れなくなった。二年ほど前から、見せしめのように不幸な事故で命を落としていく親類たち。これが天てん帝ていの差し金だということは明らかだ。

　メンカルは身も引き裂さかれんばかりの罪悪感に襲おそわれていた。どれもこれも、彼が星なしに味方するからなのか？　でも彼には、それが間ま違ちがったことだとは、どうしても思えないのだ。

「あなたのせいじゃないわ」

　妻シャマリーが優やさしく寄り添そう。彼女は夫の研究を応おう援えんしていたが、覚かく悟ごもしていた。今や、ケートス家は一族全体が反逆者として扱あつかわれ、常に命の危険に晒さらされている。

「ともかく、あなたが天都から帰ってらして、嬉うれしい」

「心配をかけたね、シャマリー。安心させてあげられなくてすまない」

「大だい丈じよう夫ぶ。この先どうなろうとあなたに添い遂とげるわ」

　涙をこらえながら、メンカルは言った。

「ともかく今は区民のことを考えなければ。考えたくないことだが、これ以上ケートス家の星の子が殺されてしまったら、くじら区の鉱山は大だい打だ撃げきだ」

　くじら座には明るい星が少なく、星輝石はあまり採れない。それなのに面積は広いので、割に合わない上納に苦しんでいた。その上、ここ数年で一人、また一人と星の子が死んでいき、育つ星輝石はどんどん減っている。だからといって上納の負担は変わらず、配給も増えない。このままでは持たない。じわじわと嬲なぶり殺されるようだ。

「父さま？　そこにいるの？」

　そこで、澄すんだ水のような高い声がして、書斎の扉とびらが開いた。

「アステラ」

　茶色の髪かみに、不思議な紺こん色いろの大きな瞳ひとみ。部屋に入って来たのは、十一歳になる彼の娘むすめだった。

「母さまばっかり、ずるいわ。アステラも父さまとお話ししたい」

　幼い嫉しつ妬とに、夫ふう婦ふは今ばかりは陰いん鬱うつな思いを吹き飛ばし、微笑ほほえみを零こぼす。

「すまないね。でももう大丈夫。父さまはずっとここにいるよ」

「学院には帰らないってこと？」

「帰れないんだ。追い出されちゃったんだよ」

　長年勤めてきた学院から出勤停止処分を受け、荷物をまとめる間もなくくじら区に強制送そう還かんされたのが数日前。これまでの研究成果を盾たてに、教授として最後まで粘ねばったメンカルも、ついに天都への立ち入り禁止を言い渡わたされてしまった。

　父の腕うでに抱だかれながら、アステラは首を傾かしげた。

「でこぼこ三人組は？　どうなっちゃうの？」

「でこぼこ……？　ああ、ロキ君たちのことかい」

　メンカルは帰省のたびに、アステラに教え子たちのことを話していた。才能はあるのに女遊びにかまけてばかりのアルデバラン、毎日望遠鏡にかじりついているアルファ・テレスコピウム、そして……天帝の長男でありながら、星なしに優しい眼まな差ざしを持ったプロキオン。大切な大切な生徒たちに、けれど、メンカルは別れも告げず、出てきてしまった。

「彼らは優ゆう秀しゆうだから、父さまがいなくても研究を続けるよ。私は彼らを信じている」

　せめて彼らには。彼ら三人にだけは、メンカルの想いが伝わっていればいいのだが。

「でも」

　アステラは大きな瞳で父を見上げた。その瞳は紺色の奥に赤を閉じ込めたような、不思議な色をしていた。夕焼けの名残なごりを抱いた、浅い夜の色。

「きっと寂さみしがってるわ。アステラだって、父さまがいないとき、とっても寂しいんだもの」

「アステラ」

　メンカルは思わず彼女を強く抱きしめた。震えているのは、アステラの小さな身体からだだろうか、それともメンカル自身だろうか？




　それから数か月。

　事態は悪化する一方だった。くじら座の星の星せい輝き石せきが鉱山から消えるたび、その星の光を宿していた星の子の死が確実なものとなった。ケートス家の縁えん者じやは次々行方知れずになり、鉱山の上がりはどんどん乏とぼしくなってくる。上納は滞たい納のうがかさみ、このままではいつ配給が止められるか知れなかった。星輝石が十分でなければ、暮らしはままならなくなる。やがて区民は飢うえ、疫えき病びようが流は行やり、希望を失った人々は盗ぬすみや暴行を繰くり返すようになっていった。

　そして、その日が来る。

「区長、星せい導どう士しさまが……あ、ちょっと！」

　中央星府からやって来た星導士たちが、ケートス邸ていにやって来たのだ。使用人の制止も聞かず、ずかずかとメンカルの書斎に割り入ってきたのは、輝かがやく制服に身を包んだ一団だった。中央星府の高官たち。天帝の手下の星導士だ。

「ロキ君!?」

　しかし、その中にかつての教え子の姿を見つけ、メンカルは目を丸くする。

「どうしてここに？　まさか、卒業したのか？　あんな短期間で？」

「教授、俺」

　ロキが何か言いかけるのを、隣となりの星導士が抑えた。

「メンカル教授、天帝からです」

　メンカルに渡された大ぶりの石は、ベテルギウスの星輝石だった。怪かい獣じゆうの肌はだのようにごつごつとしていて、今にも爆ばく発はつしそうな凶きよう悪あくな赤。この大きさの結けつ晶しようは絶対に市場には出回らない。

　メンカルはその石を覗のぞき込む……すると、結晶の奥に、岩のように峻しゆん厳げんな、初老の男性の姿が映った。遠く離はなれた場所と星輝石越ごしに通信する、高度な星ほし魔ま法ほうだ。さすがは天帝、全すべての星導士の頂点に立つ存在。

「ベテルギウス！」

　メンカルは赤い石に向かって叫さけんだ。星導士たちがざわつく。天帝を呼び捨てできる者など、他にいなかった。

「いったいどういうつもりだ。くじら区をどこまで痛めつければ気が済む」

『お前が私に逆らうからだろう』

　低く、しわがれた声。その場にいる全員が、見えない圧力で押しつぶされそうなほどの迫はく力りよくだった。天帝は天を統すべる存在。反逆は絶対に許さない。

『研究成果を渡せと言っている。お前の研究は有害だ。罪は裁かれなければならない』

「やるものか。私は裁かれるようなことはしていない。ましてこんな……親族や区民ごと虐しいたげられるようなこと」

　メンカルは手のひらに星輝石の重みを感じながら、

「ベテルギウス、お前のやり方こそ罪じゃないか。差別を助長し、自由を奪うばっているだけだ」

『口を慎つつしめよ、メンカル。いつまで同どう僚りよう面づらしてるつもりだ』

　燃えるような真っ赤な星輝石の向こう側で、天帝ベテルギウスは誰だれよりも冷たかった。

『私は天帝だぞ』

　メンカルの中で、かすかに灯ともっていた友人としての情が搔かき消えた。最初から希望なんてなかったのだ。ベテルギウスはもうかつての学友ではない。

『ここまでしても従わぬなら、最後はお前の命をもって償つぐなえ』

「覚悟はしていたが……直接別れを言いに来てくれるとは。痛み入るよ」

　こんな衆目の前で手をかけるとは思わなかった。いや、この星導士たち全員、もはや天帝の目であり手であり足なのか。彼らの感情のない目の一つ一つが、天帝への妄もう信しん的な服従を示しているようだった……ただ一人を除いては。

「おい、どういうことだよ、親父おやじ！」

　たまらず、ロキが叫ぶ。

「くじら区を助けるために星導士を派は遣けんするって、そう言ったろ！　だから俺は死ぬ思いして卒業して、あんたの下についたんだぞ！」

『助けるさ。もう苦しまなくていいようにしてやる』

「それって、どういう……」

『天帝に従わぬ者は星の原に必要ない。反乱分子は徹てつ底てい的に潰つぶす。天の平安のためだ』

　狩かりゆ人うどオリオンは、森の王者だ。狙ねらった獲え物ものは逃のがさない。この世で自分にかなう者などいないと、本気で信じ込んでいるのだ。

『天は絶対だ。永遠不変、完全に制せい御ぎよされている。秩ちつ序じよを乱す行こう為いは全て天への反逆だ』

　メンカルは最後の意地で、無理やり笑ってみせた。

「あまり言葉を重ねるなよ、ベテルギウス。本当は自信がないのがばれるぞ」

　ぴしりと、石に亀き裂れつが入るような音がした。

「そんなにお化け鯨くじらが怖こわいのか、オリオン」

　くじら座が表す怪かい物ぶつケートスは、街一つ壊かい滅めつさせるほどの凶きよう暴ぼうな怪獣。神話では対決の機会はなかったけれど、いくら腕うで利ききの狩人オリオンでも、一人で倒たおせる相手ではない。暗い星ばかりで目立たないだけで、天には巨きよ大だいな化け物が数多く潜ひそんでいるのだ。

「本当は怖いんだろう、嚙かみつかれるのが。だから抑おさえつけるんだ。天てん帝ていこそ絶対だと刻みつけるんだ。本当は勝てるって気づかれないように」

『黙だまれ』

「お前の立つそこを、天の中心だと思うなよ。玉座は一つの観測点でしかないんだぞ。お前の見上げる空に見えている星は、全ての星のごく一部でしかないんだ。星空は本当はずっと広くて深い。絶えず変化し、うねっている」

『黙れと言っている』

「研究成果は隠かくしたよ。絶対に見つからない場所に。怖いだろう、お前が揉もみ消そうとしていることを暴あばかれるのが。天地をひっくり返されるのが。死ぬまで怯おびえていればいい」

　メンカルの手の中で、ベテルギウスの星輝石が赤い光を放ち始めた。ぐらぐらと煮に立たつように、その石は内側から激しく震ふるえ始める。

「見えない星を見ようとしない者に天は摑つかめないぞ。ベテルギウス、お前だって分かっているんだろう。星なしと呼ばれている者たちは、本当は……」

　ぱあん！

　そのとき、星輝石が勢いよく爆発し、砕くだけ散った。直後、メンカルの身体が床ゆかに倒れる。

「教授!!」

　ロキの叫びは、喉のどに引っかかってうまく音にならなかった。

　彼以外の星導士は、狼ろう狽ばい一つ見せなかった。年長の星導士が進み出ると、部下に向かって冷れい徹てつに指示を出す。

「ケートス家の者は皆みな殺ごろしだ。行け」

　星導士たちは頷うなずくと、散り散りになって館やかたを出て行った。

「教授、教授」

　書しよ斎さいに残されたロキは、血の海の中でメンカルにすがりつく。かつての恩師は爆ばく裂れつを間近に受けて大量に出血し、意識を失いかけていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫ですよ。今星輝石を……」

「ロキ君」

　メンカルは、息も絶え絶えになりながら、ロキの胸むなぐらを強く摑む。口の端はしからどす黒い血を流しながら、彼は、懇こん願がんした。

「私はいい。娘を」

「え？」

「娘むすめを、守ってくれ」

　ロキはメンカルの視線を追い、部屋の隅すみを見やる。そこには洋よう服ふく簞だん笥すがあって……、その扉とびらがわずかに、開いていた。

「アステラ」

　メンカルがかすれ声で呼びかけると、静かに扉が開く。その奥で、声も出さず、凍こおり付いたように目を見開いて立っていたのは……、茶色い髪かみに紺こん色いろの瞳ひとみの、幼い少女だった。星導士たちがやって来る直前、メンカルは娘を簞笥の中に隠したのだ。

「君……見てたのか、今の、全部」

　そのときのロキの感情を、憐あわれみと呼ぶのではあまりに冷たすぎる。ロキの最初の涙なみだは、彼女のために流されたのだ。

「アステラ」

　メンカルは娘の目を真っ直すぐ見み据すえた。紺色の奥に赤い火を揺ゆらした、不思議な瞳ひとみを。

　ささやきほどの声量で……けれどはっきりと、メンカルは語りかける。

「ダイヤモンドの中の花だ。覚えておくんだよ。そうすればまた会える」
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　三日目、朝。

　シリウスの部屋は星せい輝き石せきストーブですっかり暖められ、窓がくもって汗あせをかいていた。換かん気きのために窓を少しだけ開けると、湿しめった空気が入ってくる。雨になりそうだ。

「午後には最終試験の監かん督とくがありますから、それが終わったら天とう帝さまのところへ伺うかがいましょう」

　シリウスは、六歳年上の兄にそう声をかけた。

　彼ら兄弟の父・天帝ベテルギウスは、元々オリオン区の区長だ。本宅はオリオン区にあるが、病状の悪化に伴ともない、数年前から天都の学院内に居を構えていた。天帝はここで浴びるように星輝石を使い、学院の星薬学の権けん威いを何人も侍はべらせて、延命治ち療りように躍やつ起きになっている。

「兄さま、いつかお会いできると思っていました。時機が来れば、アステラ・ケートスを切り札にして夜の鯨と決着をつけると、天帝が仰おつしやっていましたから」

　敬愛する兄を前に、シリウスは高こう揚ようで頰ほおを上気させていた。

「今がそのときなのですね」

　ロキは浅く頷いた。確かにそうだ。

「ああ……今が、そのときなんだ」

　と、そのとき。

　わずかな窓の隙すき間まから、銀白色の烏からすが飛び込んできた。その烏はすぐに手紙の姿に変わり、毛足の長い絨じゆう毯たんが敷しかれた床に、音もなく落ちる。

「からす便？」

　シリウスは怪け訝げんそうにその手紙を拾い上げ、広げた。そこにはこう書かれていた。




　今夜七時、天都・学院にてお会いしましょう。

　夜の鯨




「かかった！」

　シリウスが大声を上げる。その横で、ロキはしかし、動どう揺ようしたような表情を浮うかべていた。

「……アステラ」

　霞かすむような小声でそう零こぼすや、彼は突とつ然ぜん駆かけ出す。

「兄さま!?」

　弟が驚おどろくのにも耳を貸さず、部屋から飛び出したロキは……、

「どこへ行くんだ、ロキ？」

　廊ろう下かを数歩も行かぬうちに、足を止めることになった。

「……親父おやじ」

　そこにいたのは、車くるま椅い子すに腰こしかける老人。従者を侍らせ、星せい杖じようを膝ひざに載のせている。頰のこけた顔には深い皺しわが刻まれ、落ちくぼんだ目には、けれど未いまだに赤い光がたぎっていた。

　ベテルギウス。星の原を統すべる天てん帝ていにして、ロキとシリウスの父だ。

「おいおい、名うての天帝が、ずいぶん小さくなっちまったな。半分死んでんじゃないのか？」

　五年ぶりの会話だ。けれど、ロキがどんなに暴言を吐はこうと、その人の厳いかめしい顔はぴくりとも動かなかった。罪人を沼ぬまに沈しずめる重おも石しのような低い声で、天帝は長男に尋たずねた。

「ロキ、何をしに帰って来た」

　彼が答えるより前に、今度は次男の方が部屋から出て来た。夜空に燦さん然ぜんと輝かがやく冬の大三角、その三つの一等星の子が揃そろう。血は繫つながっていても、瞳の色は三者三様だった。

「父さま！　わざわざいらしてくださったんですか、お加減は……」

　シリウスは父のもとへ駆け寄る。睨にらみ合う二人に全く気付くことなく、彼は言った。

「例の娘です。兄さまがアステラ・ケートスを連れて来てくださったのです」

　ロキの顔に緊きん張ちようが走った。天帝はそれを見み逃のがさなかった。

「そんなことを命令した覚えはないが」

「え？」

　シリウスが顔から笑えみを消しても、父は一いつ顧こだにしなかった。ただ真っ直ぐ、ロキを見据える。吊つり上がった目だけはそっくりな親子だった。

「今回のことはお前の独断だな。なぜ今彼女を連れて来た？　それのみか、星なしに入学試験を受けさせるだと？」

　シリウスはしきりに、二人の間で視線を行き来させている。

「何を考えている、プロキオン？」

　ロキは答えない。天帝は星杖を上げた。その先に、赤い光が灯ともる。直後、

「うああああっ！」

　絶ぜつ叫きようと共に、ロキが左手を抱かかえて頽くずおれた。おどろおどろしい刺いれ青ずみが赤く燃え、激痛がロキを焼く。

「兄さま！」

　シリウスは倒たおれる兄をさっと支える。慌あわててその左手を見やり、彼は顔面蒼そう白はくになった。

「ゴルゴンの目……こんな古い星ほし魔ま法ほう、まだ生きてたんですか」

　ロキは全身に汗を噴ふき出させながら眼光鋭するどく父を睨みつけるが、

「さっきのからす便、お前たちも受け取ったんだろう」

　天帝はそんなこと歯し牙がにもかけず、何事もなかったかのように告げた。

「最終試験は中止だ」

　そして従者に手で合図をし、車椅子を回転させる。去り際ぎわ、付け足しのように、

「シリウス、この件はお前に任せる。兄の方は相変わらず使い物にならんからな」

「と、父さま」

　シリウスは引き留めようとしたが、無む駄だだった。

　父の教えは、いつだって一つだけ。

「反乱を許すな」

　天は完全にして、不変。統べよ。司つかさどれ。自由や変革を許すな。

「必ず夜の鯨くじらを捕とらえろ。親子ともども、今度こそ目にもの見せてくれる」

　脂あぶら汗あせを滲にじませ、うずくまりながら、ロキはすがるように宙を見上げた。

「アステラ……！」
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　まもなく、天都は土ど砂しや降ぶりになった。

　学院・冬の寮りよう。ルディの部屋はいつにもまして賑にぎやかだった。プレアデスの姉妹たちに加えてヒヤデスの七姉妹も集められ、元々派手な部屋がいっそう華はなやかだ。

「ルディ、今度こそ天帝に叱しかられるわよ」

「まあまあ、君たちは雨を降らせておくれよ」

　心配する姉妹に、ルディは取り合うそぶりも見せない。

「もう、ルディっていつも勝手なんだから」

「でも好き」

「ちょっと、ケラエノ、足踏ふまないで」

「私はエレクトラ！」

「メローペはどこなの？」

「あの子はまだ家出」

　姉妹たちはひっきりなしに喋しやべりながら、手のひらから星輝石を生み出していく。星の名を唱えるたび、星輝石は霧きりのように溶とけて消えた。プレアデス星団とヒヤデス星団の星輝石には、雨雲を呼ぶ力がある。彼女たちは雨を降らせる天才なのだ。逆にそれ以外は取り柄えがないが。

　ルディは食傷気味に肩かたをすくめつつ、アステラに声をかけた。

「アステラ、本気なのかい？」

　昨晩、天てん象しよう儀ぎの地下から出て来たアステラは、外で待っていたルディにある作戦を持ちかけた。突とつ拍ぴよう子しもない考えだと止められたけれど、

「ええ、やります」

　父の言葉を追い、辿たどりついた先で、彼女が考えたこと。今、彼女が一番、求めていること。

（ロキさんに会いたい）

　後こう悔かいしないと決めたのだ。本当のことは自分で探し出すって。そのためには、

「いつまでも誰だれかに助けてもらうのを待ってるわけにはいきません。自分のすべきことをしなきゃいけないと思う。私は私で、動かなきゃ」

「だからって、やることが派手すぎますよ」

「テレコ！」

　突とつ然ぜん部屋に男性が侵しん入にゆうしてきて、プレアデスとヒヤデスの姉妹たちが悲鳴を上げた。

「怖こわがらなくて大だい丈じよう夫ぶだよ、小鳥ちゃんたち。彼は望遠鏡にしか興奮できない特とく殊しゆな嗜し好こうの持ち主なんだ」

「いかがわしい言い方はやめてください」

「おや、意外だな。君でも女性に興味があったのかい？」

「ありますよ。接眼レンズの蓋ふたと同じくらいには」

　一通り軽口を叩たたいた後、テレコはアステラのそばまでやって来ると、眼鏡を押し上げた。

「アステラさん、例のものですが、配置が終わりました」

「ありがとうございます、テレコさん」

　テレコはアステラの頭を撫なでた。精密な観測機器に触ふれるときのように、そっと。

「あまり無理をしないでくださいね……くまができていますよ」

「あっテレコずるいぞ！」

　いきりたつルディを無視し、テレコは続ける。

「朝のうちに、アステラさんの逃とう亡ぼうはシリウスの耳にも届いたようですね。天都じゅうにあなたの捜そう索さくが出ています。三つの門は完全に封ふう鎖さ」

「予想通りです」

　アステラは無理に笑う。分かっていたことだ。自分は追われる身で、ロキは天帝の側にいる。だからこそ、彼に会うために、大おお舞ぶ台たいを用意しなければならなかった。

「決戦は夜です。アステラさんはここで休んでいてください」

「ありがとう、ございます……」

　テレコはアステラの強がりを見み抜ぬいていた。柔やわらかい声に、優やさしさが滲んでいる。

「あなたのお父さんには恩義がある。教授のためなら、なんだってしますよ。そしてそれは」

　テレコはルディにちらりと視線をやり、

「僕たち三人とも、同じ気持ちだと思うんです」

「私も……そう思いたいです」

　アステラが言うと、ルディは浅く頷うなずく。そして窓辺の方を振ふり返り、

「というわけで君たち、じゃんじゃん雨を降らせてくれたまえ」

　雨降らしの姉妹たちは──それまで興きよう味み津しん々しんで三人をうかがっていたのだったが──慌ててまた雨を降らせ始めた。
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　ルディの部屋の天てん蓋がい付きの派手なベッドに横になり、夢うつつで、アステラは思い出す。

　あの日のこと。取り戻もどした記き憶おくはだんだん鮮せん明めいになり、今でははっきりと、目の前に浮うかぶようになっていた。

「エリダヌス川の橋が落ちた」

　船の上で、ロキは泣いていた。

　くじら区の半分は海だ。秋の宮側の他区との境界は高い山で、反対に冬の宮に繫つながる道はエリダヌス川で阻はばまれている。

「もうくじら区から逃にげるすべはない」

　ご丁てい寧ねいに渡わたし船はことごとく燃やされていたが、なんとか一艘そうだけは生き残っていた。ロキはアステラと共にそれに乗り込み、流れに任せて漕こぎ出すだけで精いっぱいだった。

「ねえ、どこへ行くの？」

　アステラが小声で問う。ロキは放心したように俯うつむいて、うわごとみたいに呟つぶやいた。

「安全なところだ。怖くないところ……もう、苦しまなくていいところ」

「逃げるの？　でもみんなまだ町に残ってるわ」

「……」

「みんな死んでしまうの？」

　答えはなかったが、アステラには分かっていた。くじら区はもう救えない。ケートス邸ていには星せい導どう士したちによって火が放たれていた。炎ほのおはすぐに町中に広がるだろう。

「泣かないで。悲しくなっちゃう」

　そう言ったのは強がりだったかもしれない。でも、何か言わないと、目の前の青年までどこか遠くに行ってしまいそうで。彼の表情から、失意と諦あきらめ以外の何も読み取れなくて。

「大丈夫、なんとなく分かってたから。わたしたち、もう駄だ目めなんだろうなって。覚かく悟ごしてたの。母さまが事故で亡なくなったとき、父さまとわたしは……」

「星の光は」

　ロキはそれ以上少女に言わせなかった。むせび泣きながら、つっかえつっかえ、言葉を紡つむぐ。

「星の光は未来を照らす希望だって……教授はそう言ったんだ。なのにこんな、こんな……」

　嗚お咽えつ混じりの声が、水の音に、紛まぎれて。

「何が星の子だ。何のための光だ。こんな光なら」

　ロキは潤うるんだ目で水面みなもをじっと睨にらみ、吐はき捨てた。

「こんな光なら要いらない」

　そのとき、ぺちりと、小さな手のひらがロキの濡ぬれた頰ほおを叩いた。

　ロキは目を瞬またたかせ、ようやく顔を上げる。そこには、少し怒おこったような少女の顔があった。

「しっかりしてよね。一等星なんでしょう？　それでも父さまの教え子なの？」

　夢から覚めたように、彼は……、アステラを見た。凜りんと背筋を伸のばした彼女の、その、不思議な色の瞳ひとみを。そこに灯ともった赤い光を。

「星の子が自分の星を信じないでどうするのよ」

　まるで父が乗り移ったかのように。少女の叱しつ咤たが、夜空に響ひびいた。

「そうだな、そうだった……」

　そのとき、ぐらりと船が揺ゆらいだ。

「自分の星を、信じないとな」

　ロキがアステラを抱だきしめたのだ。気づけば、彼女の身体からだは冷え切っていた。

「俺の光に、何ができるだろうか……メンカル教授のために、俺に、何が」

　ほとんど痛切なくらい、強い力でかき抱いだかれながら、アステラは夜空を仰あおいだ。先のことは分からない。だけど、こんなときでも夜空には、輝かがやく星々の歌が鳴り響いていて。

「知ってた？　くじらは歌を歌うんですって。水の中を伝わって、すごく遠くまで聞こえるの」

　彼女は泣かない。ぎりぎりのところで、歯を食いしばって、絶対に泣かない。母が死んだとき、父と決めたのだ。涙なみだで何も見えなくなるくらいなら、ぐっとこらえて、そして代わりに、

「父さまはね、心細くなったら夜空を見上げろって言ってた」

　二人は船の上から夜空を見上げる。秋の星空には、巨きよ大だいな鯨くじらがその身体を横たえていた。

「夜空は海なのよ。どれだけ遠く離はなれていても、父さまとアステラは通じ合えるの。夜の海でくじらが歌うように」

　ロキは聞こえないくらい小さく呟いた。

「夜の……鯨……」

「だから平気。ね？　そうでしょう？」

　それからしばらくして、アステラは眠ねむりに落ちた。深い深い眠りに落ちた。数日間死んだように眠り続けた彼女は、目覚めたとき、それまでのことを何もかも忘れてしまっていた。目の前で繰くり広げられた凄せい惨さんな光景は、幼い記憶をすっかり壊こわすのに十分な威い力りよくを持っていたのだ。

（でも、忘れちゃいけなかったんだ）

　父のことも、母のことも、くじら区のことも。そして、アステラをあの悪夢から救い出してくれた、優しい黄色の目をした青年のことも。

　たとえどんなに、辛つらい思い出でも。アステラはそれを、忘れてはならなかったのだ。
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「よう、色男。五年ぶりだね」

　聞き覚えのある声がして、ロキは目を開けた。

「ルディ」

　そこには、黒い短たん髪ぱつにはっとするような赤い瞳の星導士が立っていた。ロキは唸うなり、体を起こす。左手の感覚がなかった。全身汗あせだくなのに、寒気がする。

「どうしてここが？」

「君の弟ってさ、優ゆう秀しゆうだけどちょっとお馬ば鹿かだよね。怪あやしい人ひと影かげを見たって言ったら、飛んで行ったよ。兄さまのことを看みていてくれって、言い残してさ」

　ルディは人差し指に部屋の鍵かぎをひっかけ、ロキの横たわるベッドの足元に腰こしかけた。

「大した忠犬だ。一度覚えた飼い主のことは忘れられないらしい……まあ、彼にとって君は自じ慢まんの兄以外の何物でもないだろうからね。学院を最短で卒業し、以後献けん身しん的に父に仕える優秀な星導士、か。これ笑うところだよね？」

　笑えるものか。ロキは渋しぶい顔で口をつぐんでいる。

　ルディはそこで、旧友の左手に目を留めた。この刺いれ青ずみのことはアステラから聞いていた。

「こりゃひどい。痛むのか？」

「そういう域を超こえた。腕うでが繫がってるかどうかすら自信がない」

「ふうん」

　自分で尋たずねておいて、ルディの反応は薄うすかった。命に別状がないならそれで十分だ。だって、

「アステラはもっと傷ついてるんじゃないか？」

　返事はない。ルディはロキの表情を読もうとしたが、できなかった。この金きん髪ぱつの青年は、昔からひょうひょうとしていて、何を考えているのか分からない。

　そこで、ルディは上着に丸めて入れていたノートを取り出した。

「研究室ラボ日誌だ。懐なつかしいだろ」

「ルディ、今はそんな場合じゃ」

「いいから聞いて」

　ルディはノートをめくった。

「六月十八日、記録者プロキオン。教授の言葉を、忘れないように書き記しておこうと思う」

　ルディがそれを読み上げ始めると、ロキの顔つきが変わった。

「星の光は迷える人を導き、悲しむ人を慰なぐさめ、戦う人を鼓こ舞ぶする。広い夜空の海で溺おぼれそうになったときは、進むべき航路を示す灯台になってくれる」

　それは恩師の教え。彼らが学院で学んだ、一番大事なこと。

「星の光は、未来を照らす希望だ。だから」

「だから、自分の星を信じるんだ」

　最後の言葉は、ロキ自身が呟つぶやいた。ルディはノートを閉じ、立ち上がった。

「ロキ、私の知っているプロキオンの光は、恩師を裏切り、その娘むすめを傷つけるような、汚きたない色はしていない。私は……お前の星の光を信じることにする」

　そして胸むな元もとから小こ瓶びんを取り出すと、ベッドの上に放ほうった。ロキは右手でそれを取り上げる。

「へびつかい座に、いて座、ほうおう座……医い療りようと再生の星せい輝き石せきの詰つめ合わせか。お前これ、いくら払はらったんだ？」

「ロキ」

　ルディは赤い赤い瞳を燃やし、きりりと言葉をかけた。

「親星に恥はじぬ行動をしろ。それが選ばれた者の義務だ」

　一等星プロキオン。その星の光を、ルディ以外にも、信じようと決めた娘がいるのだ。

「彼女はお前に会いたい一心で、いろんな無茶をしてるぞ」

「アステラが？」

　ルディは呆あきれと感かん嘆たんの間みたいな表情を浮うかべ、腕を組んだ。

「作戦を聞きたい？　結構笑えるよ」

　そして詳しよう細さいを聞いた後。

「あいつ、本物の馬鹿か！」

　ロキは左手の痛みも忘れて大声を上げた。

「今すぐ地下に連れん絡らくを……食事会を手配して……」

「何言ってるんだい、ロキ？　痛みで頭変になっちゃった？」

「キャサリンと、マーガレットと、エミリー……それから」

「おやおや」

　急にぶつぶつ言い始めたロキに、ルディは肩かたをすくめる。

「ひどい男だな。他に女がいるのなら、私がアステラ取っちゃうよ？」

「ルディ、お前が言うと洒しや落れにならん」

「私はいつでも本気だ」

　二人はじっと、睨にらみ合う。ロキには涼すずしい顔をしている余よ裕ゆうがなかった。

「……許さん。あれは俺のだ」

「おお、怖こわい怖い」
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　夜七時。朝からの豪ごう雨うは、図はかったかのようにさっと引いた。白い石いし畳だたみが濡れている。アステラはマントと仮面に身を包み、ばくばく鳴る胸を押さえていた。

「うっ、やっぱりやめとけばよかったかも……」

　夜の鯨からの大だい胆たん不ふ敵てきな招待状は、シリウスや天てん帝ていのもとのみならず、天都じゅうにばらまかれた。地下世界の支配者が直接天都にお出ましという噂うわさが矢のごとく飛び回り、中央星府の役人はもちろん、学院の星せい導どう士しや、最終試験の中止を言い渡わたされた受験生までもが興きよう味み津しん々しんだ。

　しかし、その手紙の差出人が十六歳の少女だということを知る者は少なかった。

　──本気で夜の鯨に成りすますつもりかい？

　ルディには何度も確かく認にんされたけれど……、アステラは一度決めたら譲ゆずらなかった。無む謀ぼうなのは承知の上。それでも、アステラは今それをすべき人間は自分なのだと知っていたのだ。




　その手紙には「学院にて」と書いてあるばかりで、具体的にどこが会場になるのかは分からなかった。シリウスの命で、研究中であれ講義中であれ、星の子は全員戸外に追い出され、学院の全すべての建物が施せ錠じようされた。やじ馬たちは本部棟とうの前庭に集まり、ざわついている。

　そして、本部棟の大時計が七時の鐘かねを打った。すると、

「さっ……、さあさあ皆みなさんお立ち会い！」

　空から、声が響ひびいた。澄すんだ水のような声だ。かなりこわばってはいるが。

「あそこだ！　屋上！」

　確かに屋上には小こ柄がらな少女らしき人影が見えた。その影は叫さけぶ。

「闇やみ市いちへようこそ！」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、場は騒そう然ぜんとした。

「闇市？　天都で!?」

「夜の鯨くじらってあんなガキだったのか？」

「馬鹿、囮おとりに決まってんだろ？」

　ざわつく星の子たちを見下ろしながら、アステラは唾つばを飲んだ。ここまではうまくいっている。期待以上にたくさんの客が集まってくれた。

「本日目玉の商品は……こちら！」

　アステラは脇わきに置いてある木箱を苦労して持ち上げ、頭の上に掲かかげた。

「中央星府が地下鉱山の星なしたちから無理やり巻き上げた星輝石です！」

　ざわめきが一気に増ぞう幅ふくする。アステラは喧けん騒そうに負けないように声を張り上げた。

「おかげさまで、今ごろ罪のない星なしたちが地下で何人も凍こごえてます。問答無用で財産を没ぼつ収しゆうするのも、星導士さまのお仕事の一部というわけですか」

　地下鉱山でロキから学んだ、人を苛いら立だたせる当てつけが役に立つ日が来た。アステラの思おも惑わく通り、星の子たちの間では剣けん吞のんな目くばせが交かわされ、一気に雰ふん囲い気きが悪くなる。

「わざわざこんな高いところまで運んでもらったことですし、たまには天都の皆さんにも還かん元げんしましょうか。今日は特別ご奉ほう仕し、全て無料です！」

　アステラは左手で木箱を抱かかえると、右手でその中身を手のひらいっぱい摑つかみ取り、そして大きく振ふりかぶって……、ばらまいた。

「ああっ！」

　星の子たちが空から降る星輝石を拾おうと殺さつ到とうする。アステラは次々に石を摑むと、勢いよく投げていった。眼下の人々は、押し合いへし合い、醜みにくい争そう奪だつ戦を繰くり広げた。星の子は普ふ段だんから星輝石には困らないはずなのに……強ごう欲よくに限度はない。しかし、

「なんだ、こんな質の悪い石……ガラスと変わらないじゃないか」

　星の子たちの間から、すぐに不満の声が上がった。確かに、ばらまかれた小さな石は、小さすぎて結けつ晶しようの形も色も判別できないほどの粗そ悪あく品だった。

「こんなさざれ石、価値なんかない！」

「そんなさざれ石でも……星なしにとっては財産なのよ！」

　アステラの声が響き渡った。場がしんと静まり返る。

「確かに、あなたたち星の子がいないと星輝石は育ちません。でも毎日毎日、鉱山で星輝石を採さい掘くつして、選別して、加工して……そうやって働いてるのは、私たち星なしなんです。配給ではそんなさざれ石しか手に入らないのに。価値のある石は、星の子に独どく占せんされてしまうのに」

　星なしには星なしなりの矜きよう持じがある。星の子だと偽いつわって天都に来て、星の子に交じって三日間を過ごして……、それでも、地下鉱山で五年間生きて来た自負心は消えなかった。

「あなたたちは星に愛されてるかもしれない。でも」

　でも。星の原全土の星の子をかき集めても、数で言えば、たかだか数千。

「星なしの人口の方が、ずっと多いんですよ」

　本当はみんな知っているはずだ。でも、見ないふりをしている。気づかないふりをしている。天幕の奥に潜ひそむ、たくさんの見えない光のことは。

「星の子の暮らしを支えてる星なしを無視して、天を知った気になってるなんて、滑こつ稽けいです」

　アステラは吐はき捨てるように言い切った。しかしあるとき、

「これ、星輝石じゃないぞ！　本当にただのガラスだ！」

　誰だれかがそんなことを言い出した。

「おっと」

　それまで強気だったアステラが、そこで急に弱よわ腰ごしになる。

（小さく砕くだけばばれないかと思ってたけど、予想外に早く見破られちゃった）

　当然と言えば当然だ。ここは学院。星輝石の専門家も多く交じっているはず。

「じゃ、じゃあ、そろそろお開きってことで……それでは！」

　アステラは早口に言うと、マントを翻ひるがえし、逃にげ出した。




「ガラス……？」

　シリウスは不ふ揃ぞろいなガラス片へんを拾い上げた。いったい何がしたかったんだ、あいつは？

「シリウスさま！　天都の各門番から伝言が」

　そこで部下の星導士が駆かけ付けた。彼は困こん惑わくした表情で、告げる。

「水門から……星輝石が降ってます」

　意味が分からず、盛大に顔を歪ゆがめたシリウスだったが、直後、ばっと屋上をふり仰あおぐ。

「ああ、そういうことか！」

　シリウスは部下にすぐに水門へ向かうよう告げた。訳が分からないのは部下たちの方だ。

「いったいどういうことなんです？」

「雨だ」

　天都・いっかくじゅう区には門が三つしかない。そしてその全てが、今は封ふう鎖さされていた。けれど、ここは高台に建つ人工都市。豪雨が降ると、三か所の門の脇にある水門を開放し、水道管を通して地下へと雨水を流す仕組みになっている。

　確かに天都の警備は厳しい。しかし、水道管の中までは監かん視ししていない。

「あいつが持ってるのは全部偽にせ物ものだ。本物の星せい輝き石せきは……」

　天都から地下鉱山へ、雨水と共に降り注いでいる。

「あいつ、許さん……！」

　シリウスは激げき昂こうした。夜の鯨からの手紙も突とつ然ぜんの闇市も、天都の人々を門から遠ざけるための囮だったのだ。せっかく捕とらえたと思ったら逃げられ、まんまと謀ぼう略りやくにはめられた挙げ句、取り上げた星輝石を奪うばい返されて……、シリウスはもう我が慢まんならなかった。

　罪のない星なしから取り上げた？　彼女の澄んだ声で聞かされると、何か悪いことをしたような気がしてくる。いや、いや、違ちがう。天は全て天帝のものなのだから、星輝石だって天帝が管理すべきなのだ。なのに、どうしてこんなに不安になるんだ。

　星なしの方が数が多い？　そりゃそうだろう、そんなこと彼でも知っている。……でも、

「星なしが全員彼女なら」

　勝てないような、気もする。

「シリウスさま、何か仰おつしやいましたか？」

「五う月る蠅さい！」

　シリウスは部下に怒ど鳴なりつけ、浮うかんだ考えを振り払はらう。

「何をしてるんだ、早くあいつを捕らえろ！」

「だって、さっき施錠して回ったばかり……！」

「いいから開けろ。生かしてはおけない！」

　シリウスの血走った目に、青い残ざん酷こくな光が灯ともる。

「捕らえるんだ！」
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　逃げる、逃げる。

　アステラは本部棟とうを走り回っていた。物置に隠かくれ、建物が施せ錠じようされてから抜ぬけ出て屋上に現れた……はいいのだが、予想外に警備の突とつ入にゆうが早く、出口が見つからない。

（どうしよう、早々に建物を出て、群衆に交じって逃げるつもりだったのに……！）

　思ったそばから、足音。アステラが慌あわてて階段を駆け上がろうとしたとき、

「《シリ焼きこがウスすもの》！」

　階下から青い炎ほのおが飛んで来た。

「ひっ！」

　アステラはすんでのところで避よける。見れば、銀ぎん髪ぱつに青い目をした青年が、汚きたないものでも見るようにこちらを睨にらんでいる。その右手には、いつか喉のど元もとに突つき付けられた星せい杖じよう。

「かき回しやがって。逃げられると思ってるのか？」

　シリウスは輝かがやく制服を翻し、つかつかと階段を上がってくる。アステラは逃げようとして、

「きゃっ！」

　運悪く足を絡からまらせ、転んでしまった。踊おどり場でうずくまる。膝ひざから血が出ていた。

「ついてないな、アステラ・ケートス」

　アステラのマントの下から、メンカルの星杖が転がり出る。追いついたシリウスはそれを拾い上げると、蔑さげすむような眼でアステラのすぐそばに打ち下ろした。

「星なしのくせに星杖を持って何になる？　どうせ使えやしないくせに」

　シリウスは屈かがみ込み、這はいつくばるアステラの前まえ髪がみを摑つかんで無理やり顔を上げさせた。

「うっ！」

「さっきは好き勝手言ってくれたな」

　シリウスの加か虐ぎやく心に火が点つく音を、アステラは聞いた。

「生まれた時点で勝負は決まってるんだよ。負け犬ががちゃがちゃ騒さわぐな」

「何を……！」

　嚙かみつこうとするアステラを、酷こく薄はくな光が迎むかえ撃うつ。眩まぶしすぎて目もくらむような青。他の追つい随ずいを許さぬ、圧あつ倒とう的な輝き。

「星なしはどこへも行けやしない！　何もできないし、何者にもなれない！」

　まるでそれが未み来らい永えい劫ごう変わることのない真理かのように、シリウスは宣言した。

「恨うらむなら星に選ばれなかった自分を恨め」

　そして彼が自分の星杖を握にぎろうとした、そのとき。

「《プロ犬に先キオン立つもの》！」

　階下から、今度は黄色い炎が飛んで来た。シリウスは機き敏びんに反応し、さっと避けて立ち上がる。アステラが身体からだを起こすと、

「ロキさん！」

　そこには息を切らす金きん髪ぱつの青年の姿があった。

「兄さま！　どうしてここに、その、お身体は……」

　慌てて言葉をもつれさせるシリウスに、ロキは短く言う。

「そいつを傷つけるな」

「そ……そうですね。すみません。彼女は人ひと質じちなんでした」

　急にしおらしくなったシリウスは、星杖を握りしめて言い訳っぽく零こぼした。

「しかし、まさか夜の鯨くじらの正体がこの娘むすめというわけじゃないでしょう……さっきの闇やみ市いちがこの娘の策略なのだとしたら」

　シリウスはなんとか落ち着きを取り戻もどそうと努めながら、

「いったい、夜の鯨本人はどこに？」

　そう、尋たずねた。

　ロキは俯うつむき、頭をがさがさやった。

「……さあな。そいつに訊きいてみたらどうだ？」

　兄の言葉に従い、シリウスはアステラに視線をやる。

　彼女は立ち上がると、おもむろに腕うでを上げ、そして真っ直すぐ、指さした。

「夜の鯨は、あなたでしょう？」
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「ロキさん」




　少しの間の後、ロキはゆっくりと顔を上げた。彼は笑っていた。それは確かに、アステラのよく知るロキの笑い方だった。

「え？　え!?」

　一人狼ろう狽ばいしているのはシリウスだ。

「夜の鯨が兄さま!?　そんなわけ……だって、メンカル・ケートスは」

「メンカル・ケートスは」

　アステラは指さした手を下ろす。落ち着いた声こわ音ねで、彼女はこう続けた。

「父さまは、死にました。五年前に」

「アステラ」

　ロキの笑えみに、悲しい影かげが差す。

「思い出したんだな」

　アステラは頷うなずいた。

　あの日、アステラの目の前で、メンカルは確かに息を引き取った。砕くだけ散った赤い星輝石が浮かぶ血の海の中で、彼がこときれた瞬しゆん間かんを、アステラとロキは見守ったのだ。声もなく。

「だって……でも、メンカルは逃にげたって、兄さまが」

　シリウスはまだピンと来ていない様子で、

「メンカルは生き延びて、地下鉱山で闇市を開いていると……だから娘は殺さずに人質として生かしておこうと……」

　そこまで言って、彼ははっと息を吞のんだ。

「もしかして、そこから全部、噓うそだったのですか？」

　そう、ロキはアステラに噓をついていた。けれどその裏で、天てん帝てい側にも噓をついていたのだ。

「そんな、どういうことです、どうして……」

「天帝に……私を生かしておく価値があるって思わせるために、ですか？」

　アステラに問われ、黄色い目をした青年は泣き笑いの表情で深く首しゆ肯こうした。

「お前を守りたかったんだ、アステラ」

　アステラは震ふるえる息を吐はき出す。五年分の噓と誤解の雲を払った先で、やっとロキと真正面から向き合えた気がした。

　一方、自分の方が出し抜かれていたことに気づき、シリウスは不快感を露あらわにした。

「兄さま、なぜです？　どうしてそこまでケートス家に肩かた入いれをするのです。星なしなんかに優やさしくしたって、つけあがるだけだ」

「なぜそう言い切れる」

　しかし兄からは同調は得られない。

「だって、だって……」

　シリウスはしどろもどろになりながら、

「彼らは星の光を持たないんですよ」

「セイ、地下に下りて、お前は何を見てた？　支配することに必死で、そこで生きてる星なしたちに見向きもしなきゃ、分からないだろう」

　ロキは弟を諭さとすように、導くように、言葉を重ねた。

「ですが」

「見えないものを見ようとしない者に、天は摑めません」

　その言葉を放ったのは、ロキでなくアステラだった。シリウスは彼女の方を見た。

　その少女は、こんなに華きや奢しやなのに、折れない。目の前に一等星の子を二人も構えて、それでもなお、怖おじ気けづかずに立っている。

　彼女の大きな目に見み据すえられて、シリウスは……どうしてだろう、全身に鳥とり肌はだが立った。なぜだ。自分は全天で一番明るい星の子、相手は星なし、なのに。

「何を偉えらそうに……星なしのくせに！」

　シリウスはいきり立った。規格外のことが起こりすぎている。秩ちつ序じよ、秩序はどこに。

「あー、一つ言ってなかった」

　そこで急に、ロキが手を挙げた。まるで緊きん張ちよう感かんのない声で、彼は言う。

「セイ、こいつは星なしじゃないぞ」

「え？」

　驚おどろいたのはアステラの方だ。

「あの、ロキさん……？　私は星なしですよ」

　ほとんど口くち癖ぐせのように否定する。記き憶おくを取り戻してもなお、それは揺ゆらがぬ事実だ。

　けれどロキは首を振ふり、いつかの台詞せりふを繰くり返した。

「アステラ、お前は星の子だ」

「違ちがいますってば！」

　アステラは自分自身に言い聞かせるように、かたくなに否定する。

「信じろ」

　するとロキはアステラの右手を取り、ぎゅっと握らせた。星の子たちが、身体から星せい輝き石せきを生み出すときのように。

「あんな啖たん呵か切っといて情けないぞ、アステラ」

　濃こい黄色の双そう眸ぼうが、アステラの迷う瞳ひとみを捉とらえる。

「見えないだけで、そこに星なんてないと思い込むのは、馬ば鹿かのやることだ。自分の星を自分が信じなくてどうする」

　それはメンカルの教え。そして、かつてアステラがロキに放った言葉でもあった。

「わ、私……」

　でも、でも本当は、アステラが一番、その意味を理解していなかったのかもしれない。自分は星なしだと決めてかかって、自分は価値のない人間なのだと誰だれより強く思い込んでいたのは、アステラ自身なのかもしれない。

（信じていいの？　私の中にも星があるんだって、信じていいの？）

「アステラ、お前だって星の子だ」

　否定の理由ならたくさんある。けれど、

（私が信じなきゃ、いったい誰が信じてくれるの）

　アステラは目を閉じた。瞼まぶたの裏に、星が流れる。広大な闇やみの中、色いろ鮮あざやかな光こう芒ぼうをかき分け、彼女はどこかで待っているその光を探す。

（目で見えないなら……心で）

　アステラの、アステラだけの光を。それを心に思い浮うかべた瞬間、

　──どくん。

　手のひらの上で、何かが強く脈動したような気がした。アステラは目を瞬またたかせ、拳こぶしを開く。

　そこには……、

「星輝石？　いや、でも」

　それは夜色の石。真っ黒で、ごつごつして……、こんな星輝石、見たことがなかった。

（でも、ところどころ赤く光ってる……ような、気がする）

　それはまるで、アステラ自身の不思議な瞳ひとみの色のように。

「ロキさん……これ」

「教授はお前を天帝から守るため、お前自身にも伝えていなかった」

　ロキは声に安あん堵どを滲にじませつつ、

「いいか、アステラ。お前は星なしじゃない。お前の星は」

　どくどくと、石は震える。奥に秘ひめた血潮を、確かに示すように。

「お前の星は、変光星なんだ」

「変光星……？」

「くじら座には不思議な星がある。脈打つ心臓のように、明るさを変える星だ」

　ロキはかつてメンカルから教わった話を思い出す。時期によって見えたり見えなかったり、学院の星図にも、載のったり載らなかったりする、不思議な星。

「あるときは血のように赤く輝かがやき、あるときは全く目視できなくなる」

　夕焼けと夜の間のような、赤から紺こんへと移ろう瞳。彼女のこの不思議な目は、親星の姿を克こく明めいに写し取ったものだったのだ。

「アステラ、お前の星は変光星だ。名は、ミラ・ステラ」

　お化け鯨くじらの心臓に輝く、不思議な星。

「その不運体質、おかしいと思わなかったのか？」

　未いまだに言葉が出ないアステラに、ロキは苦く笑しようを投げる。

「ミラは変光星。その名の通り、常識の通じない不思議な星だ。お前はそれに守護されてるから、身の周りで妙みようなことばっかり起こすんだ」

　アステラの目が赤く光るとき、決まって予想外のことが起こる。これは彼女の親星の仕し業わざ。

「信じろ。お前は星の子だ」

　アステラは思い出す。天てん象しよう儀ぎの問答。あのとき、確かに天象儀はくじら座が南中するあたりで止まったのだ。

（星が光らなかったから、やっぱり私は星なしなんだって思ったけど）

　見えない光で、だけどあのとき、本当は輝いていたのだとしたら？　アステラの親星が、確かに、彼女を呼んでいたのだとしたら？

「見えなくても、信じろ」

　たとえ遠くても、弱すぎて届かなくても。

　独りぼっちで輝く、その光を。その声に、耳を澄すまして。

「星の名を」

　アステラは深く息を吸う。

　もし、本当に、星があるのなら。自分の中に、星の光があるのなら。

　──信じる。

「《ミラ・不思議ステラな星》」

　ぱちゅん！

　石が弾はじけ飛んだ。それは赤く光り、宙を跳はね、人には聞こえない音で空気を震わせた。

「わっ！」

　シリウスが持つ鯨骨の星せい杖じようが、星輝石の呼び声に合わせてぶるぶる振しん動どうし始めた。そして逃にげるようにシリウスの手を離はなれると、勢いよくアステラのもとに飛んでくる。

「え……？」

　星杖を摑つかんだはいいものの、戸と惑まどうアステラに、ロキが言う。

「そいつの主人はお前だ」

　鯨骨の杖はすべすべとして、アステラの小さな手のひらに妙になじんだ。

　アステラは頷うなずき、星杖を掲かかげる。そして杖の先に赤い光が灯ともるのを見るや、彼女はその光で星を繫つなぎ始めた。あのとき結べなかった星を。描えがけなかった姿を。今こそ。

　丸い顔に、涙なみだ形の身体からだ。そしてそれらを繫ぐ、心臓の赤い星、ミラ・ステラ。

　秋の夜空に大きく天かける、お化け鯨だ。

「くじら座の星座陣じん！」

　シリウスがおののいた、そのとたん。波音のようなものが聞こえて、

「うっわあああああああ！」

　目の前に現れたのは、大きく膨ふくれた胴どう体たいに、獰どう猛もうな目、鋭するどい牙きばと扇おうぎ形がたの尾おを持つお化け鯨だった。これこそが海の魔物ケートス。国を亡ほろぼすほどの力を持つ、神話の中の化け物だ。

「あ、あわわわわ」

　アステラは自分で呼び出しておいて、その迫はく力りよくに頭が真っ白になっていた。

「え、これ、ど、どうしましょう!?」

「俺に訊きくなよ！」

　しかし鯨の方はこちらを襲おそう気はないようだった。首を曲げ、招いているようにも見える。

「……もしかして、乗れって言ってるの？」

「迷ってる暇ひまはなさそうだな。乗れ、アステラ！」

　アステラとロキは爪つめのついた腹びれに足を乗せ、くじらの背にまたがった。うろこのない滑なめらかな皮ひ膚ふは意外と硬かたく、少し温かい。

「ありがとう、ケートスちゃん。……飛べる？」

　お化け鯨は大声を上げ、宙を蹴けって風のように泳ぎ出した。アステラは必死にひれにしがみつき、その後ろからロキが抱かかえ込む。

「兄さま！」

　シリウスが必死で呼び止める。しかし、お化け鯨は彼に星ほし魔ま法ほうを使う暇すら与あたえず、二人を乗せたまま窓ガラスをぶち破ると、宙を泳いで舞まい上がって行った。

「兄さま……」

　一人取り残されたシリウスは、踊おどり場でぺたんと座り込んでしまった。
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　空を駆かける鯨。その背に乗って飛びながら、アステラはロキからようやく全すべてを聞いた。

　あの日、星府はメンカルの死亡を確かく認にんすることができなかった。天てん帝ていに派は遣けんされた星せい導どう士したちがケートス邸ていに戻もどってみると、そこはもぬけの殻からだったからだ。瀕ひん死しのメンカルが娘むすめと共に命からがら逃げだしたのだと、星導士たちは推測した。しかし実際は、ロキが幼いアステラの手を引きながら、冷たくなったメンカルを担かついで運び、エリダヌス川に沈しずめたのだった。彼には恩師の亡なき骸がらが星府の手に渡わたるのが許せなかったのだ。

　そして冬の宮に戻ったロキは、大枚をはたいて地下鉱山の闇やみ市いちを買い、夜の鯨という意味深長な通り名をできるだけ派手に轟とどろかせた。その噂うわさはすぐに天帝の耳に届き……、結果、星府はメンカルが生きているという可能性を捨てることができなくなった。

　そして数日後、行方ゆくえをくらましていたロキは突とつ然ぜん天帝のもとに現れた。

「教授の遺体、上がってないんだろ。ざまあみろ……」

　何日も眠ねむっていないのか、目の下に濃こいくまを作って、ロキは呪のろいの言葉を吐はいた。

「それを言いに来たのか？」

　天帝に問われ、ロキは首を振ふる。腕うでの中を見やれば、そこには未いまだ昏こん睡すい状態のアステラがくったりと身を預けていた。

「……こいつを俺にくれ」

「何だと？」

　予想だにしなかった言葉に、さしもの天帝も困こん惑わくする。

「引き取らせてくれ。頼たのむ、殺さないでくれ」

　ロキはすがるように言いながら……、けれど、こんなことで許可が貰もらえるとは思っていなかった。ケートス家の人間は皆みな殺ごろし。それが天帝の命令だったはずだ。

「交こう換かん条件だ。俺は消える。もう二度と学院には戻らないし、星導士資格も返上する」

　それは彼が次期天帝候補の座から降りるということを意味していた。一等星の子たちは皆、ベテルギウスの後あと釜がまを狙ねらっている。ロキはずっと、父を脅おびやかす存在だった。しかし彼はそれを捨てると言っているのだ。天帝に反旗を翻ひるがえし、玉座を乗っ取る機会を、永久に失うと。

「許すと思うか？」

　しかし、天帝はすげなくはねつける。思った通りだ。息むす子ことはいえ、裏切り者の元教え子。元々反はん抗こう的だったのだ、野放しにすればいつ嚙かみつかれるか分かったものではない。

　ロキは当然この展開を予期していたから、そこで眠る少女を床ゆかに横たえた。

「これでどうだ」

　突つき出した左手には……黒々とした刺いれ青ずみが入っていた。腕に絡からみつく蛇へび、不気味な目玉。

「ゴルゴンの目か」

　それは今は使われることもない、古い星魔法だった。

「まさか自分で？　正気か？」

「俺はもう星魔法を使えない。……満足だろ」

　彼は、自分の手で自分の力を封ふうじた。プロキオンの光を、彼はもう使えない。

「生しよう涯がいで一度だけ、息子として頼む。この子さえいれば、俺はもう何も要いらない」

　そのために何を捨てようとも。彼女を守るためならば。

　天帝は長い間黙だまって思し索さくを巡めぐらせていたが、

「……まあいい。その娘むすめもいつか駒こまに使える日が来るかもしれない」

　最終的には息子の要求を吞のんだ。これは危険な賭かけだろうか。しかし、かたや星魔法を使えない星の子、かたや星なしの少女。天帝ベテルギウスの脅きよう威いにはなりえない。

「いいか、ロキ、これはあくまで命令だ。お前がそこまで言うのなら……、いいだろう、その娘を育てるがいい。ただし私の命令は絶対だ。メンカルの動向によっては、娘を人ひと質じちに使う」

　ロキは歯を食いしばり、屈くつ辱じよくに耐たえた。

「身分を隠かくして暮らし、地下の動きを伝えろ」

　その命令にも、従うしかなかった。天帝は満足げに笑った。

「息子よ、お前もやっと私の役に立つな」




「それで、地下鉱山に……」

　夜風に金きん髪ぱつをそよがせながら、ロキはアステラの耳元で頷いた。

「幸か不幸か、目覚めたときお前は記き憶おくを全すべて失っていて……、俺は、隠すことにした」

　アステラに二度も、あの悲しみを味わわせたくなかったのだ。

「夜の鯨くじらの正体が分からないうちは、天帝はお前を殺せない。娘ってことにすれば、地下の連中もお前を星府から全力で守る。俺が夜の鯨として闇市を仕切ってる限り、お前は安全だ」

　一方では、夜の鯨として地下鉱山の闇やみ社会を牛ぎゆう耳じり。一方では、その夜の鯨に雇やとわれた便利屋として娘を保護し。そして星府に対しては、密告者として時間や場所が微び妙みように異なる闇市の情報を流し、混乱を誘さそっていた。

　こうして何重にも噓うそを重ねて、ロキはずっと、アステラを守っていたのだ。

「どうして、そこまで。私は何もできないのに」

「何もできないなんて自分で決めつけるなよ」

　アステラの中で感謝が自責に変わる前に、ロキは打ち消す。むしろこれは恩返しなのだ。

「あの日、俺を救ってくれたのはお前なんだぞ」

「え？」

「船の上で俺が何を考えてたか……お前は知ったら怒おこるだろうが」

　彼はそこで一度、苦い笑えみを零こぼして。

「俺はあのとき……このまま海に飛び込んで、死んじまおうと思ってた」

「そんな」

　アステラは瞠どう目もくする。そんなこと、夢にも思わなかった。ロキがあのとき、父の後を追おうとしていたなんて。何か言わなければと思うけれど、言葉がそれ以上続かない。

「メンカル教授を守れなかった。くじら区を救えなかった。……何が星導士だ、天帝の言いなりになって生きていくくらいなら死んだ方がよっぽどましだって、思った。でも」

　でも、あのときアステラが。

「お前がいたから……自分の星を信じろって、お前が言ってくれたから」

　自じ暴ぼう自じ棄きになりかけたとき、腕の中の小さな星が、深い海かい溝こうのような絶望の暗くら闇やみから彼を引っ張り上げてくれたのだ。空の見える場所まで。

「情けない話だよな。一等星の子なのに、あのとき俺は、自分の親星の声を全然聞けてなかった。お前にたしなめられて初めて、俺の中の光に気づけたんだ」

「……プロキオンは、そのとき、なんて言ってましたか？」

「アステラを守れって」

　だからロキは、彼女のために何もかも捨てたのだ。天都での暮らしも星導士の地位も、星魔法でさえ、惜おしくはなかった。だってもともと捨てるつもりだったのだから。

　アステラのために世界を変えようと思った。彼女の暮らしやすい世界になるように。教授の遺志を継つぎ、星なしたちに少しでも星せい輝き石せきを分け与えられるように。

「でもお前が成長するにつれて、本当にこれでいいのかと思えてきた。お前は父親に会いたがってたし……何より、お前が自信を失くして、自分を星なしだと信じ込んでるのを見るのは辛つらかった。本当のことを言うべきだって、分かってたんだ、ずっと。でもさ」

　笑うなよ、と、彼は前置いてから。

「お前がいると大変だけど退たい屈くつしないんだよ。なんだかんだ努力家なのは知ってるし、芯しんが強くてめげないし、星を見てるときの馬ば鹿か面づらは可愛かわいいし……いや、その、だからさ」

　無自覚なのかあえてなのか、ロキはアステラの心をきゅうと締しめ付けておいて、

「教授の娘ってことを抜ぬきにしても、離はなれたくなかったんだよな。勝手だけど」

　不意にそんなことを零こぼす。アステラは自分の身体からだが突とつ然ぜんふわりと浮うき上がるような気がした。小鳥が柔やわらかい羽をそっと広げるように。甘い泡あわがぱちぱち弾はじけるように。

（どうしよう、嬉うれしい）

　生まれたての恋こい心ごころが、身体からだ中を無む邪じや気きに跳はね回るから。淡あわい期待を、してしまう。

　けれどロキは舞まい上がる彼女には気づかず、咳せき払ばらいをすると、元の調子に戻ってしまった。

「だが、セイがやって来て、もうそんなことも言ってられなくなった」

　シリウスは父を妄もう信しんしている。何だってやりかねない。このままでは彼女が危ないと思った。

「お前は本当のことを知りたいと言うし……それならもう、お前の願いを叶かなえようと、そう決めた。そのせいでお前に嫌きらわれても。お前が出ていくことに、なっても」

「そんなこと、言わないでください」

（嫌うなんて、できるわけない）

　彼に裏切られたと思っていたときでも、できなかったのに。

「教授は天都を離れる前、俺だけには全部教えてくれていた。研究成果の隠し場所も」

「ダイヤモンドの中の花ですね」

「ああ、そうだ。教授の星せい杖じようもそこにある。それを見ればお前の記憶が蘇よみがえると思ったんだ」

　あの日消えた、記憶が。

「お前を天てん象しよう儀ぎまで導くために、試験を受けさせた。こっそりついて行って、セイの注意を引いて、ルディやテレコたちに協力を仰あおいで……お前が無事に行き着けるように」

　つまり何もかも彼の敷しいたレールだったのだ。そしてアステラはそれを見事に辿たどりきった。

「ま、ついでにちょっとセイに痛い目見させちまったけどな」

「シリウスさんにあの部屋を教えたんですか？」

「ああ、いい隠し場所があるって言ってな。案の定、取り上げた星輝石をあそこに隠してくれた。期待以上の働きだったぞ、アステラ。空から星輝石を降らせるとはね」

　夜の鯨・ロキは、アステラの作戦の詳しよう細さいを聞いた後すぐ、闇やみ市いちの仲ちゆう介かい人たちにからす便を送っていた。彼らは突然の食事会……もとい闇市に驚おどろいたようだったが、一も二もなく乗ってくれた。没ぼつ収しゆうされた星輝石が星なしたちの手元に戻もどるよう、手配してくれているはずだ。溝どぶ鼠ねずみ顔の黒服がキャサリンという偽ぎ名めいで呼ばれていることを知ったら、アステラは肝きもを潰つぶすだろうが。

「しかし、まさか二次試験でお前がくじら座の星座陣じんを繫つなぐとは思ってもみなかった」

「あれは私も予想外で……たぶん父さまに教わったのを覚えていたんだと思います」

　蘇った記憶はまだ身体になじみ切らず、他人の日記をのぞき見するようだけれど。

「父さまは私にいろいろ教えてくれた……星のことも、星輝石のことも。でも私、ずっと疑問だったんです。私は星なしなのに、どうして父さまは星ほし魔ま法ほうまで教えるんだろうって」

　でも、今なら分かる。

「それこそ父さまの研究だったんだわ」

　頭に浮かぶのは、テレコの言葉。

　──肉眼では見えなくとも、そこに光がないわけじゃない。

「全天に星は約八千六百。でも、これはあくまで『目に見える』星の数です」

　アステラは口にする。メンカルから受け継ついだ、ある一つの仮定を。

「ねえロキさん、本当に『星なし』なんているんでしょうか？」

　背後にいるロキの顔はアステラには見えないけれど、その沈ちん黙もくは、否定ではないはずだ。

「星がないんじゃなくて……、あるけどたまたま暗すぎるか遠すぎるかして見えないだけなんじゃありません？」

　望遠鏡を覗のぞくと、目視では見えなかった星がどんどん飛び込んできて、くらくらしてしまうことがある。いったいこの空には、全部でどれだけの星があるんだろう？

「私の星だって、暗くなっているときは全く目に見えません。でも私は星なしじゃなかった。私は確かに星の子です。だから」

　ミラ・ステラは不思議な星。何が出るかは分からない、びっくり箱。星の声に耳をそばだてれば……、『なんだってありだよ』と、不安定な光は、アステラにそう伝えていた。

「だから、私みたいに星なしだと思われてる人たちだって、本当は……」

　それは口に出すのも憚はばかられることだった。星の子と星なしとの間に明確に線が引かれたこの世界を、まるっきりひっくり返しかねない考えだ。だからケートス家は消されなければならなかった。メンカルの研究成果は、天てん帝ていどころか星の子全体の権けん威いを無に帰する危険がある。

「アステラ」

　ロキは後ろから、アステラの小さな頭を撫なでた。よくできました、と、褒ほめるように。

「お前は確かにメンカル教授の子だよ。これまで守ってきて、よかった」
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　学院から遠く離れ、天都の門近くの裏道まで二人を運んでから、お化け鯨ケートスは消えた。ルディやテレコと落ち合う予定の路地で、アステラはようやく胸むねを撫で下ろす。

「ロキさん」

　彼女はロキに向き直ると、深く深く頭を下げた。

「色々迷めい惑わくかけて、ごめんなさい。それと……いっぱい、ありがとう」

　ずっと言いたかったこと。直接伝えたかったこと。こんな言葉じゃ贖あがないきれないけれど。

　ロキはアステラが顔を上げるまで待っていた。そしてためらうように白い息を吐はいてから、

「アステラ、これからどうするか、お前が決めろ。もうお前は好きなように生きていいんだ」

　自分は星なしだからって、何もかも諦あきらめたような顔、もうしなくていいから。

「復ふく讐しゆうするっていうなら、それでもいい」

「復讐？」

　ロキは真ま面じ目めな顔で頷うなずく。彼女がそれを望むことも、ロキは想定していた。

「しませんよ」

　けれど彼女は、はっきりと否定した。復讐？　いったい何のために？

「ロキさんのおかげで自分の星が見つけられたんです」

　目の前に立つ、優やさしい青年。五年前のあの日からずっと、アステラを守ってくれた人。復讐なんてしたら、これまでの全部、台無しにしてしまう。ロキとの日々が噓うその上に成り立っていたのだとしても、でもそれももう、アステラの一部だから。なかったことにしたくなかった。

「私は不運だし不ふ遇ぐうかもしれないけど、不幸じゃないですよ」

　降り注ぐ星の光をさんさんと受けて、アステラは笑った。

「私、ロキさんのそばでちゃんと、幸せでした」

　ロキは宙を仰いだ。五年前から、この少女にはびっくりさせられてばかりだ。さすがミラの子。何をしでかすか予測がつかない。そして彼女は今また、ロキを驚かせる。

「それでね、ロキさん。私、考えたんですけど」

　アステラは口にする。彼女の決意を。

「私……、本当に学院に入っちゃ、駄だ目めですか」

「え？」

　ロキは一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめた。けれど考えてみれば、それが一番自然な帰着のような気すらした。

　彼女は星の子。才能もある。あの一件さえなければ、元々学院に入ってしかるべき逸いつ材ざいだった。それに、一次試験はトップ通過、二次試験のくじら座の星座陣が正しく作動することはさっき証明されたし、最終試験の天象儀の問答だって既すでに受けたようなものだ。

「天帝はまだ父さまが生きてると思っています。なら、私を殺そうとはしないでしょう……自分の手の届く範はん囲いに人ひと質じちを置いておけるなら、かえって喜ぶかもしれません。もちろん目はつけられるだろうけど、ルディさんやテレコさんもいるし」

　アステラは胸の前で両手を握にぎり合わせた。

「ロキさん、私、父さまの研究を継ぎたい。星なしなんていないんだって証明したいんです」

　星の子と星なしの世界を分断する、一本の線。アステラはそれを断たち切りたかった。

「復讐のためじゃない。星は私たちをきっと正しい方向に導いてくれるって信じてるからです。自分は星なしだって思っている人が、やりたいことを諦めなくていいように」

　自分の星を、その光の示す進路を、信じられるように。

「学院に入ります。父のような星せい導どう士しになるために」

　そう言ったことに噓はなかった。でもそれは、今までのロキとの暮らしが終わることを意味していた。ああ、アステラは、あのとき分からなかった感情を今理解した。たぶんこれが、

（寂さみしいって、気持ち）

　長い沈黙があった。アステラはロキの顔を見る勇気がなくて、じっと俯うつむいていた。彼は今何を考えているのだろう。アステラと離はなれるのは嫌いやだって、今でも思ってくれている？

「アステラ」

　彼女はおずおずと、顔を上げた。黄色い目をした青年の頭上に、冬の大三角が輝かがやいていた。

「あのさ」

「……はい？」

「抱だきしめていい？」

　どうしてこの人はこういうことをさらっと言うのだろうか……年上の余よ裕ゆう？　それともまだ、アステラのことをお子ちゃまだと思ってる？

（でも、まあ、いいか。今のところは）

「一回だけですよ」

　アステラがいたずらっぽく笑うと、ロキは彼女を引き寄せ、長い腕うでで包み込んだ。あの日、船の上で抱きしめたときより、たぶんずっと優やさしく。

　彼の胸の中で、アステラは深く呼吸する。心臓の音が同期する。二人の光が溶とけ合う。

「アステラ、お前を信じるから、手放すんだぞ」

　だから、お前は安心して、ここを出て行けばいいんだ。

　ロキという大きな船から下りて、小こ舟ぶねを漕こぎ出す。でも大だい丈じよう夫ぶ。もう前みたいに真っ暗な空じゃないから。灯台の光が、ようようと前ぜん途とを照らすから。

「行きたいところへ行け。やりたいことをしろ。なりたい自分になれ」

　アステラは、泣いたような笑ったような変な顔で、ゆっくり一回頷いた。




「……ところで、アステラさん」

「はい？」

「俺の左手の刺いれ青ずみだが、星魔法を使うと焼ける仕組みになってる」

「はい」

「さっき俺は若じやつ干かん無理して星魔法を使った」

「はい」

「悪いがもう限界だ。意識飛びそう」

「え」

「後のことは……任せた……」

「ロキさん？　ロキさん!?　大丈夫ですか、え、ちょ、重……！」

　いつかのように押し倒たおされるアステラ。彼の肌はだの熱、鼓こ動どう、吐と息いきを間近で感じ、

（わ、わわわ！　心臓がどうにかなりそう……！）

　強すぎる刺し激げきに中あてられて気が気でなくなったところに、

「おやおや、お楽しみ中？　邪じや魔ましちゃ悪いかな」

　ちょうどやって来たのは、ロキの同期の二人だった。

「ルディさん、テレコさん！　ちが、っていうか、助けてください！」

　にやにや笑うばかりでちっとも手を貸してくれないルディの代わりに、テレコがロキの肩かたに手を回し、引っ張り上げる。宣言通り、既に彼の意識はなかった。満まん身しん創そう痍いのロキは、とっくの昔に限界なんか超こえていたのだ。
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「あー、完全に伸のびてますね」

「懲こりずに無茶したんだね。みっともないやつめ」

　ルディとテレコは、いい機会だから、と、一人二発ずつ彼に殴なぐりを入れた。結構容よう赦しやなかった。気が済むと、テレコはロキを背中に担かつぎ、

「飛行船の手配ができてますよ」

「タウリ家の船に男を乗せる日が来るとはねえ」

　二人の星導士は振ふり返り、アステラを手招く。

「帰りましょう、アステラさん」

「送るよ。その駄目犬と一いつ緒しよにね」

　アステラは微笑ほほえみ、答えた。

「はいっ！」
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「あの、本当に、見送りとか要いらないですから……！」

　学院の登校初日。門の前で、真新しい制服に身を包んだアステラは冷や汗あせをだらだら垂らしていた。目の前には、相変わらず全方位に色気を振りまいているルディと、背中に大きな望遠鏡を背負ったテレコ。目立ちすぎる。

「遠えん慮りよするなよ。天都では私たちが保護者みたいなものだ」

「それはありがたいですけど、初日から注目されすぎ……」

　新入生たちは怪け訝げんな顔でアステラを見ては、ひそひそ話しながら通り過ぎていく。

「馬ば鹿かにされたらガツンと言ってやれ、アステラ。私はルディさまの恋こい人びとなのよ！　って」

「いや恋人じゃないです」

「この望遠鏡、持っていきますか？　鏡きよう筒とうだけでもけっこうな重さがありますよ」

「それで殴ったら死んじゃうでしょ！　というか二人とも、どうして私がいじめられる前提なんですか!!」

　ルディとテレコは目を見合わせた。彼女の保護者は、誰だれも彼もどうも過保護気味だ。

「それにしても、ロキは見送りに来なかったのかい？　子こ猫ねこ捜さがしのお礼を言いたかったのに」

　プレアデスの姉妹の一人、メローペは何度も家出を繰くり返す問題児だった。今度の件で、ロキは見返りに、彼女をルディのもとに送り届けたのだった。さすがは鼻の利きく子犬、闇やみ社会の人脈を利用して放ほう浪ろう娘むすめはすぐに捜し出され、無事姉妹のもとへ戻もどった。

「薄はく情じような奴やつだな。アステラが心配じゃないのかね」

「大丈夫ですよ」

　アステラは首元からプロキオンの星せい輝き石せきのペンダントを引っ張り出した。アステラの大事なお守り。これがあれば、どんなに離れていたって大丈夫。

「妬やけるねえ」

　ルディはにやにや笑い、アステラの腰こしに手を回した。

「アステラ、実際のところどうなの？　ロキに特別な感情はあるわけ？」

　アステラは真顔のままルディの手を振り払はらいつつ、

「……少なくともあっちはその気はないんじゃないんですか」

「おや、どうして？」

　アステラはちょっとむくれて頰ほおを膨ふくらました。

「だって、私がルディさんと一緒にいても、全然嫉しつ妬としてる様子はないし」

（いくら友達とはいえ、女好きで有名なルディさんに保護を頼たのむって……よく考えたらかなり無神経だよね。ロキさん、やっぱり私のこと、なんとも思ってないのかな）

「あっははは！」

　そこでルディが高らかに一いつ笑しようした。

「そりゃそうさ！　私は女だからね」

「え!?」

　ルディは腹を抱かかえて笑い転げる。テレコが眼鏡を押し上げ、言った。

「タウリ家は女ばかりが生まれることで有名なんですよ。知りませんでしたか？」

「いや、聞いたような気がするけど、え？　え、え？」

「アステラ、君って本当に可愛かわいいよね」

　ルディは小指で笑い涙なみだをぬぐいながら、ようやく息をついた。

「研究室選びに迷ったら、ぜひうちにおいで」

「うちも歓かん迎げいですよ」

　二人の先せん輩ぱいの心強い言葉に、アステラは気を取り直し、微笑みを浮うかべた。

「ありがとうございます、ルディさん、テレコさん。行ってきます」

　アステラは晴れやかな気持ちで、門をくぐった。

　周りの新入生たちがこちらを見ている。きっとこの目が珍めずらしいのだろう。でもアステラは胸を張った。これが彼女の星の色だ。父が命がけで守ってくれた、アステラだけの光。




　入学式の後、新入生は講義室に通された。これからついに学院での生活が始まるのだ。アステラは胸を高鳴らせ、部屋に足を踏ふみ入れようとして……、

「へぶっ！」

　敷しき居いに足をひっかけ、盛大に転んだ。アステラの法則一、注目されているとき、転ぶ確率は上がる。新天地に至っても、アステラの親星は遊びをやめる気がないようだ。視界が反転する感覚にもはや懐なつかしさすら感じながら、アステラがよろよろと立ち上がったとき。

「ついてないな、アステラ・ケートス」

「ええ、本当に……って、え!?」

　聞き覚えのある声が降ってきて、アステラは飛び上がった。

「えっ？　シリウスさん？」

　尋たずねずとも自明だ。長めの銀ぎん髪ぱつに青い瞳ひとみ、こんな美び貌ぼうの青年は、この世に二人といない。

（そ、そういえば、シリウスさんのことすっかり忘れてた……！）

　考えてみれば、彼にはロキの一連の策略が全すべてばれているのだ。もちろんメンカルが亡なくなったことも知っている。天てん帝ていに報告されていれば、アステラの身が危あやういのではないか？

「座ったらどうだ？」

「あ、え、あ、はい」

　しかしシリウスは涼すずしい顔で席を勧すすめた。アステラには彼が何を考えているのかまるで分からない。そもそも、昨年学院を卒業したばかりのはずの彼が、どうして新入生の教室に？

「入学し直すことにした」

　シリウスはさらりと言い、当然のようにアステラの隣となりに腰かけた。

「はっ!?」

　彼は机に頰ほお杖づえをつくと、驚おどろくアステラの顔をまじまじと見る。

「……兄さまは、お前の何がそんなにいいんだろう」

「え？」

　シリウスはアステラに考える隙すきを与あたえず、体を起こして腕うでを組むと、詰きつ問もんを始めた。

「アステラ・ケートス。君は本当に星の子なんだな？」

「ええ、本当です」

「じゃあ、夜の鯨くじらと名乗ったのは？」

「それは噓うそ」

「僕を慕したっていると言ったのは？」

「それも噓ですね」

「……」

「え、なんで黙だまるんですか」

「じゃあ」

　シリウスの青白い光が、彼の目の中で閃ひらめいた。

「メンカル教授の研究を継つぐと言ったのは？」

「……本当です」

　アステラは答える。今ばかりは真しん摯しに。

「って、あれ？　シリウスさん、それ、誰に聞いて」

「アステラ・ケートス」

　シリウスはよく通る声を、真っ直すぐアステラに向かって投げた。

「は、はい」

「僕はお前に興味がある」

「あの、えっと、すごくその、誤解を招きまくってるんですが」

　同級生たちの好こう奇きの視線が痛い。シリウスはけれど、そんなことは気にせず、

「今回の件で、多少行き過ぎがあったことは認める。だが、星せい導どう士しの使命は、民たみを正しく導くことだと、それは間ま違ちがっていないと、今でも思う」

　それは奢おごりではなくて、一等星に愛された者の、覚かく悟ご。

「星に選ばれた者には、それだけの責任がある」

「はい」

　シリウスはシリウスなりに、星の原のことを想おもっていたのだ。アステラにそれを否定する権利はない。彼は決して自分本位に動いていたわけではなく、安あん寧ねいのためには律することが大事だと考えていただけ。それが少し、暴走しただけ。

「でも」

　でも彼は今、自分が信じ込んできたものに、疑問を抱いだき始めていた。

「兄さまやお前の言う通り、見えていないことがあったのかもしれない」

　アステラという、自分とは全く違う尺度で星と語る少女と出会って。彼は生まれて初めて、父の命に背そむいた。アステラの正体を天帝に隠かくし、彼女を生かしていくことに決めたのだ。

　これまで知らなかった世界に興味を覚えた。ここからは見えない星空を見たいと思った。

「学び直したいんだ。もう一度。兄さまのもとで」

　そう語るシリウスの瞳ひとみは、透すき通った美しい光を宿していた。

「そう、なんですか……って、え？　『兄さま』の？」

「静せい粛しゆくに！」

　そこで老教授の声が飛んだ。

「全員揃そろっているな？　研究室配属までは、ここにいる面々が一つのクラスとなって基き礎そ教育を受ける。仲良くするように。では君らの担任を紹しよう介かいしよう。さ、入って」

　そう紹介を受け、講義室に入ってきた担任教授。その姿を目にして……、アステラは、思わずがたんと立ち上がった。

「ああああああああっ！」

　黒板を背にし、にやっと笑っていたのは、金きん髪ぱつに濃こい黄色い目をした青年。

「やあ、俺が今日から君らの担任、プロキオンだ」

「ろ、ロロロ、ロキさん！」

「席に座りたまえ、ミラ君。一点減点」

「えっ減点制度なんかあったんですか」

「累るい計けい十点で俺の肩かたもみだ。座れと言ったろ。もう一点減点」

「あわわ」

　アステラは慌あわてて腰こしを下ろし、俯うつむいて耳まで真っ赤になるのを隠した。

　恥はずかしいんじゃない。

　嬉うれしいのだ。

（ロキさん、学院に帰って来たんだ）

　ということは。

（これからもそばにいられるんだ……！）

　そんなアステラの様子を見て、シリウスは不満げに鼻を鳴らす。一方ロキは勝ち気な笑えみを浮かべ、壇だん上じようから教え子たちを見回した。

「お前たち、星導士になるんだろ。せいぜい必死こいてついて来ることだ」

　新しい教授を取り囲む、星導士の卵たち。青い目の学生もいれば、赤い目で睨にらみつけてくる者もあり……、強きよう烈れつに燃え盛るシリウスの子もいれば、目を凝こらしても見えないミラの子もいる。けれど、どれも確かに光を放っている。自分だけの光を。

（私、ここで頑がん張ばろう。自分の星を信じて、ロキさんと一いつ緒しよに）

　躍おどる心は夕焼けの色。暮れなずむ西の空の色。夜はまだまだこれからだ。アステラの航海は始まったばかりなのだ。

　史上初めての地下鉱山出身の星導士が誕生するその日まで、アステラはここでロキと共に学び、成長していく。徐じよ々じよに深さを増す夜空の海の上に、一つ二つと、星を浮うかべながら。

　アステラは胸のペンダントを握にぎりしめ、輝かがやく笑みで言った。

「よろしくお願いします、教せん授せい」
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　はじめまして、あるいはお久しぶりです。天てん川かわ栄えい人とです。拙せつ作さくをお手に取ってくださり、本当にありがとうございます。

　前作終しゆう了りようから九か月、苦しい時期もありましたが、周りの人たちの支えのおかげで、こうしてまた新しい物語をお届けすることができました。明るく小気味よく爽さわやかに、という当初の目標に近づけたかどうかはさておき……、ついてないヒロインと胡う散さん臭くさいヒーローの星と石まみれ奮ふん闘とう記をお楽しみいただければ幸いです。

　プラネタリウムみたいな物語が書きたいと思いました。だから、世界観は創作ですが、星座や星の名前は実在のものをそのまま使っています。アステラたちが見上げる星空は、日本から見える空と同じです。残念ながら出版は初夏なので、作中に登場する冬の星々は見づらいかもしれませんが、読み終わった後、今夜は星を見上げてみようと思ってくだされば嬉うれしいです。そしてもちろん、アステラとロキを気に入ってくださればこれ以上の幸せはありません！




　以下、謝辞を。

　イラストをご担当いただいた加か々が見み絵え里り先生。一いつ緒しよにお仕事をさせていただけると知ったときには小こ躍おどりしました！　キュートなイラストの数々、本当にありがとうございました。

　担当さま。泣き言ばかりで申し訳ありません。これからもどうぞよろしくお願いいたします。

　いつも応おう援えんしてくれている家族、親しん戚せき、友人の皆みなさま。本当にありがとうございます。天文という世界の面おも白しろさをこれでもかというほど教えてくれたサークルの各位にも、改めて感謝を。

　そして今この本を読んでくださったあなたに、もう一度。本当にありがとうございました。

　どうかまた、あなたとお会いできますように。





天川栄人　　
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